
－

１
１
１
１

会日 本体育学

体育心理学専門分科会会報

(通巻第46号）第18号

体育心理学専門分科会

2006年7月発行



日本体育学会体育心理学専門分科会会則

本会は，日本体育学会体育心理学専門分科会と称する．

本会は，体育・スポーツに関する体育心理学研究の発展のため，会員相互の精報交換を行い，

進することを目的とする．

本会は，第2条の目的を達成するために次の事業を行う．

（1）研究会の朋催

（2）会報の発行

（3）会員の研究に資する国内，国外の情報の収集と紹介
（4）その他，本会の目的に資する事業

本会の会員は，本会の趣旨に殻同する者で，会喪を納入した者とする．

本会に次の役員を置く．

（1）会長 1 名

（2）理 事12名

（3）監 事 2 名

役員の選出は，吹の方法で行う．ただし，末位が同数の場合は抽選とする

（1）会長は，会員の単記無記名投票による妓多得票者とする

（2）理事は，会員の5名連記無記名投票による得票上位者10名とする
選挙とは別に癖務局から2名の理事を選出し，庶務・会計を担当する．

（3）理割F長は，理事の単記無配名投票による妓多得票者とする．

（4）監事は，会員の中から会長が委嘱する
役員の任期は，4月1日より翌々 年の3月31日までの2年間とし，2期の並任を限度とする．
局選出の理事はこの限りでない．

本会に理事会を置き，会長および理辨でもって構成する．

理郵会には，業務を円滑に遂行するため，次の委員会を極く、

学会大会委員会，企画委員会，広報委員会，庶務・会計委員会
ただし，庶務・会計委員会は，事務局選出の理事が担当する．

会務を補佐するため，会長の指名により幹事若干名を砥くことができる．

本会の会議は，総会および理事会とする．
総会は，次の事項を審議決定する
（1）役員の選出

（2）悪業報告および収支決算

（3）本業計画および収支予算

（4）会則の改正

（5）その他

総会は年1回，日本体育学会の開催地で開催し，当日の出席会員をもって構成する．
本会の経擬は，会饗，日本体育学会の補助金ならびに寄付金の収入によって支出する．
本会の会計年度は，日本体育学会終了日より翌年の体育心理学専門分科会総会までとする．
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本会の事務局は，総会の識を経て決定する．

本会は，日本体育学会の依頼により，日本体育学会関連役員等を選出する．
この会則は，平成14年10月13日から施行する

附則1．

2．

3．

体育心理学専門分科会の役員（敬称略）

任期：平成17年4月1日～平成19年3月31日

会長：杉原隆

理事長：西田保

理事：学会大会委員会（○山本裕二，岡沢祥訓，橘本公雄）
企画委員会（○石井源信，伊藤政展，阿江美恵子）

広報委員会(O中込四郎，工藤孝幾，伊藤豊彦）

庶務･会計委員会（○吉川政夫，谷口幸一）○：委員長
監事；楠本恭久，矢野宏光

幹事，高套容一，松本秀夫



はじめに

日本体育学会体育心理学専門分科会

事 務 局 代 表 吉 川 政 夫 （ 東 海 大 学 ）

昨今、日本体育学会全体の活性化が課題となっておりまず-が、昨年筑波大学で開催され

た日本体育学会第56回大会における体育心理学専門分科会の一般研究発表件数は、口頭

発表が23件、ホスター発表が66件、合計89件でした。この発表件数は13ある分科

会の中でも|､ツブクラスです。また、大会において試みられたオーガナイズドセッション

におきましても、司会者、シンボジスト、一般研究発表者として8名の先生方にご活躍い

ただきました。そして、体育心理学専門分科会のキーノートレクチャー1、キーノートレ

クチャー2、シンポジウムも、演者、司会者の先生方の協力、会員を中心とするたくさん

の方々の参加を得てそれぞれが活気あふれる催しでした．特に大学院生や若い研究者の積

極性と熱心さには目を見張るものがありました。若い方々のこれからの活躍が大いに期待

されます‐

弘前大学における第57回大会の一般研究発表申し込み件数は、口頭発表が12件、ボ

スター発表が56件、総件数68件です。前回と比較すれば減りましたが、それでも発表

申し込み件数は14分科会中で最多です。キーノートレクチャー1、キーノートレクチャ

ー2、シンポジウムも新進気鋭の若い研究者とベテランの先生方をキャストとする企画が

組まれております。そのため、今回の大会も前回同様に活発な分科会活動が期待されます。

以上の通り、体育心理学専門分科会の大会行事大会活動は熱心かつ活発に展開されて

おります。これもひとえに会員の皆様方の熱心な研究活動とご努力によるものです。中で

も特に、学会大会委員会の山本裕二委員長岡沢祥訓委員、橋本公雄委員には大変にご尽

力いただいております。この場を借りまして感謝申し上げます。本当にありがとうござい

ます。

また、第57回大会では、企画委員会の石井源信委員長、伊藤政展委員阿江美恵子委

員のご尽力により、ブレセミナーが再開される運びとなりました。企画委員会の先生方、

ありがとうございます。多くの会員の皆様の参加をお待ちしておりますので、よろしくお

願いいたします。

そして、この度の会報第18号（通巻第46号）の発行につきましては、広報委員会の

中込四郎委員長をはじめとして、工藤孝幾委員､伊藤豊彦委員に大変お世話になりました。

ありがとうございます。

会長の杉原隆先生、理事長の西田保先生を筆頭に、体育心理学専門分科会の役員の

方々をはじめとして、会員の皆様のおかげによりまして体育心理学専門分科会が成り立っ

ております。今後ともご協力のほどよろしくお願い申し上げまず-．

平成18年7月1日

-．1．．
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スポーツメンタルトレーニング指導士とスポーツカウンセラー資格

一スポーツ選手の「こころ」の専門家を目指して一

はじめに

専門的知識や技能によってスポーツ選

手の心理面からのサポートを担当する者

に対して、2つの学会がそれぞれ資格認定

制度をもっている。日本スポーツ心理学会

による「スポーツメンタルトレーニング指

導士」（以下、MT指導士）そして日本臨

床心理身体運動学会による「認定スポーツ

カウンセラー」(SCはスクールカウンセラ

ーの略称としてすでに広く認知されてい

るので､SpCと表記させていただく。また、

文中では一部スポーツカウンセリングと

しても仕様している）である。資格に

は''license" "certification''

4Gregistry"の3種類があるが、両者はと

もに、特定の団体（学会）が一定の審査基

準に基づいて認定するcertificationとし

て位置づけられる。資格取得者には、いわ

ゆる“名称独占''が許されている。

筆者は両資格制度の設立に関わってき

た。以下では、両資格を対比しながら雑感

を述べてみたい。

資格制度設立の背景

応用・実践的なスポーツ心理学を標傍し

た学会であるAAASPは1990年

に"CertifiedConsultant"といった名称

の資格制度をいち早く立ち上げた。その背

景には、次の3つの要因が考えられる。こ

こで論ずる2つの資格にも共通している。

①職域の開拓：大学院レベルでスポーツ

心理学を学んだ学生に対して、修了後の進

路、職域を広げるためには、身につけた専

－3‐

中込四郎（筑波大学）

門性が社会の側から認知される必要があ

る。資格の制度化はそれに応えることにな

る。勿論、資格取得後の現場での活動に対

する社会の評価は大きい。②専門的技能向

上への研鑛：資格認定制度には、資格を付

与する基準の明確化と同時に、資格取得後

の継続研修を義務づける内容が必ず明記

されている。特に、資格更新時には、その

間の研修参加状況が評価の一つとなる。資

格取得は認定された守備範囲での専門家

としてのスタートであり、さらなる研蹟が

義務づけられている。取得者は積極的に研

修機会を求め、そして認定する立場にある

者（団体）は、研修機会の充実をはかる。

③研究倫理：応用・実践的なスポーツ心理

学研究を目指す者は、必然的に、研究のフ

ィールドを現場とし、またスポーツ選手や

コーチ、他といった研究対象との深い関わ

りをもつようになる。そこでは研究遂行者

として、室内で行う研究とは異なる責任が

種々の側面から付加されている。先にUSOC

（1983）は､clinicalsportpsychologist,

educationalsportpsychologist,そして

researchsportpsychologistの3つの資

格付与に対してregistryを採用している。

代表クラスのスポーツ選手を研究対･象に

できる研究者を、認定されたresearch

sportpsychologistに限定している。

資格取得者の専門的働きかけは、享受す

る側に資するものであらねばならない。ス

ポーツ心理学領域の資格においても同様

である。2つの資格の専門性に基づいた働

きかけは、どのような心理支援を目指し、



可能としているのかを具体的資料をもっ

て討議すべきである。

上述の3つの要因は、すでに間接的に－

部言及したように、設立された資格制度に

対するその後の評価や有資格者数の増加

にも関わっているのである、と加えておく。

棲み分けとは言うが

筆者はMT指導士ならびにSpCの両方の

資格を取得させていただいた。日常的な活

動では、心理相談や心理療法への比重が大

きく、端的に言ってしまえば、後者の資格

に基づいた臨床活動となっている（講習会

レベルでは、MT指導士としての活動も行

っている)。したがって、MTに対する考

え方や実践において、心理療法士としてこ

れまで受けてきたトレーニングや日々の

臨床経験がかなり強く影響しているのを

否定できない。またMTに関する自身の著

述の中で、しばしばカウンセリングや心理

療法の理論や経験を下敷きに論述しても

きている。そのようなことから、一部の者

からは、「MTとSpCの関係を複雑あるい

は混乱させている原因のもと」と自身が批

判されたことがある。

批判される火種は、MTにおいても選手

と指導士の「関係性」を強調したこと、そ

してイメージ技法の展開、等があげられる。

前者では、「こころの変化はテクニックの

学習よりも選手と指導士の援助的関係を

通して変化する部分が大きい」と主張した。

また、一般的には課題設定のもとに、外的

事実（事物）の模造を求めるイメージトレ

ーニングに、自発的あるいは内発的なイメ

ージ想起までもMTの中で欲ばつた主張、

実践をしてきた。深い関係性を求めたがゆ

えに、選手との間に転移・逆転移を引き起
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こしたり、内界のイメージ想起によって、

ときに処理しきれない情動表出を選手に

体験させてしまうことがある。，仁､理的変容

にとって効果的ではあるが、危険なことで

もある。

マーテンスが提示したモデルにおける、

「異常な行動」・「普通の行動」・「優れた行

動」の連続線上にそった臨床的スホーツ心

理学者の領域と教育的スポーツ｣L､理学者

の領域の明確な区分を是認すれば、両者の

差異化を容易にできるのである。このモデ

ルに対しても筆者は、「しかし、“こころ”

の場合、異常・普通．優れた、の3つの厳

密な区別は、思うほどに容易ではない。代

表クラスの選手の一部には、優れた行動を

発揮する側面と異常とも思えるような側

面(病的異常とはいえないが､類似した“心

性”をもっている）を同居させているケー

スがある」と述べた。その主張を受けると

関係者個々には、立場の不明確さを増す結

果を招いたのかもしれない。

河合は、教育を「教える、育てる、育つ」

といった3つの側面からとらえている。そ

して「心理療法は根本的には“育つ”こと

に焦点を当てているが、ある程度の段階に

達すると、治療者は“教える”ことが必要

となることもある」と述べている。二者択

一的に述べるならMTは“教える”に、SpC

は“育つ”に関わりの有り様の中心を置い

ている。しかし、長期にわたってMTある

いはSpCのいずれかで選手に継続して関わ

った経験のある専門家は、教えるだけでな

く育つこと、また逆に、育つだけでなく教

えることにも関わっている自分を自覚す

るはずである。

「棲み分け」が、選手の心理サポートに

おける両者の守備範囲（効用と限界）を明



確し、それによって交流を抑制するようで

あるならば、明確化の仕方に問題があった

のではないかと考える。本来、お互いの土

俵を理解することは、選手の心理的問題・

課題そしてサポートについて多様な観点

からの実りある討議をもたらすはずなの

である。これまでは、相互理解に至ってい

なかったのであろう。

競技力向上をめぐって

毎年10週間のプログラムを組んで、学

生競技者のMT講習会を開催してきてい

る。その問、採用するプログラムは大きく

様変わりしている。技法中心から現在は、

心理療法技法（例えば、描画、箱庭、グル

ープ体験、他）の採用に至っている。この

ような立場を「内界探索型プログラム」と

呼んでいる（名付け親は中島である)。そ

のアプローチによって異なる側面の効果

と同時に、心理的競技能力においても技法

中心の指導と同等の効果を認めている。

今のところわずかではあるがカウンセ

リングを主体とした選手への関わりによ

る競技力向上や実力発揮を果たした事例

報告もあり、各種心理スキルの獲得を直接

の作業課題としなくとも、選手の期待に応

えている事実がある。

MT指導士とSpCはそれぞれ選手とどの

ような心理的作業を共にし、目指している

のかをあらためて振り返ってみたい。

中島のパーソナルコメンl､を「MT指導

士は意識レベルでのコントロールの強化

をしており、無意識を扱うSpCは選手の内

界に通じその流れに添う作業をしている」

と筆者は受けとめている。このような理解

に立って、現場で行われている誤動作の修

正における指導を、“正動作の強化”と“誤
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動作の消去”といった2つの側面から説明

を行った。正動作の強化がなされても、試

合等で再び以前の誤動作が出現してしま

うことがある。また、誤動作の消去がなさ

れたとしても、それが自動的に正動作に置

き換わるわけではなく、正動作の学習が必

要となる。「臭い物は元からから絶たねば

ならない」とはよく言ったものではあるが、

競技の世界に当てはめてみると、それだけ

では必要十分とはいえない。「心理的問題

は解決したが、競技者としての課題や問題

は解決していない」といった事態がもたら

されることもある。特に、SpCはそのこと

を真筆に受けとめねばならない。

選手が‘‘競技力向上・実力発揮・充実し

た競技生活の実現'，を果たす上で、スポー

ツ選手のこころの専門家として両者がど

のような支援ができるのか。今日のMTの

発展につながった「スポーツ選手の心理適

性要因の解明」と題した研究プロジェクト

の歩んだ過程を振り返ってみる必要があ

る。解明された適性要因は、トレーニング

可能あるいはトレーニングすべき心理ス

キルとして位置づけ、技法の具体化となっ

ていった。私たちは、「選手の高いパフォ

ーマンス発揮の実現を支える心理要因と

は何か、そしてそれらはどのようにして高

められるのか」と、広範囲から再び問いか

ける必要がある。選手の高いパフォーマン

スの実現には、身体面の技術・体力トレー

ニングの果たす役割が大きい。競技会にお

ける実力発揮だけでなく、選手の日々のト

レーニングや競技生活にも働きかけるM

T指導士やSpCによる支援についても検討

すべきである。

スーパーヴィジョンでのこと



両資格取得者の研鑛においては、現場で

の経験に加えて、事例検討の機会を多くも

つことが必須となる。筆者は両専門家集団

の検討会に参加させていただき、コメント

を求められることがある。

MTでの事例提供は、指導士がどのよう

な技法を指導したのかが主要な資料とな

る。事例提示後の質疑応答は、取り上げら

れた技法がどのように展開あるいは実施

されたのかに集中するようである。選手側

が各技法をどのように体験したのか、そし

てどのように競技場面につなげていった

のかについては、情報の提示がどちらかと

いうと少ないように感ずる。事例となった

競技者の心理的特徴に関する情報は、選手

用の心理テスト結果からであることが多

い。したがって、コメントは技法の指導の

仕方に集中せざるを得ない。SpCにおける

ような内的課題をめぐってのコメントを

するには、情報不足であり、仮にその方面

からコメントしてもMTの事例提供者は

混乱することの方が多いのではないかと

思う。

SpCの事例では、各セッションでの選手

そしてときおり行うカウンセラーからの

語りが中心資料となる。検討会では継続さ

れた相談での心理的課題（テーマ）や終結

に至るまでの“流れ"、についてお互いの

意見が交わされる。それらを通して、主訴

となった心理的問題の理解を深めていく。

研究論文で嶮えるならば、MTでは研究方

法を、そしてSpCでは考察に重きを置いた

スーパーヴィジョンが行われているとい

ったイメージを持っている。

JISSで定例的に行っている事例検討会

は異色であり、貴重な位置づけにある。M

T指導士、SpC、臨床心理士、精神科医が
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同席して、確実に棲み分けされたMTや

SpCによる事例に、お互いの立場から感想

や意見を述べあっている。そこでは、お互

いが一つの事例に対してどこを見ている

のか、その差異を実感する。いずれの機会

にか関係者よりその様子を伝えていただ

けるものと期待している。両者の有り様を

考える上で有意な情報となるはずである。

おわりに

両資格制度が発足してまだ日が浅く、成

熟をみたわけではない。また対|時している

かのように捉えられてきているように感

ずる。まずはそれぞれの専門性を明確にす

べきであり、その専門性に立ちながら、今

後さらなる研鎖をしていく過程で両資格

は対時するのではなく、積極的なコミュニ

ケーションを重ねていくのであろう。両者

間での論争が建設的になるよう関わって

いきたい。どのようなアプローチをとるに

せよ、選手に資することが共通の課題とな

っている。両者の差異化を進めていくと、

ベースでの重なりが今以上に見えてくる

のかもしれない。

体育心理学専門分科会では多様な研究

興味、課題のもとに活動しているのだが、

スポーツ選手の心理支援も一つの課題と

して含まれる。日本スポーツ心理学会の30

回記念大会（2003）のシンポジウムでは、

"MTとSpCの協力関係を探る'，をテーマ

とした。協調関係を探る方向性に対して異

論はないが、種々の面から両者の違いにつ

いてもっとクリヤーにしておく課題が優

先されるのではないか。

→



情動と認知と身体運動の相互作用

1．はじめに

今回、本専門分科会の広報委員会より特

別寄稿の執筆を依頼され、普段感じている

ことを皆様にお伝えする機会をいただき

ました。自分のこれまでの研究を反省する

と同時に、これから『身体運動の心理学』

の領域に期待することを気ままに書かせ

ていただきたいと思います。

2．心理学における身体運動の軽視I？

先日大学院生たちと一緒にアメリカ合

衆国コロラド州デンバーで開催された北

米スポーツ・身体活動心理学会(North

AInericanSocietyforthePsychologyof

SportandPhysicalActivity:NASPSPA,

‘ナスパ，と呼ばれる）に参加しました。

その中で印象に残ったのがペンシルベニ

ア州立大学のDr・DavidRosenbaumによる

“心理学のシンデレラ：心や行動の科学に

おける運動制御の軽視”とういう特別講演

でした。その講演の概要は、なぜ運動制御

や運動学習の研究が心理学の世界で軽視

されてきたのかについて考えるものでし

た。その答えとしてRosenbaum教授が出し

たいくつかの仮説の中の1つが、動物とは

異なる人間にしかない高等な機能、つまり

認知機能を心理学者は研究したがるとい

うものでした。また、人間の身体運動は複

雑すぎて手が出せないという仮説もあり

ました。そして、一昔前の心理学のテキス

トの目次を見ても運動制御や学習に関す

るものは見当たらないが、最近の心理学の

テキストでは、運動制御や学習の章が増え
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関矢寛史（広島大学）

てきていることを紹介していました。これ

は多くの心理学者が、身体運動と人間の心

の関係を重要視するようになってきたこ

とを示していると思われます。我々、身体

運動の心理学を研究している者にとって

は嬉しい流れだと思います。

しかし、なぜ多くの心理学者が身体運動

に興味を持ち始めたのでしょうか？それ

はおそらく認知だけを研究しても、人間の

行動が完全に説明できないことに多くの

心理学者が気づき始めたからでしょう。実

際、感情心理学などの領域では、認知と情

動や感情の相互作用の研究が盛んに行な

われており、不安による注意バイアスの研

究などはそのよい例です。また、心理療法

の世界では、論理療法(RationalEmotlve

BehaviorTherapy:REBT)のように認知と

情動と行動の関連を重視したアプローチ

は1950年代からあります。しかし、行動

を運動制御のレベルまで分解して詳細に

見た場合、運動制御と情動や感情の相互作

用に着目した研究はあまり行なわれてい

ないように感じられます。

3．運動制御･学習研究に求められるもの

運動制御･学習研究では、これまで情報

処理アプローチとダイナミカルシステム

アプローチの間で研究パラダイム論争が

繰り広げられてきました。情報処理アプロ

ーチでは、人間の認知面が重視され、ダイ

ナミカルシステムアプローチでは、環境と

身体運動の相互作用や身体運動の要素間

の相互作用が重視されてきました。情報処



理アプローチでは、認知心理学の研究成果

を基に研究が進められたため、身体運動の

質的な側面がなおざりにされる傾向があ

ったのかもしれません。一方で、ダイナミ

カルシステムアプローチは物理学の世界

で発見された現象を身体運動に適用した

経緯から、認知的な要素が入りにくかった

のかもしれません。ダイナミカルシステム

アプローチでは、複雑な身体運動を解析す

る多様な洗練された方法が用いられ、身体

運動の質的側面を掘り下げる非常に有効

な方法であると思われます。しかし人間は

身体に加えて認知や情動を持つ複雑なシ

ステムです。認知だけを重視しても身体運

動だけを重視しても人間の身体運動の研

究としては限定的とならざるを得ないで

しょう。

ところで先の北米スポーツ・身体活動心

理学会と同じ期日に同じ会場で開催され

たアメリカスポーツ医学会(AInerican

CollegeofSportsMedicine:ACSM)にお

いて、フロリダ大学の情動と注意の研究セ

ンター(CenterfortheStudyofEmotion

&Attention)のセンター長であるDr.

PeterLangの講演も聴くことができました。

Lang教授はストレッサーの影響は､心理面

生理面、行動面に現れ、動物では行動面に

も素直に現れるが、人間は行動面では情動

を隠すと述べられました。これはある意味、

ストレッサーの影響を行動面では研究し

にくいとも解釈できます。そしてこれまで

の研究内容の概略を聞く限り、fMRIや脳波

による心理生理的測定が多く行なわれて

いる一方で、行動面、特に身体運動の側面

へのストレッサーの影響はあまり研究さ
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れていない印象を受けました。また、5月

末に広島大学で開催された日本生理心理

学会においても、情動や感情をテーマにし

た研究の多さに麓きましたが、生理面や認

知面の反応を測定したものが多く、身体運

動への影響を検討したものはほとんど見

られませんでした。このように人間の機能

を心理面（認知と感情)、生理面（自律神

経系、内分泌系、免疫系)、行動面（身体

運動を含む）に分けた場合、心理と生理の

相互作用や、同じ心理面でも認知と感情の

相互作用は他の領域で盛んに研究されて

いますが、行動面、特に身体運動への影響

を重視している研究領域や学会はないよ

うに思われます。そこで期待されるのが身

体運動の心理学を研究している体育心理

学やスポーツ心理学ではないでしょう

か？

これら身体運動の心理学の領域では、先

に述べた情報処理アプローチとダイナミ

カルシステムアプローチのどちらにおい

ても、情動や感情という要因を積極的に取

り扱ってこなかったように思われます。し

かし、体育やスポーツでは情動や感情が大

きく揺さぶられ、それによって身体運動の

やり方も大きな影響を受けます。情動や感

情は扱いにくいし、実験的にもコントロー

ルしにくいのですが、人間の身体運動の制

御や学習を扱う研究領域としては、絶対に

外せない要因ではないでしょうか？もち

ろん全ての個々の研究でこれらの要因を

扱う必要はありませんが、身体運動の心理

学という研究領域全体としては、もっと情

動や感情の影響を研究する必要があるの

ではないでしょうか？さらには、情動や感



情と認知と身体連動の相互作用を研究す

ることが必要ではないかと思います。図1

は、身体運動科学の研究対象を心理､生理、

行動と大きく分類した上で、身体運動の心

理学の研究対象となり得る要素や、それら

の関係性を考えるために図示したもので

す。

4．メンタルトレーニング研究と運動制

御･学習研究の接点

人に見られたりプレッシャーがかかっ

たりしたときに普段通りにスキルを遂行

できないことは、スポーツの試合でも体育

の場面でもよく起こる現象だと思います。

我々はメンタルトレーニングとして、過度

に緊張しないようにするための方法を教

えます。でもやっぱり緊張した、さあどう

しょう、という場面も多くあると思います‘

適度な緊張がよいのは分かるけれど、今自

分は緊張しすぎている、という場面も必ず

あると思います。そのような過度の緊張状

態でも何とか切り抜ける方法はないので

しょうか？今までのメンタルトレーニン

グ研究の成果は、緊張しないように、また

は緊張してしまった場合はリラックスす

るように心理面（認知や感情）をコントロ

ールすることや、生理面に働きかけて覚醒

水準をコントロールする方法を開発して

きたことだと思います。しかし不適切な覚

醒水準にある人が、どのようにその中で身

体を制御したらパフォーマンスを維持で

きるかについては、ほとんど研究されてい

ないように感じます。また、運動制御や学

習の研究は、緊張していない場面での制御

や学習を研究対象とする場合が多いため、

緊張した人の運動制御がどのようになる
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のか、また、緊張してしまった場合にどの

ような制御を行なったらよいのかについ

ては、まだ十分な回答が得られていないよ

うに思われます。さらには、緊張してもパ

フォーマンスを維持しやすいフォームや

戦術かもしあれば、緊張しやすい性格の人

にとってそれらを学習するという新たな

選択肢を提供できるのではないでしょう

か？

このような‘あがり'(chokingunder

pressure)の現象に対する研究は、メンタ

ルI､レーニングと運動制御・学習の領域の

接点となるテーマであり、また、体育やス

ポーツの現場で最も回答を求められるテ

ーマであると思われます。一生懸命に練習

してもいつも緊張して失敗してしまうこ

とが、その人の自己効力感を低下させたり、

運動の継続を阻害したりしてしまうこと

は体育やスポーツにおける重要な問題だ

と思います。そのためには、まず緊張した

人の身体運動がどのように変化するのか、

また、それは性格や課題によって異なるの

かについて詳細に調べるという現象記述

の研究が必要になります。次いで、なぜそ

のような変化が起こるのかというメカニ

ズムを解明する研究が求められ、最後にど

のような対処法によってどの程度の効果

があるのかを調べる研究が必要になるで

しょう。‘あがり，現象に限らず、フロー

状態におけるピークパフォーマンスの発

揮や、体育における気分と運動学習の関係

など、情動や感情と運動制御・学習の接点

は多く残されているように思われます。

5．むすび

体育心理学やスポーツ心理学などの身



体運動の心理学の領域において、心理、生

理行動面の関係性を視野に入れて、領域

全体として現場が求める問いに答えるこ

とが必要であると思います。特に情動と認

知と身体運動の相互作用は、コンピュータ

のような機械や単なる物体ではない人間

が身体運動を行う際に常に考慮されなけ

ればならない問題であると思います。情動

や感情が激しく揺れ動く中で、認知や身体

運動がどのように変化するのか、または身

体運動の行い方によって、情動や感情や認

知がどのように変化するのかについて、更

なる研究が求められているように感じま

す。今回、私が普段抱いている雑感をこの

ような形で公表する機会をいただけたこ

とを感謝いたします。

心蕊
．:f､．《韓:.￥:：

口乞ﾛﾛﾛ.･･

識；

仮蕊鵜繍/藩溌蕊篝蕊､、

〃

図1．身体運動の心理学の研究対象の関係性
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キーノートレクチャー1傍聴記

上野緋平氏（鳥取大学）の「ユース年代

におけるスポーツ経験とライフスキル」の

タイトルの識演に参加した。会場は大入り

満員とまではいかないが、かなりの盛況で、

学会の運営担当者を除けば傍聴者は70名

を超えていたようだ。司会者からの演者紹

介で、上野氏が高校野球の強豪校として知

られる徳島県池田高校の卒業だとと触れら

れた時は、会場では「ほう！」という驚き

の声が上がった。演者が甲子園球児であっ

たかどうかは|淵き漏らしたが、野球の名門

校卒というだけで私は人一倍畏敬の念で氏

を眺めた。それというのも、小生は中学生

の軟式野球のクラブチームの面倒を10年

ほどみているが、卒団生で甲子園に出場し

た者はわずか1名で、応援に駆けつけたが

1回戦負け。数度の優勝経験など畏れ多く

羨ましい限りなのだ。最近は．スキル・と

いう言葉がやたらに目に着く。ボールスキ

ルなど運動技能に．スキル・と付くのは違

和感はないが、人間関係やら物事やら、う

まくやる術に何でもその言葉をくっつける

のには個人的には些か抵抗感を覚える。ア

メリカでの造語で致し方ないとはいえ、こ

の文字を見ると、またか、と少し冷ややか

な目で眺めてしまう悪い癖がある。そこで

初めは少々斜に構えた姿勢で氏の公演に臨

んだ。だが、誠実で几帳面な人柄が伺える

演者のパワーポイントを駆使しての丁寧な

説明のお陰で、スキルに対する抵抗感が少

し薄らいだような気がする。時間配分も資

太田和義（名古屋市立大学）

料の量数も適切で、文字が多過ぎず見やす

く、脳味噌が硬化状態にある小生にも十分

理解可能な内容であった。ライフスキル

(LS)は、コミュニティ心理学と医学の二

つの領域から迫り、生涯発達的側面を

重要視し問題解決を図ろうとする概念とし

て、1970年代の後半に生まれた言葉だそう

だ。飲酒、喫煙、肥満などによる疾患が増

大しており、そうなる前、即ち子供の頃か

ら教育する必要性があること。つまり、治

療より予防、さらには能力の強化が医学と

しての狙いだという。家族の死、アルコー

ル依存などの家庭の問題に対処するための

自助グループの形成など、医者以外の内容

提供がコミュニティ心理学の守備範囲だそ

うだ。スポーツを手段として心身の発達期

にある青少年の喫煙、飲酒などの問題解決

の手助けをし、試練を乗り越えれば次の試

練に生かせることを教えることができると

いうことだった。

質問は3点だったが、その一つはLS指導

の最適年齢は？というものであった。あま

り早期からLS指導をしても、関心、問題意

識、理解力の不足から十分な成果は期待で

きず、そうかといって高い年齢では態度が

形成されてしまっているため、効果が薄く

なるので、自分は中学生時期が最適ではな

いかと考えているとの説明であった。分か

りやすい解説のための資料づくりに腐心さ

れたであろう演者に感謝の意を表したいc

－13‐



キーノートレクチャー2傍聴記

2005年11月24日（木）の午前1

1時から12時にかけて、「調整力の発達

的変化」をテーマとするキーノートレクチ

ャー2が開催された。演者は日本大学の吉

本俊明先生、司会は慶應義塾大学の近藤明

彦先生。以下はその傍聴記である。

学校体育の現場では、体力づくりの一環

として調整力が取り上げられてきているが、

調整力とは何かとなると必ずしも統一的な

見解があるとはいえない。そこで、吉本先

生を中心とする日大グループは、特に知

覚・運動系の機能の発達という観点から調

整力の測定指標の探索研究と開発研究を長

年にわたり進められた。当日は、その研究

の経緯と成果を豊富な視覚資料に基づいて

興味深くかつ分かりやすくレクチャーされ

た。会場には多くの参加者が訪れ、レクチ

ャーに対する関心の高さがうかがわれた。

レクチャーは、調整力とは、筋の収縮に

よって発生した力を、その運動の目的に沿

ってできるだけ有効に利用できるようにか

らだの動きを調整する能力であり、平衡性、

敏捷性、巧徹性および柔軟性などに分けら

れること、調整力は複合体力であり、協応

機能、タイミング機能などの要素を含むこ

となど、調整力の基本的説明からはじまっ

た。その上で、調整力を発達的見地から見

ると脳・中枢神経系の発達の関与が深いた

め、研究対象を小学校児童だけでなく幼稚

園児まで広げて調整力を発達的に検討され

たこと、その結果、眼一頭位の協応運動を

伴う全身選択反応の測定が、調整力を捉え

る指標の1つとして適切であるという結論

－14‐

奥村仁（東海大学）

に達したことをお話された。

筆者としては、レクチャーの以下の点に

関心を持った。研究途上で、一般的に調整

力の発達曲線は描けるが、「それでは個人

差は？」「個人内での一貫性は？」などの疑

問が次々に湧いてきた。個人間差について

は、研究の結果、8，9歳で差が大きいこ

とが明らかになった。さらに、長年にわた

る研究の過程において、調整力の発達に影

響を及ぼす要因の検討、調整力と体力テス

トとの関係、縦断的な研究の必要性など多

くの検討課題に幅広く取り組まれ、それら

の課題に関して実証的に問題解決された。

中でも、対象児を同一種目継続型、異種目

継続型、復帰型、離脱型、不参加型からな

る5つのスポーツキャリアパターンに分け

ての、スポーツ参加・不参加がもたらす調

整力の発達的比較は大変に印象深かった。

また、調整力の経年的変化に関する指摘は

大変に貴重であり、今後の子どもの調整力

の発達研究にとって寄与するところが大き

いと受け止められた。

レクチャーは、工夫と苦労を積み重ねら

れた研究の誠実さとともに、先生ご自身の

お人柄である誠実さと温かさに溢れていま

した。司会進行役の近藤先生のジェントル

マンシップに基づく進行もあって、まだ駆

け出しの身である筆者としては、研究あり

方について学ぶとともに研究者としてのあ

り方をも教えられました。キーノートレク

チャー2を傍聴させていただいて本当によ

かったと思いました。関係者の皆様ありが

とうございました。

一



体育心理学専門分科会企画シンポジウム

「体育授業と生きる力の育成一体育心理学からの問題提起一」司会報告

l-テーマ設定およびシンボジスト依頼の経緯

平成17年6月，名古屋大学山本氏から「今

年の体育学会における体育心理学専門分科会

企画シンポジウムにおいて，体育授業と生き

る力の育成というテーマでやりたいのだけど，

やってもらえるか.」という形で打診された．

そこで，私がやるとすれば自靭諜惰という観

点になると答えたところ，それで良いという

返事だったまた，同時にシンポジウムの司

会もやってほしいということだったので，私

にできるのならと引き受けたのが，そもそも

の始まりである．そして，山本氏と何回か連

絡を取り合いながら最終的なテーマを設定し

た

その結果，本シンポジウムでは，「生きる

力」という概念のうち，主に「豊かな人間性」

に関わる問題に焦点を絞り，教育現場サイド

からおひとり，研究者サイドからおひとりに

提案していただき，その仲介役を私が務める

ことになった．その後，山本氏のご紹介もあ

って，教育現場サイドからはさいたま市立西

原小学校の千葉裕氏，研究者サイドからは仙

台電波工業高等専門学校の佐々木万丈氏にシ

ンポジストを依頼した．

2．シンポジストの発表概要

まず千葉氏は，ご自分の実践経験と授業分

析データに基づきながら，子どもたちの学力

低下は深刻な問題であるが，学校現場でそれ

よりもさらに深刻な問題とされているのが不

登校やいじめに象徴される子どもたちの心の

荒廃であることを指摘された．そして，それ

賀川昌明（鳴門教育大学）

らの対応策として，体育授業と学級経営を両

輪として「群れて遊ぶ」「友だちと協力する」

「友だちを思いやる」等の場面を意図的に設

定し，子どもたちに経験させることが重要で

あると強調され，その成果を紹介された．

次に私は，ライフスキルの基盤として位置

づけられる自尊感情(セルフ・エスティーム）

と運動有能感の育成について，小学校体育授

業の調査研究と実践研究を基に問題提起を行

った．そして，子どもの先行体験や運動能力

によっては，体育授業を通じて運動有能感を

獲得し得ない者も存在すること，このような

子ども達には，まず健全な自尊感情を育むた

めの配慮が必要なことを指摘し，そこから初

めて運動有能感独得の可能性が生じることを

主張した．

最後に佐々木氏は，生きる力の育成とは，

学習におけるメタ認知的働きの定着と促進を

図り,問題解決能力を向上させることとされ，

適応という視点から中学校体育授業における

ライフスキル向上の方策について提言された

そして，ご自分の研究データを基に，体育授

業への適応を促進する対応策として，授業計

画の中にストレスマネージメントプログラム

を組み込むことの重要性を主張された．

3発表に対-ﾘー る質疑応答

各シンポジストの発表後，シンボジスト間

での質疑応答を行った後にフロアーからの質

問や意見を受け，それらに対する回答を行っ

た．その概要は以下の通りである

まず、東海大の小松氏から，千葉氏の発表
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の中で触れられた保誰者への対応に関する質

問があった．それに対して千葉氏は具体的な

事例を挙げ，現在の教育現場においては保護

者に対する啓蒙も重要な教育的働きかけにな

ると回答された．

次に名古屋大の山本氏から，今回のテーマ

である「生きる力」に関連して，「なぜ体育授

業なのカリという質問があった．それに対し

ては，私から「身体活動を中核とする体育授

業においては情緒的反応が生じる場面が多く，

そのような葛藤場面を通じて『生きる力』に

つながる学習がなされる可能性を含んでいる

こと」を説明させていただいた．

また,東海大の吉川氏からは，「シンポジス

トの発表は現在の子どもの問題点に焦点を当

てたものが中心である．現代の子どもには良

いところはないのか，悪い点ばかりを指摘す

るのでは問題解決には至らないのではない

か.」という意見が出された．それに対して，

千葉氏から現在の子どもたちには発想力の豊

かさや応用力など，今までにない様々な良さ

も持っていることが紹介された．また，私の

方からも，パソコン操作能力の高さなどを紹

介するとともに，我々のねらいは子どもたち

の悪いところを掘り起こすだけではなく，良

いところを広げるところにあること，また，

それらの良さを生かすための配慮によって，

現代の子どもが持つ問題点を解決できる可能

性が体育授業の場に存在すること等を説明さ

せていただいた．

以上，設定された時間の関係もあり，十分

な議論が尽くされたとは言い難いが，具体的

な学校現場の事例を踏まえて検討することに

より，「体育授業における生きる力の育成｣に

対一ｳｰる認識がさらに深まったと思われる．
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4．おわりに

シンポジウムにおける発表と司会を同時に

行ったため，それぞれのご意見をきちんと記

録することが困難であった．せっかく準備し

ておいたボイスレコーダも，肝心のバッテリ

ーが途中で切れるというアクシデントで使い

物にならなかった．したがって，フロアーか

らの質問・意見等の記緬届れや表現の不備が

存在する可能性もある．その点，ご容赦いた

だきたい．

最後に，本シンポジウムの運営に当たって

ご協力頂いた事務局およびシンボジストの各

先生に感謝の意を表して稿を終えることにす

る



シンポジウム傍聴記

宿泊を「つくばバスターミナル」付近にした

ので、大学までは3騰I間とも歩いてしまった。

シンポジウム当日は会場に早く着きすぎたため、

事務局の吉川政夫先生（東海大学）に捕まり、

傍聴記の依頼を受けることになってしまった。

シンポジウムテーマの「体育授業と生きる力

の育成一体育心理学からの問題提起」が良かっ

たのか、会場は満席で、他の分科会からも多く

の人が來られていた。

司会兼演者の賀川昌明先生（鳴門教育大）は

「自尊感情や有能感を育てる授業づくり」と題

して、小学校の体育授業で自尊感情を育て有能

感が高められることを提示・強調しながらも、

高められない児童には他の要素の評価や学級づ

くりの中での指導も重要なポイントとなること

を指摘された。

佐々木万丈先生(仙台電波工業高等専門学校）

は「体育授業への適応とライフスキルの獲得」

の中で、中学校の体育授業に画芯していない生

徒は心理的ストレスが多く、ストレス対策（教

育）やストレスマネージメントプログラムの導

入が必要である。適応している生徒は社会的ス

キルが優れていることから、社会的スキルトレ

ーニングの導入を提案された。

千葉裕先生（さいたま市立西原小学校）は

「小学校における“生きる力の育成，”の現状と

課題」で、「豊かな人間性」を重視され､そのた

めには「コミュニケーション能力の向上、心地

よいリズムのある体育授業、コミュニケーショ

ンを向上させる教材･授業展開･教師行動など」

の必要性を力説された。

いずれも、多くの授業研究から体育の授業の

徳永幹雄（第一福祉大学）

中で「からだを動かす」ことによる、心への働

きかけの影響を明らかにしようとされたことに

感謝したい｡演者らの｢生きる力」とは自尊心、

ライフスキル(社会的スキル)、豊かな人間性で

あり、私流に言えば、体育・スポーツで養われ

る「生きる力」とは、「心理的競技能力診'釿検査

(DIPCA)」の各因子（忍耐力、闘争心、自己実

現意欲リラックス、集中力自信、協調性･…

など）と答え、「やればできる」という自信に代

表される心理的スキルを育て、それを生活化す

ることである。その意味で演者らが目指す目標

とは共通するものがあった。問題はいかなる

スキルを目標にし、いかなる場を設定するかで

あり、教師の授業力が課題となる。千葉氏が言

われた「できる．できない」「勝者・敗者」のそ

れぞれへの対応のしかたを教えるのも、体育・

スポーツ指導における基本的な場の設定である。

こうした徹密な実践研究を通して体育・スポー

ツが「生きる力」に貢献できることをもっとも

っとアピールして貰いたい。

蛇足:それにしても､一人30分余の発表は長く、

眠たくなる。テレビ討論会風に活発な意見交換

ができるようにできないもの加私たちは、司

会力や発表力をもっと勉強する必要がある。本

年度の早大での日本スポーツ心理学会で行われ

ていたシンポジウムでの「残り5分」「残り1

分」「終了」の時間提示法は名案であった｡見習

う価値がある。
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シンポジウム傍聴記

本シンポジウムは、体育授業において生き

る力をいかに育てるかという、時流に乗った

興味あるテーマであった。私自身が、教員養

成大学に身を置くこともあり、このテーマは、

体育の必要性を世間にアピールしていく上で

とりわけ必要なのではないかと感じている。

その際にいつも言われることは、研究で明ら

かにされていることが、現場にほとんど還元

されていなb,｡また、研究者が現場の実情を

十分に考慮しておらず、研究論文のための研

究で終わっている、という指摘である。今回

のシンポジウムにおいても、その点をいかに

かみ合わすことができるかに注目してシンポ

ジウムを傍聴した。

一人目の演者は、高専の先生であり、博士

課程の院生でもある佐々木先生であった。体

育授業への適応とライフスキル獲得に関する

発表内容であった。適応に関する定義質問

紙作成、及び、ご自身の研究に関する発表で

あったが、少し抽象的な話が多かったような

気がした。本シンポジウムには現場の小中学

校の先生方も多く来られていたので、もう少

し、具体的な現場の事例に絡めた話が聞けた

らもっと良かったのかなと個人的には感じて

いた。

二人目の演者は、教員養成大学の賀川先生

であった。賀川先生のこれまでの発表や書物

もよく拝見していたので､楽しみにしていた。

前半が質問紙研究に関するもので、後半が実

-18.

筒井情次郎（愛知教育大学）

践研究におけるその質間紙の応用という発表

であった｡体育心理学領域の特徴を生かして、

体育授業に関する研究を行う上での一つのひ

な形のような発表であった。体育の必要性を

世間にアピールしていくために、体育心理学

が向かうべき方向の一つが、このような教育

現場と一体化した研究ではないかと、改めて

感じた。

最後の演者は、教育現場に身を置かれる千

葉先生であった。普段、研究授業や教育実習

等で授業を見ることは多いものの、実際の小

中学校での教育経験のない私にとっては、大

変、興味ある発表であった。将来教員になる

学生に対して識義をしているくせに、教育現

場の実態については、私自身がいかに知らな

いかということを痛感した発表であった。現

場を見ているかのように実感させていただけ

る内容であった。このような現状を踏まえた

上で、獅而行動がこどもの心にどのような影

響を及ぼすのかといった視点の研究をしてい

かなければならないように感じた。改めて、

現場にこまめに足を運ばないと見えないもの

がたくさんあることを感じ、反省させられた

発表であった。



日本体育学会第56回大会参加記

今回が初めての日本体育学会への参加

であった。期待と不安が入り混じる中での

経験は新鮮なものばかりである。今大会で

の経験の中には、私にとってまさに人生の

縮図と呼べるものが含まれていた．

会場に着くと大勢の研究者がいた。自分

もその中の一人だと思うと気分が高まる。

それぞれの人がつけている名札の中に、知

っている名前を見つけた。それは、自分が

感銘を受けた文章の華者と同じ名前であ

った。名前と顔が一致した|瞬間、思わず微

笑んでしまう。声をかけるのには緊張する

が、機を伺い話しかけた。お互い初めて顔

を合わし、活きた言葉を交わす｡そこには、

人との貴重な「出会い」があった。

今大会には私にとって初めての口頭発

表もあった。発表当日、会場には少し遅れ

て到着した。小走りで発表会場へ入り、自

分の発表順を待った。ときおり緊張で自分

の鼓動がはやくなるのがわかる。心を落ち

着けつつ、先輩から頂いたアドバイスを思

い出す。

「Trlkel-lomeMcssageが大事だIたくさ

んの発表があると、ほとんどは印象に残ら

ない。その中で聞いた人に対して、家まで

持って帰ってもらえるメッセージを残せ。

キーワードでもいい、結論のところでもい

い、方法の新奇性でもいい、結果の面白さ

でもいい、考察の大風呂敷でもいい、なん

でもいいから家まで持って帰ってもらえ

るよう工夫せよ｡」

数分後ついに自分の発表が開始した．大

藤井進也（京都大学）

きな声ではっきりと話すことを心がける。

発表練習では残り2分ほど余裕があった

ので、間を取って話すようにする。アニメ

ーションもうまく動き、言葉にも詰まらず

話すことができた。とうとう発表は考察に

入り、そしてスライドは最後の一枚となっ

た。息を大きく吸い、結論を最後に大きな

声で言った．その後1.8秒ほど間を置き、

余韻を楽しみ、「以上です」と締めた。結

構気持ちは冷静だった。そこには、自らの

研究に対する想いの「告白」があった。

発表後、たくさんの意見を頂くことがで

きた。また、この口頭発表をきっかけに、

以前から憧れていた人とも親密な意見を

交わすことができるようになった。お互い

の研究の共通性、情報交換今後の発展性

など、時間が経つのも忘れて話をすること

ができたのである。相手の研究内容を知る

のに加え、相手にも自分の研究内容を知っ

てもらうことで、お互いの会話はとたんに

広がる。そこには、人と人との大切な「交

流」があった。

今大会をきっかけに交流は続き、現在は

共同で研究を進めている。独りでは得られ

なかった発展が次々と得られ、とても興謹

している。人と人とが交流することによっ

て新たなものが生み出さる。これはまさに

「創造」といえるものではないだろうか。

今大会には私にとってまさに人生の縮

図と呼べるものが含まれていた。それは、

人との「出会い」「告白」「交流」そして「創

造」である。
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日本体育学会第56回大会参加記

本年度の学会は，つくば山に程近い筑波大学

にて開催されました.11月下旬ということもあ

り，キャンパス内の木々が美しく色づいていた

のが印象的でした．私は福岡からの参加という

ことで前日に東京入りし，学会当日の朝につく

ばエキスプレスに揺られて会場入りしました

今大会では，口頭発表，ボスター発表，キー

ノートレクチャー（体育心理学専門分科会)，オ

ーガナイズド・セッションなどに足を運びまし

た．私自身が，中途身体障害者を対象に研究を

していることもあり，アダプテッド・スポーツ

研究のオーガナイズド・セッションを非常に楽

しみにしていました．今回のアダプテッド・ス

ポーツ研究のセッションでは，専門分科会の発

足ということもあり，非常に多くの先生方が参

加され活気に満ち溢れていました（ただ，多く

のオーガナイズド・セッションが同時間帯に開

催されており，他にも参加したかったセッショ

ンに足を運べなかったのが残念でした).アダプ

テッド・スポーツ研究の特色ともいえますが，

現場での実践に基づいた発表が多く見受けられ，

非常に勉強になりました．現場を知らなし研究

は机上の空論にすぎないと日ごろから感じてお

り，実際に現場を知っているからこそ，何が必

要であり，自分がいま何をすべきなのかをみつ

けてゴールを見据え，そこに向けてまた研究が

進んでいくのではないでしょうか
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内田若希（九州大学大学院）

私自身も，「中途脊髄損傷者における受傷から

現在までの自己の再h喋築過膣と述動・スホーツ

の果たす役害Iﾄｰ厩的アプローチによる事例検討

一」というテーマで発表をさせていただきまし

た．これまでは身体的自己知覚の側面に焦点を

当てた研究をメインとしていたのですが，今回

の発表で多くの先生方から，社会的自己知覚の

側面に関しても，より糖織化をしていくように

アドバイスをいただきました．今回は，博士号

取得のための最終口頭試問（公聴会）を目前に

控えての発表でしたので，本当に勉強になり，

また自信をもってその後の公聴会を迎えること

ができました．とくに，私と同じ研究分野の先

達である北星学園大学の蓑内挫先生には，いつ

も学会でお会いするたびに的確な助言をしてい

ただいており，今回も発表後にたくさんのご意

見をいただきました．この場を借りてお礼申し

上げます．

余談にはなりますが，今大会ではうれしい再

会が多かったのも良い思い出です．大学を卒業

して以来なかなか会う機会のなかった友人（体

育社会学)や後輩（運動生理学）と思いがけず

再会しました彼らの変わらない先を見据えた

眼差しに刺激を受け，あらためて気持ちが引き

締まる思いがしました

可



口頭発表傍聴記

大学業務の瓶篤入試関連の仕事を終え、直ち

に福岡空港に向かい､夕方の飛行椎に飛び乗り、

6時間かけて宿泊先のホテルに到着した。この

とき、時計は既に午前12時をまわっていた。

つくばエキスプレスの開通に伴い、東京とつく

ばの移動時間が短縮されたにせよ、やはり福岡

からつくばの距離は半端ではなかった。早朝か

らの入試業務と深夜までの移動で、心身共に疲

れを感じていた。

さて、私の口頭発表は、学会初日の午前9時

からであった。今回の学会の最初の発表で、い

わばトップバッターとなるので、気合を入れて

頑張ろうと密かに思っていた。しかし、あまり

にも時間が早すぎて傍聴者がほとんどいないの

ではないかという一抹の不安も抱いていた。

ふたを開けてみると、実際の研究発表では、

多くの先生方が足を運んでくださり、不安も吹

き飛んだ。今回私は、生涯スポーツ教育によ

る対人コミュニケーション能力の支援による社

会心理的効果について発表した。これまでの私

の研究テーマは野外教育現場での介入による心

理・社会的効果に関するものであった。今回の

発表内容は、野外教育現場で使われているテク

ニックを生涯スポーツ教育に活用し、体育館内

においても効果を挙げることができるのかを検

討したものであった。発表は、持ち時間内に内

容を凝縮し過ぎたためフロアの先生方に伝わり

にくかった部分もあったが、自分ではほぼ満足

できるものであった。質疑応答では、第一福祉

大学の徳永幹雄先生に将来的な研究の方向性に

関寸-る御質問・御意見を頂くことができ、とて

も嬉しく感じた。また、座長を務めて頂いた東

京工業大学の石井源信先生にも、次の研究のや

西田||偵一（福岡大学スポーツ科学部）

る気に結びつくような非常に温かいコメントを

頂戴することができた。

続いて、名古屋大学の山本裕二先生の口頭発

表を傍聴させて頂いた。山本先生は、大学の授

業においてティーボールやテニス、バドミント

ンなどの様々な打動作を学生に親受し、その影

響としての肩や腰などの回旋の範囲や速度につ

いて分析なされていた。私と同じく、大学体育

の授業において学生にアプローチした実践的研

究であったので、非常に興味深く聞かせて頂い

た。

さらに、東北大学の斉藤茂先生、九州大学の

橋本公雄先生の口頭発表を拝聴した。斉藤先生

は、「エキスパート・スポーツ選手はどのように

自己の練習環境を制御しているのか？」といっ

たタイトルで、個々人の事例を挙げながら、目

的意識の変化、課題再設定の習慣化、他者の取

り込みなどについて質的データを紹介されてい

た。非常に面白い研究であり、将来的な発展を

期待したい。また、橋本先生は、スポーツ場面

において一生忘れられない、人生の一大転識と

なるような体験を、“ドラマティック体験''と定

義し、ドラマティック体験のエピソードと生き

る力との関係を検討されていた。体験の分類な

どもとてもユニークで、非常に1噸ll的な研究で

あるように感じた。

最後に、学会全体を振り返ると、私にとって

はこれまで参加した体育学会の中で最高の大会

となった。それは、体育心理学のみではなく、

様々な分科会にて吸収するものが非常に多くあ

ったことで、とても良い刺激を受けることがで

きた。さらに、新たな出会いがあり、極めて有

益な時間を過ごすことができた。

－21‐



口頭発表傍聴記

4月に大学院に入学し、早くも半年以上

の月日がたちました。学部時代に一般心理

学を専攻していた私にとって、体育・スポ

ーツ科学の世界を学ぶ毎日は多くのことが

新鮮であり、あっという間に時間が流れて

しまったように思います。そんな中、今回

初めて日本体育学会に参加しました。まず

私を驚かせたのは会場である筑波大学の広

大なキャンパスでした。そして、会場と同

様、日本体育学会のスケールの大きさもま

た予想以上のものであり、その分科会の多

様性は、体育のように人間の活動を対象と

する学問にとって多くの領域とつながりを

もつことがいかに重要であるかということ

を示しているのではないでしょうか。

私が傍聴させて頂いた口頭発表でも、こ

の領域間のつながりを強く感じ取ることが

できました。私は全部で5つの発表を傍聴

させていただいたのですが、体育心理とい

う分科会の中でさえ、体育・スポーツを科

学することが多くの人間活動を理解するこ

とにつながっていると思わせる内容でした。

はじめの2つの発表はタッピングとドラ

ム演奏を課題とした研究が報告され、質疑

応答の時間も含めて主に脳活動との関連に

ついての議論が中心でした。特に藤井進也

さんのドラム奏者における両手協調性の発

表では大変盛んな議論が交わされ、最後に

は参加者の方々が挙手無しに議論を繰り広

げるといった場面もありました。野外教育

指導者の資質に関する研究発表では、結論

において指導者が自然と関わることでその
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溌祥秀（大阪体育大学大学院）

資質を成長させる可能性を示唆されており

自然と人間という大きなテーマを含んだ内

容が報告され、中学生のスキー学習を対象

とした研究発表では生徒の内省が分析対象

として用いられていることから、学校教育

という現場（スキー教室という特殊な環境

ではあるが）からの貴重な報告がなされた

と思います。そして、舞踊の動きに関する

研究発表では、身体活動による心理的変化

という観点から研究が行われており、舞踊

という研究対象も含めて大変興味深く傍聴

させていただきました。

このように口頭発表ひとつをみてもその

テーマや対象は大きな広がりを持っていま

した。これは前述したような多くの領域と

のつながりが不可欠なものであることを示

していると同時に、体育・スポーツ科学の

もつ大きな可能性を感じることができます。

体育・スポーツが様々な分野・領域とつな

がりをもって人間活動を理解するものであ

るならば、現代社会が抱える多くの問題に

対しても貢献できるのではないでしょうか。

今回は自分の発表をすることなく学会に

参加したのですが、体育・スポーツそのも

のについて考えるすばらしい機会を得るこ

とができました。これから自分の研究を進

めるに当たって様々な領域を意識すること

を心掛けたいと思います。そのためにも、

次回の学会は研究発表をおこなうことを目

的として参加し、広い観点から多くの意見

を頂きたいと思います。



口頭発表傍聴記／晩秋のつくばで得た知的興奮

この度、事務局より口頭発表の感想執筆

の機会を頂きました。拙文のほど御容赦く

ださい≦

私が拝聴した発表は、二日間で二教室を

はしごした計10件でした。発表された先生

方に敬意を込めて、感想を述べさせていた

だきます。

北村先生（東北大学）はスノーボードの

動作感覚と筋迩図などを分析されていた。

当然、スキー場でのデータ収集であるス

ポーツの研究は本来、フィールドワークで

あることを再認識させられた。

柔道のオノマトペを国際比較された塚田

先生（東海大）からは、日本独特？のオノ

マトペが、技術指導を豊かにする一方で言

語化の努力を妨げる可能性があるのかもし

れないと考えさせられた。

一流選手の「場」の模索を研究された齋

藤先生（東北大）には今後の展開を期待し

たい。プロ選手でも一般の休日プレーヤー

でも、自分に適した「場」を希求している

者は数多くいるはずである。

楠本先生（九州大）は、ドラマチック体

験と生きる力の関連にダイレクトに切り込

まれていた。私自身、例えSEMを用いたと

しても調査データによる相関研究の壁を感

じていた。橋本先生の「経験知への実証的

挑戦」には勇気づけられた。

数年前、JOC研究でジュニアの優秀指導

者を面接調査した際、全員が明確な指導理

念を持たれていた。今回、甲子園へのプロ

セスを発表された朝西先生（米子松蔭高）

にも確固とした理念・哲学を感じた。メン

高見和至（神戸大学発達科学部）

ダルトレーニングも改めて理念・哲学に立

ち返る必要があるのではないだろうか。

抗精神病薬の副作用による肥満（今野先

生：順天堂大）は、何より患者自身にとっ

て切実な問題である。今後も是非継続して

いただきたい。

渡辺先生（日体大）の丹田呼吸法の探求

は、実践者として興味深かった。呼吸法の

生理的作用と同時に、意識の能動的なコン

トロールの相乗効果があると思うのだが、

研究の進展を待ちたい。

新たなリーダーシップ研究を発表された

林先生(IndianaUniv.)、状況に応じて交

流型と変革型を適切に使い分ける能力の解

明は、野外教育の場だからこそ可能かもし

れません。

伊藤先生（静岡大）からは、当該中学校

のスキー実習の楽しさが伝わってきた。「楽

しさ無くして成長無し｣、忘れがちだが大切

なことである。

舞踊の動きの質的向上と自己概念の関連

を提示しようとする清水先生（福岡教大）

は、方法論に苦慮されながらも継続されて

いた。舞踊に限らず「身体」の意味の探求

も我々の使命だと思われる。

最後になりましたが、今回の大会を通し

て体育心理学の研究テーマ・方法の一層の

広がりを実感し、知的興奮を覚えました。

再来年2007年の本大会は、9月上旬残暑の

神戸大学で行われます。先生方が、研究者

魂を十分に鼓舞していただける大会にした

いと強く思っております。
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ポスター発表傍聴記

比較的天候に恵まれ、様々な企画が午後に

催された筑波大会、体育心理専門分科会のボ

スターセッションは大会4日目、最終日の午

前中に開催された。会場となったダンス場は

天井が高く、非常に開放的な雰囲気の中で行

われた。

体育心理専門分科会における今回のポスタ

ー発表数は66題で、この数は専門分科会の

ポスター発表数としては最多であったよう這

それに伴い、多くの体育心理研究者がボスタ

ー会場に集まったため、広い会場にもかかわ

らずかなり混雑し熱気を帯びていた。混雑さ

がセッションの活発さを表す指標とはならな

いが､他専門分科会ポスター発表と比較して、

多数の研究者が熱い議論を交わす会場となっ

たといえるだろう。とくに印象的であったの

は、院生等の若し研究者の発表数が過半数を

占め、日頃の研究活動を活発に発表していた

ことである。研究方法についてアドバイスを

受けたり、結果の解釈について意見の交流が

随所で見られ、定められた発表時間を過ぎて

も熱い議論が続いていた。

それにしても今回の体育心理分野の研究は

（も）多彩だbもちろん、それは体育心理の

研究内容｡分野等が多領域にわたるためだが、

体育学会における発表としては、もっと「体

育」心理的な発想が必要なのではないかと感

じた。これまでにも、何度か｢競技スポーツ」
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佐川正人（-|上海道教青大学）

の視点から「体育」へ研究視点を移す-ことが

提案されてきたはずだもそれは体育心理専門

分科会として探究の方向性を再度明確にする

必要性が求められてきた結果であると思う。

今回の筑波大会における体育心理領域の研究

には競技スポーツ（競技者）を対象にしたも

のが半数近くあった。もちろん、スポーツ教

材が体育授業に深く関わっているため、体育

とスポーツとの関係は極めて親密である。し

かし、親密過ぎるのは体育学会としては如何

なもの力も競技スポーツを対象とした研究で

あっても、その成果が「体育」へ反映される

発想が「体育」心理には必要であろうと感じ

る。

ちょっとテーマから外れるが、今回の筑波

学会オリジナルであるオーガナイズドセッシ

ョンは斬新な企画として感じられた。専門分

科会のような個別研究;鄭或からのアプローチ

というよりは､認誼となる事象を中心に据え、

その解決のために各分野の知恵を結集すると

いう、ある意味では研究本来の捌墾を提供し

ていた。研究が進展すると研究領域や分野が

細分化され、領域に糊こしたミクロな研究が

行われる。しかし、これまでの諸研究を集約・

統合することで、体育としての方向性を再確

認することができた。このような砿謡乳は体育

心理専門分科会はもとより、研究者個人にも

必要だと感じた。

■■■



ポスター発表傍聴記

直井愛里（近畿大学健康スポーツ教育センター）

紅葉が鮮やかな季節の中、筑波大学で開催さ

れた体育学会に参加しました。ポスター発表で

は、メンタルトレーニングから動作法まで幅広

い分野で意見の交換がされていました。今回の

ポスター発表では、発表者とI賎鷲者の論議が活

発に行われており、発表者は休む暇もなく自分

の研究内容を説明したり、｝賎蘇者からの質問に

答えたりしている様子が伺われました。全体的

に質疑応答が行いやすい暖かい雰囲気も感じら

れました。

私自身は、実際に介入を行っているボスター

発表に興味を魅かれました。これらの介入を現

場でどのように用いることができるのか、そし

て介入の利点、不利点がどのようなことか、具

体的に質問をさせていただきました。現場で用

いることができる介入を学ぶことにより、体育

心理学の教育者として、またメンタルトレーニ

ングの指導者として、選手やコーチに効果的な

サポートを行っていくことができると思います。

私は、大学までテニスをしていたので、テニス

選手を対象とした研究に興味があり、発表者の

皆様に詳しく内容を説明していただきました。

毎回、学会に参加すると新しい出会いがありま

す。今回の学会でも私にとって驚くような出会

いがありました。ジュニアⅡ割tに、同じテニス

クラブで練習をしていた東海大学大学院の1舛寸

さんと-'一数年ぶりに再会したことです。スポー

ツ選手として、そして研究者として同じ空間を

共有することができ、とても嬉しく感じました。

ポスター発表は、研究の結果だけではなく、

発表者の主観的な意見も含めて聞くことができ

るので、とても貴重な場です｡ジャーナルで研

究論文を読むのとは違い、実際に研究者に会っ

て話をすることは、とても新鮮であり、強い印

象を与えてくれます。私自身、発表者の皆様と

会話を交わしていくうちに、自らの研究に対す

るモチベーションを高めることができました。

今回の学会のように、発表者が情熱を持って自

分の研究を紹介していると、傍聴しているほう

も良い刺激を受けることを感じました。このよ

うな場を利用して、他の研究者と出会いネット

ワークを作ること、そして共同研究の道を広げ

ていくことが、体育心理学の発展に結びつくと

思います。

今回、ポスター発表を傍聴中、大学院生から

も私の方に声をかけてくださり、とても嬉しく、

そして頼もしく感じました｡学生の皆さんには、

このようなポスター発表の場を利用して、他大

学の先生や学生に積極的に接してほしいと思い

ますも私が8年前、初めて国際応用スポーツ心

理学会に参加した時も、大勢の先生に積極的に

質問をして、ネットワークを広げていったこと

を覚えていま戎今回のようなポスター発表で、

教育者と学生という壁を越えて意見を交換して

いくことにより、自らの知識を向上していくこ

とができるのだと思いました。
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ポスター発表傍聴記

会場であった筑波大学のダンス場においてボ

スター発表が行われた。天井が高く、しかも壁

面上部がガラス張りとなっているため、明るく

開放的な会場であった。そこに体育心理学66

題､運動生理学56題､測濫平価38題、発育発

達7題とトータル167題のポスターが一堂に陳

列された様子は圧巻であった。床面が広く、天

井も高い会場がたくさんのボスターと大勢の参

加者の熱気と声で溢れ返るようであった。

体育心理学のポスターの内容は、学習と指導

に関する内容と競技心理に関する内容が多く見

受けられ、とりわけ社会的ニーズの高いメンタ

ルトレーニングに関する内容が多かった。一方

で認知と反応に関する内容や生理心理に関する

内容も少なからず見受けられた。今年の発表内

容の傾向としては眼球運動を扱ったものが多か

ったという印象を持った。

ポスター発表の方法は、全体を3時間の枠で

組んであり、最初の1時間が自由閲覧時間、次

の1時間がポスター番号奇数番のディスカッシ

ョン時間、最後の1時間がポスター番号i禺数番

のディスカッション時間であった。最初に自由

閲覧時間が設けられていたのが、見て回るのに

は大変好都合だった。今回の発表抄録は例年の

抄録に比べて分量が少なかったため、抄録から

は要旨し力読み取ることができず、私はポスタ

ーの現物を早くみたいという気持ちが強くあつ
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三宅紀子（首都大学東京）

た。この自由閲覚時間を使って、お目当てのボ

スターを読んで歩いた。次の1時間には、奇数

番のボスターのディスカッションが始まった。

あちらこちらに人だかりができ、活発なディス

カッションが繰り広げられた。ボスター発表は

ディスカッションの時間が比較的長く設定され

ているため、－|-分な討議が可能なところが長所

であろう。また、発表者から研究遂行に纏わる

背景やエピソードなど文章にはなりにくい興味

深い話を聴くことができるのもボスター発表の

醍醐味ではないかと思う。発表者の方々からあ

れこれとお話を伺っているうちに、あっという

間に1時間が過ぎ、気が付くと次の偶数番ポス

ターのディスカッション時間に入っていた。私

と同じように1時間が過ぎたことを意識してい

なかった人がかなり多くいたようで、奇数番の

ディスカッション時間は終わっているのにも拘

らず、まだ熱心に討論を続けている発表者の

方々も少なからず見受けられた。このような様

子なので後半のディスカッションも前半にも増

して盛り上がりを見せた。ポスター発表3時間

がすべて終わった会場はそれまでの賑わいが鳴

りを潜め、まるで祭りが終わったあとのような

余韻が残っていた。



トップレベル中学生スキーヤーの競技継続の決定過程に及ぼす影響

PlannedBehaviol･理論の適用と他の要因

1．目的

ジュニア層のアルペンスキー競技人1ｺが減少を

続けている。全国向等学校体育連盟の統計による

と、アルペンスキー登録者数は平成12年度から

の5年間で33”政少した,また、中学校から高校

への移↑祁寺に、多くの選手が競技から離れること

が、関係者への聞き取りから瓶則された窪ジュニ

ア府の競技人口の減少は、選手強化やスポーツ産

業等、多方面にわたって影響を及(詞-ことが懸念

され、減少に歯止めをかける対策が早急に講じら

れる必要があると考えられる。したがって本研究

は、その第一歩として、卒業を控えた中学3年生

のアルペンスキー選手を対象に、中学卒業後の競

捜繼琉の決定過程において影響を与える要因を分

析し、考察を加えるものである。

2．理論的背景

人間の行動を予測寸一る際、もっとも一般的な研

究手法の一つは、態度に着目したものである

(KzmglM)。特に期待一価値理論をベースとし

たRgwnlAdk)n理論TRA_(F圃暉''&Aml975)

とその応用モデルであるPIzIIIEIBj種Ⅳ紬理論TPB

(Aiz/1987)、はこれまでに多くの行動予測の

研究に用いられてきた。スポーツや運動の分野に

おいても、多くの研究がTRAR/IPBを用いて行

われ、その予測力は非常に高いとされている

(BILKzl"5:mInl蝿､IM)。本研究ではこのう

ちTPBを適用し、競技活調味断涜の決定に影響を

与える要因を分析-j-るものである。

3．調査方法

調査対象第42回全国中学校スキー大会･アルペ

ン競技（平成17年2月4日~7日）に出場した中

学3年生を詠爆に、質問紙調査を行った。

加藤清孝（国際教養大学）

質問紙TPBを構成する態度G"iS'u&

Tも'un'lxnml937)、主観的規範sN(A画&Df,α

I"2)、行動のコントロール感PBC(YOnv&Lan.

1”3）、行動意図（亟$恥創m凡爽1R凧ｺﾋ＆劃郵M

H別）が測定された。さらに、関係者への聞き取

り調査から、競j罫断売の決定に影響を与えると思

われる二つの項目「主観的な競技5燭賞の予測（成

績の予測）：高校在学中にインターハイに出る自

信かある」と「活動の場：所属したい高校スキー

部あるいはスキークラブが存在する」が設定され

た。これらに属性に関する質問を加え、質問紙は

構成された。

分析方法分析には回答に欠損のない174名（男

子103名、女子71名）を用い、「行動意図」

（次のシーズンまでに高校スキー部あるいはスキ

ークラブに加入する意志）を従属変数、「態度」

「主観的規範」、「PBC」を第一段階、I成績の

予測」と「活動の場」を第二閨偕の説明変数とし

て投入し、重回帰分析を行った（図1）。

成績の予測

活動の場

図1TPBと説明因子
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4．結果

「行動意図」を従属変数に、TPBの3因子（態

度、主観的規範PBC)を説明変数にし重回帰分

析を行った結果院一段階）、TPBの3因子は

「行動意図」の分散の174％を説明した(R2=.1'z

R3,170)=IIJ9ap<01)｡3因子の中では、「主観的

規範lのみが垳動意図」に有意に影響を及ぼし

U=35,p<01)、単独で分散の15"6を説明した。

第二段階として、「成績の予測」及び「活動の

場」を更なる説明変数として投入したが、有意な

説明力の向上は見られなかった(Rも画嘩=m.

尺ﾕ168)=84dp="。

次に回答者を、グループA(全日本スキー連盟

の区分による北海道、東北、甲信越ブロック、83

名）と、グループB(北関東、南関東、東海･北

陸、西日本ブロック、86名）に分け、同様の分

析を行ったところ、グループAでは最初の分析

と同様の傾向が見られ、TPBの3因子はI行動意

図」の分散の12%を説明し(R2=.12郎鋤=3"p

=・位）、「主観的規細のみが有意に「行動意

図」に影響を及ぼしたり=""=")。城績の

予測」及び「活動の場」を更なる説明変数として

投入したが、有意な説明力の向上は見られなかっ

た(Rも画呼="RZ77)=2mp=.14)。一方グルー

プBにおいては、'IPBの3因子の垳動意図」に

対する説明力はより高く、分散の4朋もを説明した

(R2=48,R382)=24"p<01)。さらに「成績の予

測」と「活動の場」を投入したところ、その予測

力は有意に向上した(Rも画写=.m,fu80)=7.15,p

<.01)。説明変数の中では「主観的規範」、「成

績の予測」、「活動の場」が有意に「行動意図」

に景響を及ぼした（それぞれ､β=5ap<01,6=23,

p<01,"=2up=01)。
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5．考察

スキー競技は、活動に非常に経擬かかかる競技

である。したがって重要な他音（おそらく経費を

負担する両親）の意見が、活動の決定に大きく影

響を与えることが考えられる。地或間の結果の違

いについては、グノレーブBのスキー環境は、Aに

比べて厳しいと考えられ、活動を続けるためには

より多く0経費が必要となる。このような活動条

件と環境の厳しさが、結果の違いを生んだと考え

られる‘



中学生の運動部活動経験がもたらす心理・社会的発達

一自己効力感と情動知能を指標として－

西垣景太（東海大学大学院）吉川政夫（東海大学）

【目的】

本研究では、運動部活動という集団にお

けるスホーツ経験により、より良い生活を

送るための心理的スキルや課題を解決する

心理的スキルを効果的に習得できるのでは

ないかという視点から、中学校の運動部に

所属している生徒は、運動部に所属してい

ない生徒よりも自己効力感や情動知能

(Emotlonallntelligence:以下EIとす

る）が|句上するという仮説を立て、運動部

活動経験が自己効力感やEIに及ぼす効果

を検証した。また、自己効力感とEIの間

に正の関連性があるという仮説についても

検証した。

【方法】

1．調査対象

関東圏内の公立中学4校の、1年生から

3年生1035名を対象とした｡記入もれや記

入ミスのあった者を除き、有効回答者合計

979名（有効回答率94.6％）を分析対象と

した。中学校の運動部に所属し活動してい

る生徒を運動部所属群（642名；男子385

名、女子257名)、中学校の運動部に所属せ

ず地域のスポーツクラブに所属し活動して

いる生徒を地域スポーツ群（86名：男子49

名、女子37名)、中学校の運動部や地域の

スポーツクラブに所属していない生徒を非

運動群（251名：男子62名、女子189名）

として分析を行った。

2調査方法及び調査内容

調査は、2005年6月から7月にかけて集

合調査法により、回答選択式の質問紙を用

いて行った。質問紙は、フェイスシートに

加え以下の3つの尺度からなる。①一般性

自己効力感尺度(GeneralSelfEacacy

Scale)(坂野ら、1986)②運動・スポーツの

効力予期尺度（岡ら、1998）

③EQS(EmotionalQuotientScale)(内

山ら、2002)。なお、EQSについては、予

備調査を行い、中学生に理解できるように

表現内容を一部修正した。

【結果】

1．運動部所属要因×性別要因の分散分析

運動部所属群、地域スポーツ群、非運動

群の3水準からなる運動部所属要因と、男

女からなる性別要因を独立変数、一般性自

己効力感、運動・スポーツ効力予期、EQ

Sを構成する3領域である自己対応・対人

対応・状況対応、EQS合計点のそれぞれ

を従属変数とする二要因の分散分析及び

'IIlkey法による多重比較検定を行った。

その結果、すべての従属変数に交互作用

は認められなかった。運動部所属要因の主

効果として、一般性自己効力感、運動・ス

ポーツ効力予期、自己対応、状況対応、E

Qs合計点で非運動群よりも運動部所属群

と地域スポーツ群が有意に高いことが明ら

かになった｡また､一般性自己効力感では、

運動部所属群よりも地域スポーツ群が有意

に高く、対･人対応では非運動群よりも運動

部所属群が有意に高かった。これらの結果

から、運動・スポーツ経験が自己効力感や
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EIの習得・改善に効果を及ぼすのではな

いかと考えられる。

性別要因の主効果として、一般性自己効

力感と運動・スポーツ効力予期では女子よ

りも男子の得点が有意に高く、対人対応と

EQS合計点では、男子よりも女子の得点

が有意に高いことが明らかになった。すな

わち性差として、自己を中心とした領域で

は女子よりも男子の得点が高く、他者との

関係を中心とした領域では男子よりも女子

の得点が有意に高い結果となり、性差の特

徴が認められた。

2運動部所属要因×学年要因の分散分析

運動部所属要因と学年要因を独立変数と

する二要因の分散分析を行った。その結果、

交互作用及び学年要因の主効果は認められ

なかった。つまり、自己効力感やEIは学

年による差はないといえる。また、前述の

分析1と同様に、運動部所属要因では主効

果が認められた。

3．運動経験要因×性別要因の分散分析

中学校入学前の運動経験の有無からなる

運動経験要因による分析を行った。運動経

験の有無と現在の所属に関するクロス集計

結果より、運動部所属群と地域スポーツ群

に所属している生徒の70％以上に、中学校

入学前に運動経験が認められた。運動経験

要因と性別要因を独立変数とする二要因の

分散分析を行った結果、一般性自己効力感

で交互作用が認められ、運動経験あり群で

は女子よりも男子が一般性自己効力感が有

意に高く、男子では運動経験なし群よりも

運動経験あり群が有意に高いことが明らか

になった。その他の運動経験要因では、運

動・スポーツ効力予期、自己対応、対人対
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応、状況対応、EQS合計点では運動経験な

し群よりもあり群が有意に商いことが明ら

かになった。また、性別要因では、運動・

スポーツ効力予期、自己対･応において女子

よりも男子が有意に高く、対人対応では男

子よりも女子が有意に高いことが明らかに

なった。

4．学校要因の分散分析

調査に協力していただいたA、B・C･

Dの4校からなる学校要因による一要因の

分散分析を行った。その結果、自己対応と

対人対応以外の従属変数において主効果が

認められ、一般性自己効力感においてはA

校よりもC校･D校が有意に高く、運動・

スポーツ効力予期においてはA校･B校・

D校よりもC校が有意に高いことが明らか

になった。また、状況対応とEQS合計点で

はB校よりもC校が有意に高いことが明ら

かになった。

5．自己効力感とEIの関連性

運動部所属要因の3群にデータを分け、

一般性自己効力感、運動・スポーツ効力予

期、自己対応、対人対応、状況対応、EQ

S合計点、それぞれについてピアソンの相

関係数を算出し比較･検討した。その結果、

すべての相関において、運動部所属群、地

域スポーツ群それぞれに特に高い正の相関

が認められ、運動部や地域スポーツクラブ

に所属している生徒においては、自己効力

感とEIの間に高い正の関連性が指摘でき

る。また、自己対応、対人対応、状況対応、

EQS合計点の間には、正の高い相関が多

く見られ、尺度内の関連性の高さが認めら

れる。
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【考察】

運動部所属群と地域スポーツ群は、非運

動群よりも自己効力感やEIが高いことが

明らかになった。また、中学校入学前から

運動を継続している群はそうでない群に比

べて明らかに運動・スポーツ効力予期やE

Iが高かった。これらの結果から、運動の

継続が自己効力感やEIを育成する効果を

持つ可能性が指摘できる。また、性別によ

る有意差が認められたが、自己との関係を

中心とした領域では女子よりも男子が高く

他者との関係を中心とした領域では、男子

よりも女子が高いという性差による特徴が

認められた。学校要因による有意差が認め

られたことからは、地域性や学校・部活動

の環境の違いも、自己効力感やEIの獲得

に影響を及ぼすことが示された。

さらに、運動部や地域スボーツクラブに

所属している生徒においては、自己効力感

とEIの間に高い正の関連性か認められ、

特に運動経験がもたらず-多面的効果が予想

される。
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オーガナイズドセッション4「体育・スポーツにおける事例研究の展開」

アスリートの「転機」に関する研究一語りへの質的アプローチー

はじめに

著者は、数年来、アスリートの競技引退

に伴うアイデンティティ再体制化に関する

研究を展開してきた。そこではアスリー

トを生涯発達の観点から捉えることの大切

さを確認しており、アスリートとしての経

験がその後の人生にどのような意味を持つ

のかという疑問を持つに至った。一方、昨

今の質的心理学の台頭により個への質的ア

プローチの必要性が強調され、自己物語法

やグラウンデッド・セオリー・アプローチ

(GroundedTheoryApproach:以下、GTA

と称す）など、「語り（ナラティブ：

narrative)」を対象とした研究法の開発・

発展は隆盛を極めている。ちなみに、ここ

で予め確認しておくべきは、質的アプロー

チに求められる研究の新たな視点である。

特に、本研究の中にみられるような①目的

にあった「語り手」の選択、②「語り手」

と「聞き手」の関係性、③「聞き手」の専

門性やその機能性、④語りの聞き出し方と

その流れの作り方、⑤語りから生成するプ

ロトコルの扱い方、⑥仮説生成の精度を上

げること、などは従来の仮説検証型の研究

スタイルとは異なり、仮説生成型の特長と

いえる。

そこで、本研究は、「アスリートにとって

転機はどのような意味を持つのか」といっ

た素朴な疑問を解決す-べく、次の3つのリ

サーチクエスチョン(ResearchQuestion:
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豊田則成（びわこ成躍スホーツ大学）

以下、RQと称す）を設定し、髄的なアプロ

ーチを行った。それは、1）どのような出

来事を転機として挙げるのか、2）転機に

ついての語りにどのような特徴があるのか、

3）転機は個人にとってどのような意味が

あるのか、である。

方法

研究対象：インフォーーマント（情報提供者：

以下、Infと称す）は、女性5名（年齢不

詳)。日本代表選手としてオリンピック出場

経験を有する元トップアスリー|、（以下、

元オリンピアンと称す)。同種目の選手とし

てオリンヒ"ツクに参加｡競技引退後20年経

過。国内在住。現在は、スポーツ関連以外

の職業に従事。

研究手続：1対1形式の半椛造化インタヒﾞ

1－を実施。所要時間は1時間程度（これ

以上も可)。実施回数は、各Inf.に対して3

回程度。

インタビュー内容：「自分史を語る」といっ

たテーマ設定の中、これまでの人生の中で

経験した「転機」に注目し、それに関連す

るエピソードについて、できる限り詳細に

語ってもらうよう求めた。

分析方法:GTAを採用。会話内容（逐語）

を次の手続きで分析した。①転機となるト

ピックの抽出、②切片化（注目すべき語り

を抽出)､③コーディング(コード名の配当）、

④カテゴリーの生成（コードの抽象化)、⑤

1



カテゴリーの袖激化(カテゴリーの再検討)、

⑥仮説の生成(カテゴリー間の連関を確認)。

討談

ここでは冒頭に挙げた3つのRQに対応

した形で検討した。

1）どのような出来事を転機として挙げる

の か

本発表においては、lnf.Aの概略を取り

上げ、①個人によって様々な出来事を転機

として捉えていること、②転機として「な

に」を挙げるのかというよりは､転機を「ど

のように」捉えているのに着目することが

必要であること、などが確認された。

2）転機についての語りにどのような特徴

があるのか

次に、各Inf.の語りを整理し、転機につ

いての語りにどのような特徴がみられえる

のかを検討した。その結果、①転機を〔自

己の変容〕、〔行為の拡大〕、〔関係の深化〕

といった概念で捉えており、②語り手が語

る時点によって、転機に対し〔達成・満足〕

一〔未練・後悔〕といった相反する意味づ

け（中立的・両価的）をしていた。

3）転機は個人にとってどのような意味が

あるのか、

最後に、転機についての意味づけについ

ての概念図を提示した。そこでは、元オリ

ンピアンは、〔達成・満足〕と〔未練・後悔〕

との間で揺れながら、〔自己の変容〕、〔行為

の拡大〕、［関係の深化〕の相互作用として

転機を意味づけていたことが確認された。

まとめ

上述の内容から、元オリンピアンにとっ

て「転機」は『様々な出来事として捉えら

れている一方で、達成・満足一未練・後悔

といった相反する意味づけの間で揺れ動き

ながら、自己の変容、行為の拡大、関係の

深化といった転換を相互作用的に経験して

いく発達的移行過程(developmental

transitionprocess)である』と結論づけ

た。

同一研究課題に対する他のアプローチと

比較して近年では、アスリートの競技引退

に関連して生起する問題に対して「キヤリ

アト・ランジション」という言葉がよく使

用されている。現役を退き、その後のセカ

ンド・キャリアを開拓していく「移行期」

に、アスリートは多くの心理社会的問題に

直面しており、キャリア・トランジション・

プログラムは、その「彦f7劫に麟震する瀞

鰄"ク・身猷的・物理的ストレスを塞域L，

スムーズ表移行を泥力ことを目指してい

る。既に、国内にはJOCやJリーグなど、

具体的な取り組み（専門的介入）を開始し

ている例もある。

このような背景の中、著者は、-と述の立

場とは主張を若干異にする。入念なインタ

ビューを通じて、個々のアスリートの内的

な（人格発達上の）課題の克服や彼らの生

涯発達を見通したとき、スムーズな移行を

促すことばかりが強調される訳にはいかな

いのでは？と感じられてならない。なぜな

らば、彼らが外的事実として移行期を通り

過ぎたとしても、内的事実としては、「まだ

通り過ぎることができずにいる」ことも充

分想定されるからである。本研究のInfの

ように､引退後20年以上経過した段階にあ

っても、彼らの「アスリートであること」

が生き生きと語られることは稀ではない。

句句
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そこには、既に精神的・身体的・物理的な

移行が果たされた状態にあっても、その内

面に「解決すべき課題の積み残し」が読み

取られる場合も少なくはない。

それ故に、著者は、アスリートとしての

体験の「質｣、アスリートであることの「意

味｣､を問うような質的アプローチを今後も

続けていきたいと考えている。それには、

数多くの事例に触れることばかりではなく

個々の事例に対する「分析力」を掘り下げ

ていくことが大きな課題となる。
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Ⅲ． 研究会の活動報告
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スポーツ社会心理学研究会活動報告

今年度は、スホーツ心理学会において、メン

バーの三木先生による会員企画シンポジウム

「スポーツ選手のキャリア教育一実践現場から

の提言」を実施しましたので、概要をご報告い

たします

このシンポジウムは、キャリアサポート、キ

ャリアトランジシヨン教育の実践、ユース対象

の生涯教育プログラムの実践を踏まえ、これか

らのスポーツ選手のキャリア教育について提言

を行うことを目的とするものです。

まず、（社）日本プロサッカーリーグの重野弘

三郎先生にはキヤリアサボートセンタースタッ

フとしての立場からJリーグ選手のキャリアサ

ポートからみるアスリートヘのキャリア支援に

ついて、例年100名程度の新陳代謝仇ﾛ入と登

録抹消）を繰り返すJリーグ選手の現状を踏ま

えた報告がされました｡次に､水野基樹先生(順

天堂大学）には、産業組織心理学の立場から、

スポーツ選手のキャリアトランジションに対す

る経営学的接近についてVリーガーを対象とし

た研究からの提言をお願いしました。さらに、

JOCセカンドキャリアプロジェクトサボート

メンバーである田中ウルヴェ京先生（(有)MJ

コンテス）にはJOCやJリーグで実施されて

いるキャリアトランジション教育プログラム榊

築の纈固報告をお願いし、上野耕平先生（鳥取

大学）にはユースサッカー選手を対象とした生

伊藤豊彦（島根大学）

涯発達プログラムについて紹介いただきました。

熱心な多くの参加者に恵まれましたが、結論

が得られるはずも無く、どのような係わりが求

められ、またできるのかについて多くの課題を

今後に残すことになりました。

なお、研究会として“長年？”取り組んでき

た"PsychologybrPhysicalEducators''の翻

訳も大修館書店から｢体育教師のための心理学」

としてようやく日の目を見ることになりました。

健康・体力の増進、運動スキルの獲得、自尊

心や郁聴の発達、社会的スキルの発達といっ

た体育の目標達成に必要な心理学的知識と豊富

な実践へのガイドラインが特徴でず~b是非とも

目を通していただき、ご意見やご叱正をお願い

できればと思いますb

最後になりましたが、本研究会に関心のある

方は、世話人（事務局）をお願いしている

杉山佳生失牛

（九州大学;sugiyama@ihs.kyushu-u・acjp)

までご連絡をお願いしますも
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臨床スポーツ心理研究会参加報告

「第15回臨床スポーツ心理研究会」が、平

成17年11月25日18時より20時30分まで

の2時間半にわたり、筑波大学53A12教室に

て開催された。事例は、筑波大学教授、中込四

郎先生より「競技不安や意欲の低下を訴えた事

例一推進力の切り換え」と題したもので、「メン

タルトレーニングをやってみたい」といって来

談したナショナルレベルのアスリートヘの心理

療法過程が詳細に報告された。その後、筆者た

ち参加者（フロアー）は、武田大輔先生（筑波

大学）の司会のもと、指定討論者の坂本昭裕先

生（筑波大学）の示唆に富むコメントを聞きな

がら、カウンセラーとクライエントの31回に

わたる面接を味わっていった。

本事例のタイトルにある｢推進力の切り換え」

とはどんな意味であるうれ当初「親を喜ばせ

たい」との思いを競技への推進力としていたク

ライエントが、カウンセラーとの出会いによっ

て、「自分のために｣競技を行おうと切り替えて

いく過程のように、筆者には感じられた。そこ

では、ジュニア時代より家族のもとを鳥陽もてナ

ショナルチームの活動をしてきたクライエント

が、親とのつながりを実感していくことで初め

て、自立に向かうエネルギーを得ていったので

あった。

何よりも驚かされるのは、このような人格の

根幹（土台）にかかわるようなテーマを扱いな

がら、本事例では、現実の競技者としてのレベ

ルを失っていないことである。それどころか、

一部の種目では自己ベスト記録を更新していく
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土屋裕睦（大阪体育大学）

のであった。このあたりが、カウンセリングと

「スポーツカウンセリング」をlhffil｣ず-る重要な

ポイントである。しかしそれは非常に難しいこ

とであることは言うまでもない。躯者は、わが

国を代表するスポーツカウンセラーが、クヲイ

エントの語る「競技不安」や「意欲の低下」等

の訴えを、どのように受け止めていたのかに注

目した。面接の中でカウンセラーは、「動作の狂

い」や「下半身の負傷」といった身体の訴えさ

えも、こころの話として聴いているかのようで

あった。メンタルトレーニングにも詳しいカウ

ンセラーが、あえて安易に心理的スキルのトレ

ーニング指導を行わないのは、クライエントの

こころの流れを大切にしているからではないか

と感じられ、とても印象的であった。

最後に「臨味スポーツ心理研究会」について

触れておきたい。この研究会は毎年体育学会期

間中に開催され、すでに15年になるから、体

育･スポーツ心理学領域における事例検討会(ケ

ースカンファレンス）の源流とも言えよう力も

年を経るごとに参加者数が増えていき、今年は

49名の参加があった。とりわけ今回は、第56

回大会のオーガナイズドセッション｢事例研究」

のシンポジストや企画者の先生方が参加された

ので、体育心理分科会以外の会員も多く、大盛

況であった。

現在事務局は岸l1頂二先生（岐阜経済大学）が

担当されている。興味のある方は、連絡をされ

たい。
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メンタルトレーニング・応用スポーツ心理学研究会報告

この研究会は、国際メンタルトレーニング

学会の日本支部会としてスター|､し、競技力

向上を目的としたメンタルトレーニングの現

場での実践や心理的サポートに対する情報交

換を実施している。1994年にスタートし、

最近は全国各地に研究会の輪が広まっている。

参加者は､大学の研究者よりも､現場の監督

コーチ、選手、選手の保識者、体育教師など

が多い。特に、商校や大学のチームがメンタ

ル面強化の一環（トレーニング）として、毎

月の研究会に参加するケースが増えてきた。

インターネットの普及により、選手たちが自

らHPを見つけて、参加寸一るようになってき

た。2006年現在、北海道、栃木、関東

静岡福井、関西（全体会)、|對西（専門分科

会)では､毎月1回の研究会を開催している。

また東海大学では、毎週1回（大学の休暇期

間を除く）の開催を基本としている。さらに

毎月の研究会以外にも現場からの要望を受け

て誹習会の開催も実施している。本年は、4

月に新入生用の講習（関西)、5月には北海道

で3日間集中講習、6月・11月には東海大

学で1日講習、8月には関西で1日講習（初

級･中級の2日)、1月は東海大学にて野球用

2日間講習、3月は関東でサッカー用2日間

講習、また栃木でも数回の講習を実施した。

さらに､特別ゲストとして､甲子園出場監督

メジヤーリーグコーチ、体操監督、バスケッ

トボール監督などを招き、現場におけるメン

タル面強化、指導者としてのメンタルトレー

報告者高妻容一（東海大学）

ニングの導入などについて講演をしてもらい、

参加者との情報交換も実施した。特に、メジ

ャーリーグコーチによるメジャーリーガーの

メンタル面やそこでの取り組み、トレーニン

グの方法や日本との比較は、世界的レベルで

のスポーツを考える機会となった。さらにメ

ンバーの多くがカナダのバンクーバーで開催

されたAAASP(国際応用スポーツ心理学会)、

JISS(国立スポーツ科学センター）で開催さ

れた国際スポーツ科学会議､全日本野球会議

コーチサミット、日本体育学会、日本スポー

ツ心理学会などに参加し、多くの情報収集を

得て、その報告を行った。

本年度は、チームに帯同したメンバーの心

理的サポートの報告が多く、現場における実

践事例の情報交換が多くされた。たとえば、

ユニバーシアード優勝の日本代表チーム、大

学野球部、大学バスケットボール部、中学選

抜バスケットボールチーム、中学・高校サッ

カー部などの心理的サポー1､の報告。また高

校野球部における甲子園大会上進出までの心

理的サポート、大学準硬式野球部の全国大会

優勝までの4年間のサポート報告などが盛ん

に行われた。またプロ野球選手を育てた5名

の高校野球監督によるプロへいける選手のメ

ンタル面などの説明は興味深いものであった．
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第15回運動学習研究会

第15回運動学習研究会は8月9日から11日

の3日間にわたり，瀬戸内海に浮かぶ因島にあ

る福山大学生命工学部附属因島マリンバイオ

センターを会場として開催されました．この研

究会は例年，深夜にまで議論が及ぶ(アルコー

ルを多いに交えて)ため，参加者全員が泊まれ

る会場の確保が要求されます．今回,研究会の

幹事を引き受けた我が大学にはそのような施

設がなく，鋤ﾛ者の皆様には遠いところを御足

労頂くこととなりました．そのため，参力暗数

が減少することが危ぶまれましたが，例年より

若干少ない程度で，総勢31名が参加してくれ

ました(写真)．参加者は体育関係領域の教員，

大朝院生，理学療法士などであり，なじみのあ

るメンバーに加えて毎年新たな参加者がそれ

ぞれの研究成果や問題点をもって集まるため，

毎年新たな刺激を受けることができます.今回

の研究発表は10題であり，運動学習に関する

ものだけではなく，運動市陶，知覚トレーニン

グ，あがりなどのテーマで実験室課題からスポ

ーツなどの実践運動課題まで多岐にわたって

いました‘発表時間は60分もしくは30分と長

めに設定されているものの，いずれもその時間

を延長してしまうほど，白熱した議論が繰り広

げられました

その他，初日の懇親会2日目のフリータイ
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武田守弘（禰山平成大学）

ム(サッカー，海水浴，散歩)およびバーベキュ

ーパーティと参加者の親|嘘を深める時間が設

けられ，そこでの多くの意見交換，情報交換も

非常に有益なものとなりました．これは2泊3

日をともに過ごすという本研究会の特長とい

えるでしょう

なお，本研究会の発表内容は，発表抄録，参

力暗のコメント，それに対-j－る発表者のリブラ

イを含めて報告集となっています．詳しくは，

以下のアドレスを御覧下さい‘

http屋//hotail･htc.nagoya-u.ac.jp/~yainamot

o/jmls/

最後に，次年度は筑波大学が幹事となり開催

の予定です．多くの方々の参加をお待ちしてお

ります．
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九州大学運動・スポーツ心理学研究会の紹介

＜研究会と名称＞

九州大学のスホーツ心理学系では、大学院人

間珠j党学府が平成10年に設立されたl際、院生

の研究指導の一環として、「運動.スポーツ心理

学研究会(MeelingofExerciseandSport

Psychology:MESP)」を立ち上げ、活動を開始

した。当初は徳永粋雄先生（第一福祉大学）

と兼者で、現在は杉山佳生先生とで運営してい

る。「運動・スポーツ心理学」という研究会の名

称は、スポーツ競技だけでなく、健康や身体活

動・運動の心理に関する研究をも行っているた

めである。欧米ではすでに、「スポーツ心理学」

から「運動・スポーツ心理学」への名称変更が

進んでいる昨今、時機に叶った研究会の名称で

あると思っている。

＜活動および研究内容＞

研究会は、毎週金曜日夜に2時間半程度行わ

れ、院生のほか、他大学の教員・学生および中

学校教諭など、常時20名前後のメンバーが参

加し、活発なディスカッションを行っている。

内容は、原蓋蒜読、外国論文紹介、個人のデー

タ紹介の3本柱である。本年度は原書として

「HandbookofRcsearchinAppliedSpoltand

ExeI℃isePsychcloa':IntcmationalPe応pectives;D.

HackibILJ.L.Duda,R.Lidor(Eds.)｣を輪読してお

り、これは毎年レジメ集として製本される。

メンバーの研究内容は多種多様であるが、大

きくは身体活動・運動のメンタルヘルス効果、

スポーツ選手のパフォーマンス向上、スポーツ

の心理的・社会的効果に関する研究に分類でき

橘本公雄（九州大学健康科学センター）

る。具体的には、「スポーツドラマティック体

験」「主観的運動強度としての快適自己ペース」

「健康問題へ対処する体育授業」「スポーツと

コミュニケーションスキル」「舞踊やリズミ

カル・ムーブメントに伴う心理的･認知的効

果」「身体活動のアドヒアランス」「パフォーマ

ンス向上への動機づけビデオの効果」「身体障

がい者の身体活動・運動に伴う心理的変

容｣等々 に関する研究のほか､幼児や子どもを

対象とした身体活動・運動・遊びに関する研究

等が行われている。

＜修了者と学位取得＞

これまで、大学院の運動・スポーツ心理学系

では､修士課程13名､博士号の学位取得者は8

名であり、各人が大学･短大や研究機関学校、

企業等々 で活躍している。昨年度は、西田順一

（九大人間環境学府学術研究協力員)､内田若希

（日本学術振興会特別研究員)、村上貴聡(東京

理科大学・講師）君らが学位を取得した。学位

記の名称は、これまで｢博士(人間環境学)」で

あったが、内田君が初めて「博士(心理学)」を

取得した。よって今後、「博士(心理学)」や｢博

士（教育学)」をも取得できる可能性が開けた。

ところで、研究会とは別に、毎週月曜日夕方

の「必修テニスクラブ｣、5月の潮干狩り、夏休

みの研修旅行等々 を企画し、メンバー間の親睦

を深めている。これらが研究成果にどのように

結びついているのかは定かではないが、意義の

ある行事であることには変わりなb,c

九幾大学運戴･スポーツ心無学研究会
鯛心鯨＃；杓翻鞠＃篭怠噺f"$*徽蛸釦鮒S磯OP1拶惇y心翁今i念静￥
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スポーツ・ジェロントロジー研究部会の発足に向けて

1．超高齢社会の出現

2005年現在の日本の平均寿命は、男子78.36

歳、女子85.33歳で、共に世界一位、男女をあ

わせた平均寿命は､81.9年で世界最長の長命国

になっている。2005年国勢調査の集計結果

から、総人口1億2776万人に対する日本の

老年人口（65歳以上：2682万人）の割合

が21･0%で世界最高になった。

2.ジェロントロジーとスポーツ

老年学は、ジェロントロジ一(Gerontology)

の和訳であり、語源は、ラテン語のGeront(老

人)+1ogic(学問）に由来していると言われ

ている。生まれてから死ぬまでの人の心身に認

められる加齢現象や高齢社会の特質について研

究する学問である。一つの学問分野から研究す

るのではなく、様々な学問分野から、老いの問

題にアプローチしていくことが特徴である。す

なわち老年学とは、学際的研究によって成立す

る新たな学問で、米国で1940年代に誕生した。

その研究成果は、毎年、隔月に定期的に刊行さ

れるJournalofGerontlogyという権威ある研

究誌に発表されている。研究テーマの例を挙げ

ると、「高齢者のメンタルヘルス｣、「終末期・治

療期の患者の糯申的医療｣、「認知症高齢者に対

する治療と介護」などがその例である。私たち

は、ともすると「暗い老いの病理」に目を向け

がちであるが、「明るい老いの生理」に目を向け

て、加齢をポジティブに捉えるということに主

眼を置き、「幸福な老い」（＝サクセスフル・エ

イジング）を追求することが老年学の哲学であ

る。

3運動の習側上が精神的健康に与える影響

近年の高齢者を対象とした運動の習慣化が精

神的健康に与える影響に関する大規模コホート

を用いた調査研究において，個人の日常の身体

活動量の違いや運動習|賞の有無と精神的健康の
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谷口幸一（東海大学健康科学部）

関係について横断的分析や縦断的分析がなされ

ている。一方で，不安や抑うつなどの1榊申的健

康のネガティブな側面だけでなく，生活満足度

や幸福感，自尊感情などの特神的健康のホジテ

イブな側面や個人の心身の健康状態を包括的に

評価する健康関連QOLと身体活動・運動の関連

についても研究されている．また，全国の100

歳以上の長寿者（百寿者）のQOLの男女差，地

域差とそれに関連する生活習‘|質，生活環境との

関連が調査されている。

このように「運動の生活化」へ向けて動機づ

けを高めるための施策やプログラム作りも、生

涯鰯棄スポーツの普及のために重要な課題であ

る。

ここ数年間の体育学研究、スポーツ心理学研

究、健康心理学研究などの和雑誌やJ.of

Gerontology,Perceptual&MotorSkil1,J.of

PhysicalActivityandAging等の国際誌など

に高齢期のスポーツとメンタルヘルスに関する

研究がかなり多く見られるようになった。そこ

には日本の研究者の論文も相当数認めることが

できる。一般の社会にその研究の成果を

効率よく説明するキーワードが、当に「老年学」

であると思われる。

この機会に加齢と運動の関係を追求した研

究論文や実践活動を統合して、お互いの研究面

の啓発を計り、一般の人々に分かりやすくその

成果を理解して貰うための機会とすることを目

的として、「スポーツ老年学研究部会」の設立

を提案したい。この企画に賛同される会員の

方々は、筆者まで御連絡を請う次第である。当

面は折々の研究発表の機会を設ける程度の活動

から始められればと考えている。会員各位の積

極的参加を請う次第ですb

連絡先:〒259-1193伊勢原市望星台東海大学
伊勢原校舎･健康科学部・心理学研究室（谷口）
TEI.&FAX:0463-90-2010

Mailaddress:yaguchl@is.1cc.u-tokai.acjp
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Ⅳ． 研究室紹介：大学院紹介を中心に



懲睾薑蛍子大学
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文学部人間行動科学科スポーツ科学講座佐久間研究室

佐久間春夫（奈良女子大学）

研究室紹介をする前に、今日では、今一つ知名度が低いとされている教室（講座）につ

いて紹介したい。本学は,1908年に女子教員の養成を目的として設置された奈良女子高等師

範学校を前身とし、お茶の水女子大学と共に、国立大学（法人）で二つしかない女子大と

して今日に至っている。その中でも、本教室は文学部の中で唯一のスポーツ科学専攻とし

て幾多の試練を乗り越え、また伝統に支えられながら多くの人材を高等教育機関に輩出し

てきた。

ー

嘩 益

哩式

学生は、文学部一般入試

で入学後、2回生になる時

に学科(3)専攻(10)に分属し、

4回生で各専攻の研究室に

所属することになっている。

従って、学部時代は、各学

科内の複数講座例えば、

人間行動科学科ならば、教

育学、心理・臨床、スポー

ツ科学の3講座からの科目

履修が課せられ、幅広い教

養を身につけことが期待さ

れている。高度な専門性は大学院（人間文化研究科）で学ぶことになっている。

体育学専攻の大学院が設置されたのは1976年（修士課程)、1980年（博士課程）とこの

分野に於いては比較的早く、蒼々たるスタッフの揃っていたことが伺える。大学院も時代

の要求に則し、何回かの改組を行い、博士前期課程は人間行動科学専攻スポーツ科学コー

ス、後期課程は社会生活環境学専攻人間行動科学講座（スポーツ・教育・心理専修）とな

っている。

文学部ということもあってか？例年スポーツ科学専攻に分属する学生が少なかったのが、

最近の健康ブームを反映してか、あるいは我々教員や学生・院生の多方面での活躍が評価

されてか、やや増加傾向を示している（各学年12名程度)。教員には、佐久間（スポーツ

心理学)、井上（スポーツ法学)、藤原（バイオメカニクス)、成瀬（身体表現学)、甲斐（ス

ポーツ社会学)、鈴木（スポーツ哲学)、星野（運動生理学)、木梨（スポーツ史)、他講座

－4う‐



に功刀（スポーツ史）がおり、対学生比率は、1対1あるいは1対2と大変に筏沢な環境

にあるといえる。

前置きが長くなってしまったが、研究室は学部生3名（4回生のみ)、博士前期課程4名、

博士後期課程16名（3年

前の改組の縛りがあるた

め）と大所帯である。学

生の多くは競技心理学よ

りも、健康心理学的な領

域に関心がある。博士後

期課程の学生には社会人

が多いせいもあって大学

の教員、管理栄養士、臨

床心理士、養護教諭、高

校教員、園長と多彩であ

り、多様な年齢集団でも

ある。

方法論的にはバイオフィードバックをはじめ、主に脳波を用いた精神生理学的研究が多

い。博士論文としては、「予告反応時の心理的状態に関する脳波学的研究｣、「運動遂行時の

自己選択速度に関する精神生理学的研究｣、「サルプリ演舞想起時の意識変容に関する心理

学及び精神生理学的研究｣、「幼児期におけるbodyimageの構造に関する研究｣、「身体表現

を用いた性役割の研究｣、「心理療法的機能を活かした身体にふれる技法の創案と展開一ダ

ンス・ムーブメントセラピーにおける実践的研究」等のテーマで学位を取得している。学

位論文執筆の基準として、海外雑誌1編、国内学会誌2編以上が本論文の執筆の前提条件

となっているために、女子大でありながら実験室に泊まり込むといったことが常態化して

/／、

怜識

．｜割

十識

､46．

いる。

現在、上記条件を

充たしつつ、学位取

得に比較的近い学

生の実験データの

一部が左図である。

主に､CNVやPINV

に基づき、競争動機

づけとの対応につ

いて、明日の博士を

目指して研究を行

っている。



上越教育大学体育心理学研究室

1上越教育大学について

上越教育大学は、教育実践力に富む教員

を養成するとともに、現職教員に研究．研

鐡の機会を提供することを趣旨として、昭

和53年に設世された教員養成系の大学で

ある。

メインアプローチから大学正面を望む

学部は学校教育学部の1学部からなり、

定員は1学年160名。そのほとんどが初等

教育教員志望で、教員採用試験の合格率で

は常に全国の上位に入る健闘をみせている。

一方、大学院学校教育研究科修士課程の

定員は1学年300名で、上述の趣旨から定

員の3分の2程度を都道府県から派遣され

た現職教員に充てている。その他は学内、

学外からの進学者で、教員免許を3年以内

に（2年分の授業料で）取得できる「教職

教員免許取得プログラム」の適用を受けて

いる学生も多い。

また、平成8年には、兵庫教育大学を基

幹大学とする「兵庫教育大学大学院連合学

校教育学研究科（博士課程）」が設置され、

本学は博士課程を擁した教育総合大学とし

ての一歩を踏み出すこととなった。

伊藤政展（上越教育大学）

2保健体育分野について

保健体育分野は、生活・健康系コースの

傘下にある1分野で、他に家庭分野、技術

分野、学校へルスケア分野がある。保健体

育分野の学部生の定員は1学年約15名で、

分野への配属は本人の希望と1年次の成績

に基づいて2年の進級時に決定される。た

だし研究室（ゼミ）への所属は3年次から

で、配属にあたっては学生の希望が最優先

される。

修士課程については、「生活・健康系コ

ースの定員は約30名」と定めているだけで、

分野としての基準は特にない。しかし保健

体育分野の人気は高く、創設以来、コース

の定員の半数以上を受け入れてきたという

実績を持つ。研究室への配属は入学後1ヶ

月の猶予をもって決定されるか、学部生と

同様、配属にあたっては学生の希望が最優

先される。

指導にあたる教員スタッフの数は9名で

ある｡私が着任した12年前の半数になって

しまった。これは保健体育分野が定員削減

のターゲットになっているということでは

なく、新たに立ち上がった学習臨床、心理

臨床等の講座の教員枠を確保するために、

教科領域の定員を設置審の基準に戻すとい

う大学の方針によるものである。この状況

の中で、いかに円滑な指導体制を維持する

か、またどのような斬新なプランによって

スタッフ枠を拡大させるか。これが現在課

せられた急務の課題である。

なお、体育心理学に関連する授業は、学
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部が「体育心理学」と「体育心理学セミナ

ー」、修士課程が「体育心理学特論」「体

育心理学実験｣「体育心理学研究セミナー｣、
博士課程が「スポーツの科学」である。

3体育心理学研究室について
さて､体育心理学研究室についてである。

縁あってゼミ活動をともにすることとな
ったメンバーの数は、今年度は8名。内訳
は、学部4年が2名、修士1年が2名、2
年が3名、社会人博士(D2)が1名で、例
年より院生さんの数が若干少ない。

ゼミ活動の中心は勉強会で、週に4回の

集まりを設けている。一つは学部、大学院

合同の輪読会で、前期は体育心理学関係の

図書’冊を熟読し、後期は、その中から各

自が関心を持った内容に関する特集号等を

輪読する。輪読という形式は古典的な指導

の形式であるが、体育心理学のバックグラ

ンドを持った院生さんは皆無に近いという

状況では、むしろこの分野の理解を促す効

率のよい方法だと感じている。二つ目の集

まりも学部、大学院合同のゼミで、査読の

ある学術雑誌から、各自が選んだ論文を紹

介する場である。この場には近隣の学校関

係の方も参加していただいている。他の二

つの集まりは､学部､大学院ごとの活動で、
主として、卒業論文、修士論文の構想、論

文の作成に関する議論の場である。

さて、このような活動をとおして、いよ

いよ卒業論文、修士論文の作成に着手する

ことになる。論文のテーマは多様である。

彼らの興味・関心を大切にしたいから、私

の方から方向づけることはほとんどしない。

しかし暗黙の了解事項はある。一つは、学

校体育や年少者を対象にしたスポーツ指導
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の場がリアルに感じ取ることのできる研究

内容であること。これは教員養成大学の教
員に課せられた責務というより、悩みIこ悩
んだ末に辿り着いた教育者の端くれとして
のこだわりである。二つ目は、文献をしっ
かりとレビューすること。第三は、現場実
践現場実験といえども、実験計画法をし
っかりと押さえること。これは実験屋さん
の端くれとしての私のこだわりである。以
下に、過去数年における修士論文のテーマ
を列記する。現職の院生さんがほとんどで

あったので､体育心理学的研究というより、

現場実践、現場実験という教科教育学的研

究の色彩が濃いことがお分かりいただける
と思う。

なお、社会人博士の院生さんは、フレッ

クスタイムを利用して、現在、武道におけ

る「丹田」と姿勢制御に関する研究に従事

している。次年度には博士の学位取得が叶

うはずである。

＜過去数年における修士論文のテーマ＞

『運動技能の習得と保持に及ぼすKR頻度

と自己評価の効果に関す~る発達的研究｣『ダ

イナミック．タッチに関する発達的研究』

『走り幅跳びの学習におけるBandwidthry

ィードバックの効果に関する実践的研究」

『ケーム式体ほぐしの運動「ほぐしてビン

ゴ！」の効果に関する実践的研究』『運動

技能の学習に及ぼすイメージトレーニング

と比嶮的表現の効果に関する実践的研究』

『児童の短距離走における蛇行現象に関す

る実践的研究』『児童の走動作の学習にお

ける接地局面に関する言語教示の効果｣『両

側性転移からみた反応プログラミングにお

ける運動と運動イメージの機能的等価性』
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研究室の仲間たち

さて、一旦ゼミ室を出たなら、そこは自

然の宝庫である。地の利を活かし、海や山

に繰り出したり、テニスの「デベソカップ」

に汗を流すこともしばしばである。また上

越の地酒の旨さは格別である。みんなで議

論を交わしながら、チビ．リチビリと地酒を

味わう一時は私にとって至福の時であり、

「良い指導教員だなー」と一人悦に入る瞬

間である。ただし彼らの本音は知らない。

年寄りの独り善がりは、ほどほどにしたほ

うがよさそうである。
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児童のメンタルヘルス変容に及ぼす組織キャンプ体験の影響

西IIlll慎一（九州大学大学院人間環境学研究院）

学位の名称：博士（人間環境学）

授与大学名：九州大学

学位の取得年月日：平成17年10月26日

指導教官：橋本公雄

子どもの非社会的行動を予防・抑制する意味において、

組織キャンプをメンタルヘルスの改善・向上方略として

捉え、その有効性や変容メカニズムを探索することには

祇極的な意義が見出せるものと思われる。

本研究の目的は、健常児童を対象として、組織キャン

プ体験に伴うメンタルヘルスへの影響を検討し、さらに

エンジョイメントを媒介要因としてメンタルヘルス変容

のメカニズムを解明することである。具体的には、l)児

童のメンタルヘルスをポジテイブな側面とネガティブな

側面から捉えることのできる尺度を作成し、信頼性・妥

当性の確認を行うこと､2)組織キャンプ場面固有の体験

評価尺度およびエンジョイメント尺度を作成し、信頼

性･妥当性の確認を行うこと、3)組織キャンプ体験によ

るメンタルヘルスへの効果を明確にすること、さらに､4）

組織キャンプ体験に伴うメンタルヘルス変容の媒介要因

としてのエンジョイメントの役割を検討することである。

最後に、以上の検討を通して、児童のメンタルヘルス改

善・向上のための組織キャンプ適用のあり方について言

及する。

本研究のデザインを以下に示すbまず本研究では、第

一のステップとして、組織キャンプによるメンタルヘル

スへの影響を検討する（図1)。第二のステップでは、組

織キャンプ体験に伴うメンタルヘルスの変容を媒介する

要因として、エンジョイメントに注目し、モデルを構築

し（図2)、構造方程式モデリング(StructuralEquarion

Modelil1g;SEM)により、その妥当性を検証す~る。

l.問題と目的

少子化社会を迎えた現在のわが国では、子どもを取り

巻く環境は大きく変化している激しい全国的な都市化

や地域開発によって子どもの遊び場か消失し、友だちの

絶対数が減少したことによって子どもの人間関係が極端

に希薄化し、さらにアミューズメント機器の利用による

遊びの質の変化によって座位中心の引きこもりがちなラ

イフスタイルへ急速にシフトしている。これらの環境の

変化と対応し、子どもたちのいじめや不登校、引きこも

りなどといった非社会的行動か表出する傾向が多く示さ

れている。

非社会的行動を表出寸一る要因は一様ではなく、極めて

多くの要因が複雑に絡み合っている。中でも、非社会的

行動の共通的な要因としてメンタルヘルスの問題が挙げ

られ、その悪化は種々の非社会的行動に結びつくことが

数多くの研究で示唆されている‘それゆえ、メンタルヘ

ルスの調上を改善し、向上させるための方略を提示する

ことが学校や家庭、地域において、強く望まれている。

このような背景の中、本研究ではメンタルヘルス改

善・向上の方略として組織キ-I'ンプに着目している。組

織キャンプは、グループ場面における仲間との交流や屋

外というロケーションにおける自然の中での活動、そし

て達成的な活動などを経験する体験学習の場として考え

られている。綻職キャンプではこれらの体験を重ねなが

ら、他者と楽しみを共有するプロセスにおいて、結果と

して自身のメンタルヘルスへのポジティブな影響が期待

できる。しかし、残念ながら、網縦キャンプのメンタル

ヘルスへの有効性に関する研究は、これまでにいくつか

みられるが、それほど多くなく、未だ統一した結果は得

られていない。ましてや、メンタルヘルス変容のメカニ

ズムについて実証的に検証した研究は見当たらない。

･壷リトI1iiテスi ＜llf後手スト、

図
四

刺l識キヘ･シワ

図1児童の組織キャンプ体験によるメンタルヘルス変容の検討
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児童用識哉キャンプ体験評価尺度の作成

本研究は、児遼の組織キャンプでの体験内容を評価す
る尺度を作成し、その信頼性と妥当性を検禄H-ることを
目的とした。組織キャンプへ参加した-125名の児童を対
象とし、分析を行なった結果、「自然との触れあい体験」
「挑戦・達成体験」「他者協力体験」唱己開示体験」「自
己注目体験｣の5因子20頃目から械成される児童用組織
キャンプ体験評価尺度(IIwentoryofOrganizedCamp
ExperienceforChildren:IOCE-C)が作成された。
CronbachのQ係数およひ折半法による|誠項性係数の検
討",ら、本尺度の信頼性が確認された。また、組織キャ
ンプの日数および日常生活場面との比較から、本尺度の
妥当性が確かめられた。

F■■÷一一‘■I■‘■,■PC■,I■U■■'■－■‘■■'■ママ?-』■'■■,■'q■宇一②"－■‘■･■ご■今‘■｡J■'■■･■~?争宇毎一一巳'■U■ママ今凸一~■■,マーー=□■毎守一
寸孝分lﾉW】枠副

守

巴
日Ｉ々０

２
Ｊ
１

（ 客 ！ ” ‘
：

弧註キャンプ一一二→

■－＝■■I■q■■一宇＝乍凸＝毎』■■■，画■U守一一

回2児童の組鐙キャンプ堰面におけるメンタルヘルス変容の因果モデル

2．児童用メンタルヘルス診断検査の作成

本研究では、児童のメンタルヘルスをポジティブな側

面とネガティブな側面から同時に評価する尺度を作成し、

その信頼性と妥当性を検討することを目的とした。研究

lでは1018名を対象として分析を行なった結果、「怒り

感情」「疲労」「生活の満足感」「目標・挑戦」「引きこも

り」「自信」の6因子30項目からなる児童用精神的健康

パターン診断検査(MentalHealthPatternforChildren:

MPC)が作成された（図1-1)｡Cronbachのα係数と再検

査法による信頼性の検討から、本尺度の信頼性が確認さ

れた。そして、代表項目との関連の検討と項目の分類か

ら本尺度の妥当性が確認された。また、児童のメンタル

ヘルスの特徴が性差と学年差の観点から示された。さら

に「やる気次元」得点と「ストレス反応次元」得点の2

つの側面から、4つのメンタルヘルスパターンに分類さ

れた。研究2においては、168名を対象として複数の尺

度との関連を分析した結果、基準関連妥当性が確認され

た｡2つの研究から冊PCは高い｛議貸性と妥当性を有して

いることが明らかにされた。メンタルヘルスの関連要因

の探索や介入の効果測定などへの咄PCの利用は非常に

意義深いものと思われる。

3．組織キャンプ場面で用いる心理的評価尺度の作成

児童用組織キャンプ・エンジョイメント尺度の作成
本研究は、児童の組織キャンプ場面でのエンジョイメ

ントを評価する尺度を作成し、その信頼性と妥当性を検
討することを目的とした。259名の児童を対象として、
分析を行なった結果、「成就感」「課題遂行の面白さ」の
2因子・11項目から構成される児童用組織キャンプ・エ
ンジョイメン|､尺度(Children'sOrganlzedCamp

EnjoymentScale:COCES)が作成された。Cronbachのα
係数の検討およひ稚証的因子分析の検討から、高い信頼
性、妥当性を有することが確認された。このことから、
比較的少ない項目で児童の組織キャンプ場面におけるエ
ンジョイメントの測定可能性を示した。

4．組織キャンプ体験がメンタルヘルスに及ぽ寸一影響
本研究では、健常児童を対象に組織キャンプ体験によ

るメンタルヘルスへの効果を検討した。そのところ、組
織キャンプの体験により、児童のメンタルヘルスパター
ンに有意な変化が認められた。体験後に「だらだら」「ふ
うふう」型に占める割合が減少し、最もメンタルヘルス
の良好な状態である「はつらつ」型に占める割合が顕著
に増加した（図3－1)。さらに、対照群に比べ、体験群は
組織キャンプ後に､やる気の｢生活の満足感｣が高まり、
ストレス反応の｢怒り感情｣｢疲労｣が低下した(表3-2)。
これらのことから、組織キャンプ体験に伴い児童のメ

ンタルヘルスがポジティブに変容することを検証した。
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図1-1児童の4つの精神的健康パターン
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間接的に影響されるという可能|生が示唆された。

これらのことから、組織キャンプ場面におけるメンタ

ルヘルス変容の介入枠組みが明確になった。
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表4-5組織キャンプ体験からメンタルヘルス変容への効果
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5．組織キャンプ体験に伴うメンタルヘルス変容の因果

モデルーエンジョイメントを媒介とした検討一

本研究の目的は、メンタルヘルス変容の要因として組

織キャンプ場面での体験内容を取り上げ、また媒介要因

としてのエンジョイメン|､の有用性を検討-j-ることであ

った。

その結果やる気が変容するプロセスでは、組織キャ

ンプ体験からやる気変容への直接効果は確認されず、エ

ンジョイメントを介した間接効果によって大部分が説明

されることが明らかとなった。つまり、組織キャンプの

体験の程度が高くなるにつれて、エンジョイメントの程

度が高くなり、ひいてはやる気が高まるという効果が明

らかとなった（図4－46表4-5)。さらに、ストレス反応

が変容するプロセスでは、組織キャンプ体験からストレ

ス反応変容へのパスは示されず、エンジョイメントを介

した際の間接効果のみが確認された。つまり、組織キャ

ンプ体験の程度が高くなるにつれて、エンジョイメント

の程度が高められ、そのことを通じて、ストレス反応が

やる梵迩涛

ストレメl叉I‘と;礎群，

02

52

38

‘71

40

19

N⑨14．:危鍾L、．$ミモデ，;6邑淀2つ"》鰹誌側IWlを没.＃て、･Z

6．本研究からの示唆

本研究では、児童の組織キャンプ体験に伴うメンタル

ヘルスへの影響を検討するとともに、その変容メカニズ

ムを体験内容およびエンジョイメントという視点から検

討した。本研究の知見から以下のことが指摘できる。

1)組織キャンプにより「自然との触れあい体験」「挑戦・

達成体験」「他者協力体験」「自己開示体験」「自己注

目体験」を多く積ませることが可能である

2）組織キャンプの体験は、児童のメンタルヘルスを改

善・向上に導く可能性がある

3)組織キャンプにて児童のメンタルヘルスを改善･向上

させるには、エンジョイメントが重要な役割を果たす

付記：本学位論文の作成にあたり、長年にわたって温か

い御指導を賜りました橘本公雄教授、ならびに貴重な御

助言を賜りました先生方に感謝申し上げますb
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心理療法的機能を活かした身体にふれる技法の創案と展開
一ダンス･ムーブメントセラピーにおける実践的研究一

崎山 ゆかり（武庫川女子大学短期大学部幼児教育学科.）
学位取得大学：奈良女子大学

学位種別：博士（学術）

学位取得年月日：平成18年3月24日

指導教官：佐久間春夫

多くの心理療法の技法がある中で，身体の

動きを媒体とするダンス・ムーブメントセラ

ピーは，未だ学術的検討は不十分な領域であ

る。特にグループを対象として実践をおこな

う場合，身体がふれあうことが多用されてお

り,Freudにはじまる精神分析学派が身体に

ふれることを療法上の禁忌として位置づけて

いることと対照的である。しかしながら，技

法として身体にふれることを構造化した研究

やその心理療法的意義を論じた研究は極めて

少ない。

本研究は，身体にふれるという事象が有す

る心理療法的機能に着目し,ダンス．ムーブメ

ントセラピーにおいて，非侵襲的で安全な枠

組みのある身体にふれる技法を創案し，展開

を図りながらその妥当性について検討をおこ

なったものである。第1部では，技法創案の

ための文献的検討よりその理論的基盤を整え

僥1～4章),具体的なセッションモデルを

提示（第5章）した。第Ⅱ部では対象者ごと

に(第6～9章)，そのセッションモデルの妥

当性について検討をおこなった。

序論では，国内外の心理療法における身体

にふれることの捉え方の先行研究を総括し，

心理療法において身体にふれることは，その

理論や技法により取り扱い方は大きく異なる

が，その位置づけとして伝統的禁忌をふまえ

た否定派・否定への問題提議派・身体技法を

‐55‐

発達させた肯定派の3分類を試みた‐身体に

ふれることの人と人とのつなぐ相互性という

基本的性質から，その心理旅法的機能を肯定

的に捉える必要性を明らかにし，本研究に至

る経緯とその目的と意義を示した。

第1章では,ダンス｡ムーブメントセラヒー

におけるダンスが，対象者の身体磯能に即し

た自由な身体活動を保証するものであること

を，文献および実践からのエピソードで明ら

かにした。さらにグループでの実践が，他者

との時空間の共有により対人関係の端著を開

き，身体の近接を許容し，他者身体とのふれ

あいへとつながることを論じ,ダンス･ムーブ

メントセラピーのおけるダンスと身体にふれ

ることとの関連を明らかにした。

第2章では，身体にふれることが持つ心理

療法的機能の本質について検討をおこなった。

精神医学者nminknwskiの統合失調症の概念

である「現実との生ける接触」の喪失の状態

である絶対的固定について引用し，精神疾患

やさまざまな心の問題や障害により言語的理

解や意思疎通が困難となり「現実との生ける

接粧」を喪失したとしても，直接身体にふれ

ることは，他者から閉ざされ孤立した絶対的

固定を揺らす具体的な手段であることを示し，

この点を身体にふれることが有する心理霧で法

的機能の根幹であることを明らかにした。

第3章では，既存の心理療法において，身



体にふれることをその技法に取り込んでいる

身体技法に鋳目し,Freudから離反した

Reichのオルゴン療法と，そこから派生した

バイオエネジェティクス・ロルフィング・フ

ェノレデンクライスズソッド・フォーカシン

グ・ドリームワーク・ハコミメソッドなどの

技法について，身体にふれることの位置づけ

を総括し，その心理療法的機能について検討

をおこなった。その結果，(1)セラビストが

クライエントの患部にふれて直接施術するよ

うな技法の中心的手段，(2)セラピストがクラ

イエントのよりよい動きを引きだすための補

助的手段,(3)セラビストがクライエントの感

情に沿いながら必要に応じて用いる手段の3

つに分類できることが見いだされた。

第4章では,ダンス･ムーブメントセラビー

において，身体にふれることの位置づけを，

アメリカのダンス・ムーブメントセラピーの

基礎を築いたセラビ，ストたちの捉え方から総

括し，その心理療法的機能について検討をお

こなった。その結果,(1)コミュニケーショ

ンを促進する積極的な活用派,(2)グループセ

ッションで自然発生的に用いるが特定の機能

を求めない中立派,(3)退行時の母子関係の再

構築のため以外は用いない慎重派以下の3つ

に分類できることが見いだされた。さらに，

欧米の事例研究の中から，身体にふれること

が治療的契機となった事例を抽出し，その心

理暗法的機能を検討した。その結果，活用派

と慎重派のセラピストが個々 の立場から，身

体にふれることの心理療法的機能を活かして

実践していることを見いだした。

第5章では，身体にふれることをセッショ

ンの中で用いる場合，展開部において多用さ

れることを指摘し，具体的な展開上の教示例

と共にセッションモデルを創案した。展開部

ではダンス･ムーブメントと身体にふれるこ

との関連をふまえ，リズムエクササイズ・動

きづくり・からだほぐしに着目し，リズミカ

ルな動きの中での身体の近接から，動きづく

りの中での身体のふれあい，さらにからだほ

ぐしによる相互的なふれあいという3つの段

階を指摘し，そのふれあいを段階的に取り入

れることの重要性を明らかにした。

第6章では，精神科デイケアでの精神障害

者を対象とした実践からの検討をおこなった。

セッションモデルに沿った具体的な身体にふ

れる場面を設定したセッションの積み重ねに

より，決して強制することなく段階的に身体

にふれることを導入することが，男女混合の

対象者に，抵抗なく受け入れられたことにつ

いて，参加記録や口謡勺なやりとりの記録か

ら論証を試み，最終的にはからだほぐしなど

により相互的な他者受容が促進されたことが

見いだされた。

第7章では，リハビリテーション施設での

中途身体障害者を対象とした実践からの検討

をおこなった。まずビデオ記録などから身体

にふれることが対象者のコミュニケーション

を広げることに直結していることを示し，

個々 の機能に応じた自由な身体活動を保障す

るダンス･ムーブメントの特性をふまえて,残

された身体機能に応じて自然発生的に生まれ

る身体のふれあいの場面を，セラピストが意

図的に活かすことが重要であることが見いだ

された。さらにこうしたセッションの継続経

験による心理療法的効果について事例的に検

討し，ストレスチェックの簡易指標により，

麻嘩のある患側のセッション前後の変化とプ

ログラムの要素の関係について重回帰分析を
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おこない，リズミカルな動きだけでは成し得

なかった心理面の活性化（ストレスの軽減）

が，身体にふれることを含む要素をプログラ

ムに取り入れることで可能となることが明ら

かにされた。

第8章では，療育施設での重複障害児を対

象とした実践からの検討をおこなった。セッ

ションの展開の中で，見えない（盲）聞こえ

ない（ろう）わからない（知的）という障害

により場の理解が困難であっても，身体にふ

れることはメンバーとセラピストおよびコセ

ラピストをつなぎ，彼らの場の理解を進め，

動きを共有するための意志伝達の手段として

活かされることが見いだされた。さらに，セ

ッションモデル通りに進行できないグループ

の場合でも，コセラピストと身体にふれるこ

との重要|生やその捉え方を共通理解し，互い

に協力することで，重複障害によって閉ざさ

れた絶対的固定にはたらきかけるという身体

にふれることの心理療法的機能の本質が活か

されていることが明らかにされた。

第9章では，地域参加型リハビリテーショ

ンとして地域の集会所での高齢者を対象とし

た実践からの検討をおこなった。セッション

モデルに基づくだけではなく，スポーツ科学

識巫で開発した「ステップアップ体操」の身

体機能の向上のための動きに，身体にふれる

ことを応用して取り入れることにより，動き

を他者と共に楽しむことができることが見い

だされた。さらにこうした体験が，介護予防

の基本である高齢者の筋力の向上には至らず

とも，網寺になることを30秒椅子立ち上が

りテストの結果より明らかになった。運動体

験や生活機能のアンケート調査から，人との

ふれあいの体験による楽しさが，独居の高齢

－57‐

者の閉じこもり予防に寄与できたことが明ら

かになり，生活機能得点のクラスター分析結

果から，介護予防につながる生活機能の向上

に寄与したことが見いだされ，セッションモ

デルが狭義の心理廉法としてではなく，幅広

く活用できる可能性があることが示された。

結章では，第1章から第9章までで得られ

た知見をもとに，心理暗法的機能を活かした

身体にふれる技法として創案したセッション

モデルの理論的基盤と，その展開としての実

践について総括し，本研究結果について10

点にまとめた。残された検討課題としては，

技法としてのネーミングやより細かなセッシ

ョンモデルの提示，幼児への実践さらに多

様な対象者に対して共通して妥当性を検討で

きる指標の開発の3点について述べた。

付記：本学位論文の指導教官として常に温か

な励ましと細やかなど指導を賜った佐久間春

夫教授、ならびにダンス・ムーブメントセラ

ピーや身体にふれる研究テーマとの出会いか

ら長年に渡りご指導くださった平井タカネ名

誉教授に、心より御礼申し上げますも



バレーボールのパフォーマンスに関係する知覚的要因の検討

古田久(広島大学）

取得大学；広島大学大学院教育学研究科

博士種別：博士(教育学）

学位取得年月日：平成18年3月23日

本研究は，周囲ﾘ)変化に適切に対応した行

動が求められるバレーボールにおいて，周囲

の状況を的確に把握するたy)の視覚的能力と

情報処理方略の両面から，どのような知覚的

要因がどの程度ハフオーマンスに関係するか

を明らかにすることを目的としている。

本論文は，4章から榊成されている。以下

に，各章の概要を述べる。

〈第1章〉

第1章では，知覚的要因とスポーツパフォ

ーマンスの関連を検討した研究を概観し‘2

つのアプローチに分類した。1つは，動脚覗

力などのメカニカルな視覚的能力(i.e.,ハー

ドウェア的特性)とスポーツハフォーマンス

の関連を検討するアプローチである。もう1

つは，各スポーツに特有な情報を獲得し処理

する情報処理方M".e.,ソフトウェア的特性）

とスポーツパフォーマンスの関連を検討する

アプローチである。これまで，上記のアプロ

ーチは個別に検討されており,問題点として，

①一次元的・一変量的アプローチを用いてい

ること，②運動課題の課題特殊性を考慮して

いないこと，③熟達段階を考慮していないこ

と，の3点が指摘された。

〈第2章〉

第2章では，特に課題特殊性を踏まえて，

バレーボールにおける攻蜷的運動課題として

アタックを，守備的運動謝誼としてサーブレ

シーブを取り上げて，それぞれのパフォーマ

ンスに関係する知覚的要因を検討した。第1

節では，視覚的能力として，静止視力,KIm

動体視力,DVA動体視力,コントラスト感度，

眼球運動，深視力，瞬間視，眼と手の協応動

作の8項目を測定し，情報処理方略として注

意スタイルと状況判断能力を測定し，アタッ

クパフォーーマンスとの関連を検討した。第2

節では,第1節と同じ8項目の視覚的能力と，

注意スタイルと予測スキルの2項目の情報処

理方略を測定し，サーブレシーブパフォーマ

ンスとの関連を検討した。その結果，どちら

の運動課題においても，パフォーマンスとの

関連は視覚的能力より情報処理方略の方が強

いことが明らかとなった。中でも，アタック

においては状況判断能力が最も強く関連し，

サーブレシーブにおいては注意スタイルが最

も強く関連することが示された。

〈第3章〉

第3章では，特に熟達段階を考慮して，中

学生，高校生，及び大学生のバレーボールプ

レーヤーを対象に，サーブレシーブパフォー

マンスに関連する知覚的要因を検討した。知

覚的要因として，第2章と同じ8項目の視覚

的能力と，注意スタイル，予測スキル，及び

視覚探索方略の3項目の情報処理方略を測定

した。熟達段階別に分析した結果，中学生段

階のみ，視覚的能力とサーブレシーブパフォ

ーマンスとの間に有意な関連が認められたが
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全般的に予測スキルなどの情報処理方略の方

がサーブレシーブパフォーマンスに強く関連

することが明らかになった。また，全被験者

のデータを一括して分析した結果においても，

視覚的能力より情報処理方略の方がサーブレ

シーブパフォーマンスに強く関連することが

明らかになった。サーブレシーブパフォーマ

ンスを従属変数とし，知覚的要因を独立変数

とした重回帰分析の結果を表1に示した。

〈第4章〉

第4章では，これまでの分析結果を踏まえ

て，バレーボールのパフォーマンス向上を目

指した知覚トレーニングの研究と実践の方向

性について検討した。

スポーツパフォーマンス向上のための知覚

トレーニングが有効であるためには，次の3

つの前提が満たされる必要がある。第一にト

レーニングを試みる知覚的要因とスボーツパ

フオーマンスの問に関連が認められること，

第二にその知覚的要因がトレーニングによっ

て改善すること，そして第三に，知覚的要因

の改善がスボーッノ､フォーーマンスの改善に転

移することである。本研究の結果，バレーボ

ールにおいて第一の前提を満たすのは情報処

理方略であるといえる。また，近年の知覚ト

レーニングに関する実験的研究を概観すると，

第二，第三の前提を満たすのも情報処理方略

であることが示唆される。したがって,今後，

情報処理方略に着目して，知覚トレーニング

の方法を検討する方が有益であると考えられ

る。

付記本論文は，広島大学教育学研究科黒川

隆志教授(指導教官)及び広島文教女子大学坂

手照憲教授の指導の下で執筆されました｡記

して感謝申し上げます。

表1第3章におけるステップワイズ重回帰分析の結果

熟達段階

中学生

(ﾉ声19）

高校生

(JF22)

大学生

(JF21)

全体

(ﾉ戸62）

予測･説明変数

BETT

MLE(tl)廿

予測正答率廿

視線配置(FT上半身)柿

KARt

BEIT

MLE(t3)廿

予測横誤差廿

効果的注意T

頭上視線配置市

失敗的注意

β

､590稗

－．404＊

.581=

．486蓉

一.434稗

742泰祥

､410＊

一.470宰鮒･患

,443拝掌

一.254拝

－．200＊

』17<､05""p<.01

注）従属変数は，全て「サープレシーブパフォーマンス」である。

了注意スタイルに関する測度。TAIS-Vを用いて測定した。

↑↑予測スキルに関する測庭時間遮蔽法及び反応時間計測法を用いて測定した。

T↑↑視覚探索方略に関する測産眼球運動計測法を用いて測定した。
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青年期におけるスポーツ経験と自我発達の関連

竹之内隆志（名古屋大学）

博士（医学）

名古屋大学大学院医学系研究科

平成16年12月28日

1．緒言

人格形成あるいは人略形成の失敗としての

人格障害は，どり)発進期のどのような体験に

よってもたらされるのであろうか．こうした

点を明確にすることは，怖神医学や心理学領

域の重要な課題の一つである．青年期に満目

した場合，多くの青年がスポーツに参加して

おり，そうした経験が人格形成や人格障害に

なんらかの影響を与えているかもしれない．

そこで本研究では，帝年期でのスポーツ経験

と人格形成との関連について検討することと

した

先行研究を概観したところスポーツ経験

が人格形成を促進するか否かに関しては一定

の纈倫が得られているとは言い難く，その原

因としては，検討されてきた人格変数の問題

およひ理論的背景の問題が考えられた．従来

の研究の多くは，4寺性諭に基づいたパーソナ

リティ変数を取り上げて検討していたが，そ

うした変数は変容が期待されにくい．また，

従来の研究の多くは，人格発達を説明する理

論的背景を有することなく行われており，ど

のようにしてスポーツ経験が人格発達を引き

起こすのかといった点はあまり検討されてい

ない．

これらの問題点を踏まえ，本研究では人格

変数として，生涯にわたる発達的変容を前提

とし，かつ多様なハーソナリティの側面を考

慮して概念化された自我発達(Loevinger,

1976;Loevinger&Wessler,1970)を取り上

げたまた，人格発達理論の中には，成育過

程で生じる危機とそれへの対処行動の経験に

よって人格が発達すると仮定するものがある

そこで，スポーツ実施の際に，危機（自分に

とってどのような行動や信念がふさわしいの

力迷ったり悩むこと)，探求(迷いや悩みの解

決に向けて努力し，自己の選択について意思

決定すること)，自己投入(選択したことに対

して関心を示したり努力すること）を経験す

ることで人格が発達すると予測した．

以上のことから，本研究では自我発達を測

定するテストを作成し，さらに中学ならびに

高校スポーツ選手を対象にして，スポーツ場

面での危機・探求・自己投入の経験と自我発

達との関連について検討することとしたそ

して，スポーツによって人格形成を促進した

り，スポーツを用いて人格障害の予防や治療

を促進するための知見を得ることを目的とし

た．

2．結果の概要

1）自我発達を測定するテストの作成

自我発達の測定のために,我が国では30項

目の文章完成テストが作成されている．しか

し，項目数の多さによる被験者への負担やテ

スト評定者への負担といった短所がある．そ

こで,項目数を12項目に減じたテストの作成

を試みた.まず,大学生に実施した30項目の
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テストを2名の評定者で評定し，各項目の評

定の一致率などを検討し，測定の精度の高い

と思われた12項目を選択した．その後,12

項目のテストを中学ならびに高校スポーツ選

手に実施し，テストの信頼性と妥当性を検討

した．複数の評定者による自我発達段階の評

定の一致率は高く,また12項目の内部一貫性

も高く，テストの信頼性が高いことが確認さ

れた．また，加齢とともに自我発達段階が高

くなることが示され，テストの構成概念妥当

性が確認された．

2）自我発達の性差

12項目の文章完成テストによって中学なら

びに高校スポーツ選手の自我発達を測定し，

性差を検討した．その結果，女子選手の方が

男子選手よりも自我発達段階が高いことが示

された．青年期では女子の方が男子よりも自

我発達が進んでいるといわれているが，本研

究の結果も同様であった．

3）危機・探求・自己投入の経験と自我発達

との関連

スポーツ場面で人が危機を経験すると思わ

れる問題としては，「競技成績」と「チームメ

イ|､との関係」が考えられる．そこで，中学

ならびに高校スポーツ選手を対象にして，こ

れら2つの問題における危機・探求・自己投

入の経験と自我発達を調査し，両者の関連に

ついて検討したその結果，競技成績やチー

ムメイトとの関係における危機･探求・自己

投入の経験は自我発達と関連することが示さ

れた．こうした結果より，青年期でのスポー

ツ縄験は自我発達を促進すると考えられた．

ただし，自我発達を促進するためには危機・

探求・自己投入の経験が必要であり，こうし

た経験を伴わないスポーツ縄験は自我発達に
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資するとは言い難い‘

なお，自我発達のメカニズ．ムとしては，現

存のスキーマが崩壊し，新しいスキーマが形

成されるといった調節(accommodation)の機

能が指摘されており，危機・探求・自己投入

の経験は，この調節の機能に関連していると

考えられた．つまり，危機は迷ったり悩んだ

りする経験として概念化されており，既存の

スキーマの崩壊に関連すると思われる．探求

は迷いや悩みの解決に向けた努力の経験とし

て概念化されており，新しいスキーマの形成

に関連すると考えられる．また，自己投入は

迷った末に自分が選んだ行動や信念に関心を

示し努力する経験として概念化されており，

新しいスキーマの強化に関連すると思われる

このように危機・探求・自己投入の経験は調

節の機能に関連すると考えられ，それ故自我

発達にも関連したのだと考えられた．

4）競技成績およびチームメイトとの関係が

自我発達に及ぼす影響の性差

スポーツ経験は自我発達に影響すると考え

られたが，そうした影響には性差がみられる

かもしれない．そこで，競技成績およひ噂チー

ムメイトとの関係が自我発達に及ぼす影響の

性差について検討した．その結果，男子の自

我発達にはチームメイトとの関係よりも競技

成績における危機・探求・自己投入の経験の

方が影響し，女子の自孜発逓には競技成績よ

りもチームメイ|､との関係における危機・探

求・自己投入の縄験の方が影響することが示

された．こうした結果より，男子の自我発達

は競技成績を向上させようと悩んだり努力し

たりする縄験によってより促進され，他方，

女子の自我発達はチームメイトとの関係を深

めるために迷ったり努力したりする経験によ



ってより促進されると考えられた

3．結語

危機・探求・自己投入の経験を伴うスポー

ツ経験は青年期での自我発達に関連し,特に，

男子では競技成績の問題において，女子では

チームメイトとの関係の問題において危機・

探求・自己投入を経験することが自我発達に

より影響することが明らかにされた‘こうし

た結果より，スホーツは青年期での人格形成

や人格障害の予防・治療に寄与すると考えら

れ，さらにこうした目的でスポーツを応用す

る際には，性によって異なった対処が必要で

あることが示唆された．

副括辛：本論文作成にあたり，愛知淑徳大学大

学続医療福祉研究科の高橋俊彦教授および名

古屋大学大学院医学系研究科の小川豊昭教授

より多くの示唆を頂きました．記して深く感

謝申し上げます．
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スポーツ選手の競技パフォーマンス発揮への心理的健康および健康生活行動の役割

村上貴聡（東京理科大学）

九州大学大学院人間環境学府博士論文

指導教官橋本公雄教授

1.はじめに

スポーツにおけるパフォーマンスは，生理

的・身体的な要因によってのみ決まるもので

なく，動機づけ,注意集中,イメージ,気分，

競技不安など多くの心理的要因が密接に関連

していることが明らかにされてきた．しかし

ながら，その一方で近年，スポーツ選手のバ

ーンアウト，薬物への依存，スポーツ障害へ

の対応などの,心理的な健康問題がスポーツ心

理学やスポーツ社会学の領域で大きく取り上

げつつある‘また，スポーツ選手の競技パフ

ォーマンスの発揮や競技力向上においても心

理的問題の予防は不可欠であり，この分野で

の研究が注目されている．スポーツ選手の健

康心理学的視点からの研究は緒についたばか

りであり，スポーツ選手特有の心理的健康や

健康生活行動を測定する尺度すら開発されて

いない．

そこで本研究では，スポーツ選手が競技パ

フォーマンス発揮や競技力を向上するために

は，スポーツ競技における集中力やイメージ

といった心理的スキルはもとより心理的健康

およひ健康生活行動が必要であると考え，健

康心理学的視点からのアプローチを行うこと

にした．なお，健康への関心が増大すると同

時に今日の社会においては，健康教育の必要

性・重要性についても論じられることが多く

なっているが，こういったスポーツ選手の心

理的側面の評価および診断は健康教育の点に

､63‐

おいても，意義のあることと思われる．

2．目的

本研究の目的は,青少年スポーツ選手を対・

象として，スポーツ選手特有の心理的健康

および健康生活行動を明らかにし，心理的

パフォーマンスとの関連を明らかにするこ

とによって，健康心理学的視点から指導の

あり方を考察することである.具体的には，

①スポーツ選手特有の心理的健康および

健康生活行動を測定する尺度の開発と作成

した尺度のｲ副詞|生および妥当性の検討，②

作成した尺度を用いて，スポーツ選手の心

理的健康および健康生活行動に関わる要因

を分析し，その現状把握と問題点の検討，

③試合前の心理状態に対するスポーツ選手

特有の心理的健康および侭燕生活行動の影

響の検討,④健康心理学的視点を加味した

心理サポートを実施し，スポーツ選手の心

理面に及ぼす効果を検証することである．

3．論文構成

研究の目的を達成するために，本論文は以

下のように達成されたすなわち，序論第

1章「スポーツ選手特有の心理的健康評価尺

度およひ喉鰊生活行動評価尺度の開発｣，第2

章「スポーツ選手の心理的健康および健康生

活行動とスポーツ関連要因の関係｣，第3章

「試合前の心理状態に対-するスポーツ選手の

心理的健康および健康生活行動の影響｣，第4



章「スホーツ選手の心理的健康および健康生

活行動を11.fiy)る心瑚サホートの試み｣,総括で

ある．

4．結果の概要

l)スホーツ避手特有け)心理的健康および健康

生活行動を測定する尺度の作成

Schultz(1977)の心理的健康の定義を参考

に，スホーツ選手特有d)心理的健康評価尺度

を作成した探索的因子分析を用いて検討し

た結果，スホーツ選手の心理的健康評価尺度

は｢挑戦的態度」「|皇|己瓦剛¥」「危機回避能力」

「個性の発揮」「緬恢的思考」「チームへの適

応」「ケガへの対応」の7因子26項目から構

成され,AIISA(llcntalHealthScalefor

Athletes)と命名した．一方，スポーツ選手

特有の健康生活行動評価尺度は｢酒・タバコ」

「心身のコンディショニング」「睡眠」「疲

労・ストレスへの対処」「規則的な生活」「間

食･嗜好品｣の6因子15項目で構成され,LMSA

(LifeilanagementScaleforAthletes)と

命名された．つぎに，作成された尺度の信頼

性を検討-するために$Q係数の算出および再

検査法を実施した．また，榊成概念妥当性に

ついても検討を行った．この結果,ll･ISAおよ

UKLMSAは比較的高い信頼性および妥当性を

備えていることが確認された．

2)スポーツ選手の心理的健康および健康生活

行動とその関連要因

(1)スポーツ選手の心理的健康(lmSA)とそ

の関連要因

①性差を検討した結果，多くの下位尺度で

差がみられなかったが，個性の発揮，積

極的思考で女子選手よりも男子選手が望

ましいことが示された．

②競技レベルの高い選手は競技レベルの低

い選手よりも,自己理解,危機回避能力，

個性の発揮で望ましいことが明らかにな

った．

③競技経験年数が長い選手ほど，挑戦的態

度，自己酸，危機回避能力，個性の発

揮が望ましいことが認められた

④集団種目の選手は個人種目の選手に比べ，

挑戦的態度およびチームへの適応の自己

評価が高く，個性の発揮の自己評価が低

いことが明らかになった．

（2）スポーツ選手の健康生活行動(LMSA)と

その関連要因

①性差を検討した結果，すべての下位尺度

で差がみられなかった．

②競技レベルの高い選手は競技レベルの低

い選手よりも，疲労・ストレスへの対処

および規則的生活で望ましいことが明ら

かになった

③競技経験年数が長い選手ほど，心身のコ

ンディショニングの自己評価が高いこと

が認められた．

3)スポーツ選手の心理的健康および健康生活

行動と試合前の心理状態との関係

競技パフォーマンス発揮に関連する心理

的要因としてスポーツ選手の心理的健康およ

び健康生活行動を取り上げ，その関与度を明

らかにしようとした．なお，本章では，心理

的パフォーマンスの指標として，徳永ら

(1998)が作成した試合前の心理状態診断検

査(DIPS-B.l)を用いた．国体に出場した全

国レベルの選手121名を対象にして，スポー
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ツ選手の心理的健康および健康生活行動が試

合前の心理状態に及ぼす影響について分析を

行った．その結果,MISAの挑戦的態度，自己

理解，個性の発揮はDIPS.B1の競技意欲に，

積極的思考はリラックス能力および集中力に

強く影響を及ぼしていた．また，個性の発揮

は自信・作戦に，チームへの適応は協調性と

関連していることが認められた一方,LMSA

の心身のコンディショニングはリラックス度

に，魑民は集中度に強く影響していることが

明らかにされた．したがって，競技パフォー

マンス発揮のためには，試合前の心理状態に

影響する心理的健康および健康生活行動の下

位尺度を高める指導も重要であることが示唆

された．

4)スポーツ選手の心理的健康,健康生活行動

を高める心理サポートの試み

テニス選手を対象にして，心理サポート実

施群および非実施群に分類した上で，従来の

メンタル|､レーニングに生活習慣の改善や自

己理解といった健康心理学的な視点を加味し

た心理サポートを実施し，その効用性を検討

した．その結果，スポーツ選手の心理的健康

に関して，競技場面においては挑戦的態度，

自己理解，個性の発揮，積極的思考が，また

健康生活行動では心身のコンディショニング，

鯛民，疲労・ストレスの項目で有意な変化が

認められたしたがって，今回の心理サポー

トが選手の心理的健康や健康生活行動の各下

位尺度に対して有効であったと思われる．

5．まとめ

本研究では，スポーツ選手の心理的健康お

よび健康生活行動の競技パフォーマンス発揮

-“‐

における役割について検討した．本研究の知

見から以下のことが指摘できる．

1）自己理解，危機回避能力，個性の発揮，

心身のコンディショニングを高めることによ

って，競技レベルの向上に寄与できる可能性

がある

2)試合前の心理状態を高めるためには，スポ

ーツ選手特有の心理的健康および健康生活行

動の下位尺度の一部が重要な役碧'1を果たす

3)健康心理学的視点を加味した心理的サポー

トによって，心理的パフォーマンスが向上す

る可向旨性がある

6．おわりに

本論文を櫛戎するにあたって，深いご理撫

と温かいご指導を頂きました橋本公雄教授，

貴重なご助言の数々を頂きました杉山佳生助

教授，そして多くの示唆を頂きました古jll久

貴教授，新谷恭明教授に心よりお礼申し上げ

ます．
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子どものスポーツ活動に対する親の関わりに内包されるメッセージ

ーエリートジュニアサッカー選手を対象として一

指導教員

氏名：武田大輔（筑波大学体育科学系）

学位名称1博士（体育科学）博乙第二一八一号

授与大学名：筑波大学

取得年月日：平成18年2月28日

中j△四郎博士（筑波大学大学院人間総合科学研究科教授）

【論文概要】

本研究は子どものスポーツ現場の観察から，

彼らを支える立場である親の関わり方が，子ど

ものスポーツを通じた心理的発達にどのよう

に影響を与えているのだろうかと，研究者に生

じた疑問を出発点としている‘

心理臨床学や精神医学の領域からは，子ども

のスポーツ活動への親の過度な関わりが，子ど

もの心理的成長の弊害につながる事例や，青年

期の選手の訴えの背景に‘幼少期のスポーツ活

動体験，特に親の関わり方の重要性を示唆する

事例などが報告されていたしかしこれらには》

事例の特異|生，クライエント側からの情報とい

う制限により，知見を普遍化するにはその事例

の数がまだ少ないように感じられた

一方，体育・スポーツ心理学領域の従来の研

究では，頭Ⅱ幾づけや自尊心といった子どもの心

理的側面の発達に影響を及ぼす要因のひとつ

として，親の役害'lを取り上げたものが多かった

しかし，それらは幾分表層的に扱われており，

具体的な親と子どもの関わりの様相が見えに

くかった．本研究は，現場での親と子どもの関

わりの事象を幅広く捉えるため，法則定立的立

場からのアプローチを採用した．そして，子ど

もに対する親の関わり方が，どのように子ども

に伝わっているのか，言い換えれば，親の関わ

りから，どのようなメッセージを子どもは受け

とめているのか，という視点から子どもの心理

的発達に及ぼす親の影響をさらに掘り下げて

理解する必要性があると考えた．

第1章で提示した本研究の目的は以下のよう

なものであった．すなわち，子どものスポーツ

活動における親と子どもの関わりを，「親から

子どもへ送られるメッセージ」という視点から

捉え，子どもが捉えている親の関わりが彼らの

スポーツ活動にどのような影響を及ぼしてい

るのかを検討し，そして子どものスポーツ現場

に有益な示唆を提供することであった．本研究

の独自性である「メッセージ｣については，「送

り手である親の言葉や行為に，意図的にあるい

は非意図的に込められた意味内容及び受け手

である子どもが郵累した意味内容」と定義し広

く捉えた．

第2章では，本研究に関連する先行研究を概

観したここでは，子どもが認知している親の

態度・行動が重要であること，そして親に対す

るポジティブな認知は，スポーツ活動での子ど

ものポジティブな態度・情動経験と，他方，親

に対するネガティブな認知は,子どものネガテ

ィブな態度･情動経験と関係することが確認さ

れ た

しかし，扱われてきた親の要因は,彼らの個

人内意識や行動，そして彼ら自身に関すること

や彼らの子どもに対することなどと，極めて幅

広く設定されていた．また各要因の内容をポジ

ティブあるいはネガティブと表面的に捉えて
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おり，具体的な現場での親の関わりが見えてこ

ないと批判した．そして，本研究で援用する各

種理論を概藩tするとともに，スポーツ活動での

親と子どもの問題を扱う上で，親から子どもへ

伝えられるメッセージという視点からのアプ

ローチの意義が確認された．

本研究での最初の実証的研究となる第3章で

は，日常的に使われる「がんばれ」という言葉

に対して，子どもがどのように受けとめるのか

が，目標志向性理論に沿って確認された．小学

6年生のサッカー選手173名を対象に行った分

析からは，親からの熟達的な内容の言葉に対し

ては，子どもの認知の程度に違いは認められな

い一方で，成績や結果を重視した言葉に対して

は，パフォーマンス志向の子どもの方が認知の

程度の高いことがわかった．また，「がんばれ」

という言葉に対して，パフォーマンス志向や両

志向の子どもは成績や結果を重視した内容と

して，マスタリー志向の子どもは努力すること

やその過程を重視した内容として，高く認知し

ていることが明らかとなった．以上から，同じ

親からの言葉に対して，子どもの特性により，

受けとめられる言葉の意味内容の異なること

が確認された．

本章の結果から，親の語りかけは，子どもに

どのようなメッセージとして伝わっているの

かという課題が浮かび上がった．また言葉かけ

に留まらない様々な日常的関わりは，どのよう

に分類され，またどのようなメッセージを伴っ

て子どもに伝わっているのか，また，伝わるメ

ッセージは，受け手の個人特性，あるいは送り

手である親と受け手である子どもの関係性の

有り様によって，どのように異なるのか．そし

て何より親からのメッセージが，子どものスポ

ーツ活動にどのような影響を与えているのか．

-67．

このように今後扱われる認廻の方向性が示さ

れた．

第4章では，子どものスホーツにおける親の

関わりをより具体的に捉え‘その構造を理蜘県す

ることを目的とした．予備調査を終えた後に，

サッカーに専心している子どもの両親を対象

に，統計的手法によって親の関わりを分析し，

マレーの要求理論を拠り所として解釈を試み

た.親の関わりは，自信強化,間接承認,援助，

統制，価値，結果指向，情動評価の7つの下位

尺度から構成されることが明らかとなった．ま

た，親の自己報告と子どもの認知の両者からの

データを用いて，学年差，父母性差，環境差か

らその糊致が描かれた．すなｵつち，親の関ｵつり

における発達的変化は，概ね子どもの発達と呼

応していることや，メッセージを受けとめる側

である子どもは，概ねサポーテイブであるが，

指示的な働きかけをしてくる父親像や，結果に

対-する関心の強い母親像を抱いているなどの

特徴があると結論づけた．

第5章と第6章では，第4章において明らかと

なった親の関わりについての子どもの認知を

規定する要因を探った．

まず第5章では，蕊寛要因からの検討を試み

るため，拒否，支配，保護，服従から成る日常

における親の養育態度と親の関わりとの関係

を分析した．特に，保護，服従の二つの養育態

度を認知している子どもは，親の関わりを意識

している程度が高く，またその二つの態度は，

子どものスポーツ活動に対してポジティブな

働きがあると推論された

さらに，特定の養育スタイルを認知している

子どもの親の関わり得点を比較した結果から

は，概ね支配型や服従型，保護型を認知する子

どもの方が，拒否型を認知する子どもよりも，

各メッセージを受けとめる程度の高いことが



碓茅認された競技スホーツを行う子どもにとっ

ては，日常的なIW)Iノとスホーツ場面での関わ

りか密接(こ鵬l連し-ごいることが窺われた．

続く第6鞭で位、j'･どもの個人特性からのア

プローチで勅ﾚﾉ,IIIMW,&li'N’1:の持ち方による親

の関わりについての,認知的ﾅ錘也を険討した．結

果として，全体的に11棟志向性をil';iく有する子

どもの方か，親からU)メッセージを多く受け取

っていることがIﾘlらかになったこれにより，

活動に対･してコミットし商い目標志向性を抱

く子どもには，親が強く関わっていることが窺

われた．高いレベルの競技環境なため，子ども

は必然的に商い目標志向性を抱くであろう．本

研究で主に扱う対象者は，同年代の仲間からの

フィードバックに自己,沼I識の情報源が移行し

ていく年代に位瞳づけられるため，引き続き過

度な親への意識は注意か必要であると考えら

れる．

最後の研究I柳趣を扱った鋪7章では，親の関

わりに対一ｵｰる子どもの認知と彼らのサッカー

活動での動機づけ，有能感，父母およびコーチ

に対-する懸念との関係を検討し，子どものスポ

ーツを通じた心理的発達に対-ｳｰる親の関わり

の働きについて包括的に捉えることを試みた．

まずここでは，親の関わりを子どもがどのよう

に受けとめているかが，子どもの態度に重要で

あることが明らかになった．そして，子どもが

認知する親からのメッセージはそれぞれその

働きの異なることが砿認された．具体的には，

自信強化，間接承認，援助，価値は，子どもの

ポジティブな態度（動機づけ・有飽惑）を育む

親の関わりとなり，一方，母親からの情動評価

は，子どものネガティブな態度（父母及びコー

チに弁ﾄｳｰる懸念）に関係する関わりであると示

唆された．さらに，統制及び父親からの情動評

価のふたつのメッセージは，子どもの態度にボ

ジテイブにもネガティブにも影響を与える可

能性が示された．

以上の一連の成果から，総括して次のことが

結論できる子どものスポーツ活動の場では，

子どもの活動に対する様々な親の関わりがあ

る．子どもへの親の関わりを“親から子どもへ

伝えられるメッセージ”として捉えると，その

メッセージは自信強化,間接承認,援助,統制，

価値，結果指向，情動評価から構成される．そ

してこれらのメッセージの受け手である子ど

もへの伝わり方には，彼らの認知している養育

態度や彼ら自身の有する目標志向性に関係す

ることが認められる．さらに，子どものスポー

ツ活動における動機づけ，有能感及び重要な他

者に対する懸念といった彼らの認知・情動的態

度に影響している．

本研究の成果から，子どもに関わる大人は，

自身の行為がどのような意味として伝わって

いるのかを考える必要があること，またその実

行にあたり，親と指導者が相互に介し，子ども

の様子について互いに意見を交換するような

場を設けることが有効であると提案された．

今後の課題としては，本研究結果が個別事象

の中で，どのように展開されている力轤認す

ることが挙げられた．さらに，青年期あるい

は成人した競技者を対象にし，彼らの競技人

生の中における具体的な親の関わり，そして

それらをどのような意味として捉えてきたの

か，親と子どもの関係を力動的に捉えること

が，本研究のテーマを掘り下げて鋤するこ

とに繋がると考えられた．

付記博士学位取得に至る長い過程において，

指導教員である中込四郎教授には,論文作成

心理臨床実践など幅広く指導していただきま

した．心よりお礼申し上げます、
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若年女子における健康的なダイエット行動促進の試み

葦原摩耶子（早稲田大学人間科学学術院人間総合研究センター）

学位：博士（人間科学）

授与大学：早稲田大学

2006年3月15日取得

指導：竹中晃二教授

第1章：はじめに

近年，若い女性の身体不満足感ややせ願望

の増加，および極端なダイエット行動の実施

が報告されている．過度の食事制限や減量法

は，女性にとって，摂食障害をはじめとした

様々な健康問題を引き起こす恐れがある．従

って，健康的なダイエット行動と不健康なダ

イエット行動を区別し，不健康なダイエット

行動を予防するための働きかけが必要である

これまでに，健康的なダイエット行動と不

健康なダイエット行動の違いについて，いく

つかの報告がなされているが，主に食行動に

焦点が当てられてきた．一方，運動は，種類

や程度に関わらず，概して健康的な方法とさ

れてきた．しかし，近年，減量を目的とした

運動実施者の摂食障害傾向が高いことが示さ

れている(Hubbardet.a11998)．これらの

報告は，ダイエット行動としての運動にも，

「適切な運動」と「不適切な運動」があるこ

とを示しており，この点に関して詳しく検討

した上で予防的教育を行う必要がある‘

本研究の目的は，運動と食事の両側面から

健康的なダイエット行動と不健康なダイエッ

ト行動の特徴を明らかにすることである．さ

らに,その関連要因を検討‐す-ることによって，

予防的プログラム作成の資料を得て，健康的

なダイエット方法を教える行動変容プログラ

－69‐

ムを作成し，効果を検証す-る．

第2章：若年女子におけるダイエット行動に

関する先行研究の動向

第2章では，若年女子のダイエット行動に

関する研究の動向と認廻を概観した．その結

果，運動と食事の両面から健康的なダイエッ

ト行動と不健康なダイエット行動を明らかに

するためには，ダイエット行動としての運動

に関する研究が不足していること，運動を用

いたダイエット行動を測定する尺度の作成が

必要であることが明らかになった．また，セ

ルフ･エフィカシーおよび社会的嗣各不安は，

ダイエット行動を理解する上で重要な変数で

あることが示された‘

第3章：若年女子における運動を用いたダイ

エット行動を測定する尺度の開発

第3章では，運動ダイエット行動尺度を作

成し，信頼性と妥当性を検証した．女子高校

生一大学生761名を対象に質問紙調査を実施

した．因子分析の結果，運動依存や過度に運

動を行う傾向を示す11項目の｢不適切な運動

ダイエット行動」因子，および自身で運動を

用いたダイエット行動をコントロールしてい

る適度な運動方法を示す9項目の「適切な運

動ダイエット行動」因子の2因子構造が示さ

れたさらに，運動ダイエット行動尺度の内



的整合性，再現IM:,内容的妥当性，および構

成ｲ既念妥当性が確認された

第4章：ダイエソト行動の実施状況とメンタ

ルヘルスとリノ関連

第4章で(士，運動ダイエット行動尺度（適

切・不適切な連動ダイエソ|､行動を測定）と

ダイエット行動尺度（適切・不適切な食事ダ

イエット行動を測定：松本ら1997)を組み

合わせて，運動と食ｴﾘ下の両側面からダイエッ

ト行動に関寸-る調査を行った．対象者は，女

子高校生一大学生761名であった．クラスタ

ー分析の結果若年女子のダイエット行動に

は，「不適切な食事ダイエット行動｣，「健康

的なダイエッ|､行動（適切な食事十運動ダイ

エット行動)」，「ダイエ･ソト行動なし｣，「不

適切な運動ダイエット行励」「不健康なダイ

エット行動（不適切な食事十運動ダイエット

行動)」の5パターンが存在した．ダイエット

行動パターンの出現頻度を高校生と大学生で

比較したところ，大学生でダイエット行動が

高頻度で見られ，特に「不適切な運動ダイエ

ット行動｣，「不適切な食事ダイエット行動」

といった不健康なダイエット行動の頻度が高

校生よりも高かった．ダイエット行動パター

ンによって，メンタルヘルスにどのような差

が生じるか検討した結果，「不健康なダイエ

ット行動｣群は，「食行動異常傾向｣および｢精

神的健康度」の両方で高い得点を示し，最も

メンタルヘルスが低かったこのことから，

大学生は，メンタルヘルスに悪影響を与える

不健康なダイエット行動が多く見られるため，

早急に健康教育が必要であると考えられる‘

第5章：ダイエット行動の関連要因の検討

第5章では，ダイエット行動の関連要因に

ついて検討した．女子大学生422名に質問紙

調査を実施した結果，健康的なダイエット行

動である「適切な運動ダイエット行動」およ

び「適切な食事ダイエット行動」には，共通

して「運動セルフ・エフイカシー」と「過食

状況効力感｣が影響を与えていた.また，「不

適切な運動ダイエット行動｣，「適切な食事ダ

イエット行動｣，および｢不適切な食事ダイエ

ット行動」において，共通して「社会的体格

不安」の影響が認められた．従って，社会的

体格不安を低下させること，および運動･食

事に関するセルフ・エフィカシーを向上させ

ることが，健康的なダイエット行動を促進す

るプログラムのなかで，重要になると考えら

れた

第6章：健康的なダイエット行動の促進を目

指した健康教育プログラムの試み

第6章では，社会的認知理論を基に，健康

的なダイエット行動の獲得を目指した5週間

のプログラムを実施し,その効果を検討した．

参加者は，女子大学生28名（実験群13名，

統制群15名）であった.実験群に対して，対

面式の健康教育をプログラム前・後の2回，

携帯電話へメール,マガジンを2週目から5

週目までの28回(ダイエット行動に関する正

しい知識の提供とセルフ・コントロールのた

めの行動変容技法の紹介)配信した.加えて、

自身のダイエット行動についてセルフ・モニ

タリングと目標設定を行わせたプログラム
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期間中は，両群とも活動量を測定するために

ライフコーダを装着した．その結果，実験群

において，有意な「適切な運動ダイエット行

動｣の増加と「体脂肪率｣の減少が見られた

実験群は，プログラム内容をよく実施してお

り，プログラムに対して肯定的に評価してい

た．さらに，プログラムによってダイエット

行動に対する捉え方にも変化が伺え，本プロ

グラムに,健康的なダイエット行動の獲得と，

不健康なダイエット行動の予防効果があるこ

とが示唆された．

第7章：総合論議

第7章では，本研究で得られた知見と今後

の課題をまとめた．従来のダイエット行動に

関する研究では，食事面が主に取り扱われて

きたが，本研究によって，ダイエット行動と

して行う運動にも適切なものと不適切なもの

があること,ダイエット行動の中でも，「適切

な運動ダイエット行動」と「適切な食事ダイ

エット行動｣は健康的な手法であり，「不適切

な運動ダイエット行動」と「不適切な食事ダ

イエット行動」が不健康な手法であることが

明らかになった．運動と食事の両側面からダ

イエット行動を理解することが重要性である

といえる．さらに，健康的なダイエット行動

を獲得させることによって，不健康なダイエ

ット行動を予防できることが示唆された．今

後は，より効果的で広く一般に活用できるプ

ログラムへ改良していくことが望まれる．
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自己概念に関する多面的階層モデルの検討と

自己変容過程に及ぼす運動。スポーツの影響

一中途身体障碍者を対象に一

内田若希（九州大学・日本学術振興会特別研究員）
博士（心理学）

九州大学大学院人間環境学府

2006年3月27日取得

指導教官：橋本公雄教授

はじ めに

身体的自己知覚は自己の中心的要素であるので，受傷により身体機能や身体の一

部を喪失する二とは‘それまでの身体的自己知覚が歪められるだけでなく自己全体も
揺らぐと考えられる．しかしその一方で，運動・スポーツを通して身体的自己知覚が
再定義されると，自己全体が再櫛築される可能性があるのではないだろうか．このこ

とを,Fox&Corbin(l989)の多面的階層モデル（運動．スポーツに伴う体力や体型な
どの変化に伴い固有の身体的自己知覚が変容し，これにより身体的自己価値が向上す

ることで最終的に自尊感･l･i!iが向上することを示したモデル：図1)に準拠して仮説を

立てた（図2)

スポーツ

有能感

(Sport)

自尊感|…’
心
啄日『身体的

自己価値

体調管理

(Cond)

PSW

魅力的な
からだ

(Body)

身体的
強さ

(Stren)

図1.Fox&Corbin(1989)の多面的階層モデル

－72‐



自己概念/自尊感情の

獲 得

（自己の再構築）

自己概念/自尊感情の

喪失

（自己の揺らぎ）
謬員，､?’
晶一啄.ゲ

↑↑
身体的自己価値

“）障碍受容ぺ'自己受
容の促進

身体的自己価値
ex)身体的側面全般に

対する不満足感，障碍

を受容していない

新
た
な
身
体
的
自
己
知
覚
の
再
構
築

口

肯
定
的
な
身
体
的
変
化

口

型
Ｆ
ｑ
。
忍
晶
や
Ｊ
啄
酔
省

：
〆
擁
針
識
暹
動
象
兼
蕊
鴬
熱
蝿
識
議
溌
影

》
唾
０

1卜1卜

受
傷
前
の
身
体
的
自
己
知
覚
の
喪
失

口

否
定
的
な
身
体
的
変
化

口

蕊
》
議
議
鍵
蕊
議
鍵
蕊
灘
鶏

零
群

’勇舜…母

I

一 シ
現在受傷

図2.多面的階層モデルを応用した本研究の仮説モデル

従来の運動・スポーツ科学領域における身体障碍者を対象とした研究では，①理論

モデルの不在，②量的アプローチの限界が指摘されてきたそこで本研究では，中途

身体障碍者を対象として，自己概念の多面的階層モデル(FoX&Corbin.1989)の適用

と自己変容過程に及ぼす運動・スポーツの影響を，量的・質的アプローチから解明す

ることを目的とした．具体的には，①わが国において研究が遅れている理論モデルと
これに準拠する信頼性および妥当性の高い尺度の開発，②作成した尺度を用いて，中

途身体障碍者における多面的階層モデルの適用の検討，③質的アプローチを用いた，

受傷から現在までの自己の再構築過程に果たす運動・スポーツの役割の検討であった．

第1章日本語版身体的自己知覚プロフィールの開発

第1章では,Fox&Corbin(1989)の多面的階層モデルに準拠したPhysical
SelfLPerceptionProfile(PSPP)に基づく日本語版尺度(PSPP-JapancscVersion:PSPP-J)
の作成を行うこととした原版のPSPPは，身体的自己知覚の4つの下位領域である

SportsCompetence(Sport),PhysicalCondition(Cond),AttractivcBody(Body),Physical

Strength(Stren),および包括的な概念であるPhysicalSeliLWorth(PSW)の5因子30項

目で構成される先行研究を参考に，邦訳された4つの下位領域の24項目について主

因子法エカマックス回転（4因子解）を行った．この結果，第1因子は，原版のPSPP
の「Spori」の6項目と「Condjの1項目を含む7項目から構成されており，「スポー

ツ有能感」と命名した．第2因子に含まれる項目は,PSPPの「Cond」の残り5項目か

ら構成されており，「体調管理」と命名した．第3因子は,PSPPの「Body｣6項目か
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ら成('ﾉ．「魅ﾉﾉ的なからだ」と命名した第4因子はPSPPの「S1ren｣6項目から構成

されておﾚﾉ、「弊体的強さ(Stren)」と命名した

つぎに作IJItされたPSPP-J全体の適合度は十分な値が得られなかったため，ステッ

プワイズ．因子分W了を行い、不適切な項目を削除した．ステップワイズ因子分析の結果，

20項目が採択され．尺度全体の適合度は高い値を示し，因子椛造の妥当性が確認され
た．

PSPP-Jのうlaj:．についてCronbachのα係数を算出した結果,o=81-.87と概ね高

い値が得られたlif検穴法の2回の実施問における各因子の相関係数はr=.82-.92

("<.001)であった．また､運動実施者と非実施者における弁別性を測定するために判

別分析を実施した結果、判別の正確さは76.3％と高い値が確認された．以上のように，

5因子2()項目から柵成される，信頼性・妥当性を備えた尺度が作成された．

第2章自己概念に関する多面的階層モデルの検証

第2章では．鋪l草で作成したPSPP-Jを用いて,Fox&Corbin(1989)が提示した多
面的階届モデルの.安当性の検証を行った．用いる測定尺度(Roscnbergの自尊感情尺度

とPSPP-J)の妥当性を示すために，ヌルモデル（測定項目間に関連なし),モデル1(す
べての測定項I］が自尊感情の因子に寄与)，モデル2（自尊感情尺度とPSPP-Jの各因子

がそれぞれ独立した滞在変数，変数間に関連なし)，モデル3(モデル2と同様の構造，

潜在変数間{こ側辿紡ﾚﾉ）の4つのモデルによる検討を行った．それぞれのモデルの適

合度を算出したところ、モデル3は他のモデルと比較し，すべての適合度において統

計学的な許容水準を11Miたした．この結果からRosenbergの自尊感情尺度とPSPP-Jの

各因子はそれぞれ独立した潜在変数であり，かつ潜在変数間に関連があることが明ら
かになった．

つぎに,Fox&Corbm(1989)の多面的階層モデルの構造を検証したモデル4(4つ
の下位領域からI÷l尊感'l･i!iへの直接的なパス有り）およびモデル5(Fox&Corbin(1989)
のモデル）を仮定し検討を行った．モデル4およびモデル5の適合度指標はともに高
い値を示したが，モデル5においてのみ，すべての標準偏回帰係数で有意な値が得ら
れたつまり，より制約が厳しいにもかかわらず同様の適合度を示し，またすべての

標準偏回帰係数において有意な値を示したモデル5を採択することは妥当であると判
断した．これらのことから,Fox&Corbin(1989)か提示した多面的階層モデルは，好
ましいモデルであることが示唆された．

第3章中途身体障碍者への多面的階層モデルの適用一量的アプローチー

第3章では，健常者を対象に作成された多面的階層モデルについて，中途身体障碍
者への適用を検討した．バス解析の結果，適合度指標は水準を満たしており,Fox&
Corbin(1989)の多面的階屈モデルは，中途身体障碍者においても許容されうるモデル
であることが示唆された．つぎに，標準偏回帰係数をみてみると，「スポーツ有能感」

および「体調管理」から「身体的自己価値」へのパスを除くすべてのパスにおいて，

統計的に有意な関係が確認された「スポーツ有能感」から「身体的自己価値」への標

準偏回帰係数が有意な値を示さなかった理由として，本研究の対象者は全体的に日常

生活において必要最低限レベルの身体活動を行っている者が多く，スポーツ場面に特

化している「スポーツ有能感」の項目は適切ではない可能性がある．また，「体調管理」
と「身体的自己価値」との関係性が認められなかった原因であるが，中途身体障碍者

は，廃用性症候群により身体機能が低下しているため体調の維持・管理が難しく，「身

体的自己価値」から「体調管理」を切り離して捉える可能性がある(Uchidaetal-2005).

このように，健常者を対象に作成された多面的階層モデルを中途身体障碍者へその

まま適用することには検討の余地があり，量的アプローチでは測りきれない実際の生
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きた経験から，中途身体障碍者の自己の本質を探る必要がある．

第4章中途脊髄損傷者における自己変容過程に及ぼす運動・スポーツの影響一質的

アプローチによる事例検討一

つづく第4章では，自己変容過程に及ぼす運動・スポーツの影響を，質的アプローチ

により探ることを目的とした．中途脊髄損傷者1名を対象に半榊造化インタヒ＄1－を

実施し，質的内容分析により結果をまとめた（表Iおよび表2)．

脊髄損傷は，身体機能や身体の一部喪失など身体そのものに変化をきたすものであ

るため，それまで存在してきた身体的自己知覚が喪失していた．そしてこれに伴い，

障碍を負った身体を受容することができなくなり，「障碍者になった」「健端者とは違

う世界」といままでの自分とは異なる自己が生じていたまた，身体障碍により受傷

前の自己の中心であった仕事ができなくなり，対象者の自己は大きく揺らいだ．とも

すると対象者の受傷前の中心は社会的自己知覚であるようにみえるが，さらにそれを

下位で支えているものは「からだ」であり，身体的自己知覚であると考えられる．

一方で，運動・スポーツを開始したことで，新しい動作狸得による新たな身体的自

己知覚が提供されていた．また，運動・スポーツを通じて，体型や筋肉，筋力などの

向上といった身体や身体機能そのものの変化とそれへの気づきが生じていた

さらに，車いす陸上競技の開始は，仕事や交友関係以外の「競技」という新しい世

界をもたらした．これにより，受傷前には存在していなかったアスリートとしての自

己が構築されていたこれは，生活の中心が仕事や交友関係から競技に変わったこと

により，価値の捉え方が変化したためと考えられる．価値の重みが競技に移行し，障

碍があるから別の世界になったわけではなく，障碍があるだけで以前の世界と変わっ

たわけではないと捉えなおすことができたのである．つまり，運動・スポーツは，受

傷前の仕事や交友関係といった価値のあるものを喪失した感情から脱却させ，新しい

価値体系を得る過程を提供するといえる．”

第3章で，中途身体障碍者における多面的階層モデルの構造を検討したところ，「ス

ポーツ有能感」および「体調管理」から「身体的自己価値」への標準偏回帰係数が有

意な値を示さなかった．表lにみられるように，「スポーツ有能感」の側面として位置

づけられる身体能力の変化のカテゴリーでは，基本的な動作に関する身体能力の変化

が多くみられ，スポーツ場面というよりも日常生活動作に特化した要因を位置づける

必要性がある．一方で，運動・スポーツ開始後の身体能力の変化のカテゴリーをみる

と，日常生活動作の変化は認められなかった．これは，対象者の脊髄損傷という特性

により日常生活動作の改善が難しいためといえる．しかし，その他の障碍では，運動・

スポーツによる日常生活動作の改善が期待でき，障碍の種類によって「スポーツ有能

感」の変化が異なると推察される．このことから，「スポーツ有能感」の意味の質は健

常者と同質ではなく，また障碍ごとに異なるので，量的アプローチでは限界があった

といえるさらに，本研究の対象者において，体調面の変化への気づきは受傷後およ

び運動・スポーツ開始後で特にみられず，「体調管理」の変数は，中途身体障碍者を対

象に検討する際には重要な変数とはならない可能性があり，多面的階層モデルにおい

てこれらの変数の位置づけを再検討する必要がある．本研究の対象者においては，体

調や体力の自信というよりも身体的健康を維持する関心が高かった．これを踏まえる

と，中途身体障碍者においては，二次障碍や廃用性症候群などの中途身体障碍者に特

有の要因を位置づける必要がある．

ShavelSonetal.(1976)は，自己概念は発達的概念であり，人が自己を形成する上で

経験する環境が重要な役割を果たすと述べている．また，中途身体障碍者を対象とし

た研究において扱われる障碍受容は，中途身体障碍者の内面で時間の経過とともに自
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聖

然に変化する個人的な経験ではなく，時間や周囲の人間，そして行動との関係性の中

でダイーノーミ・ソク（二通存する力動的な体験である（高山1997).つまり，築きあげてき

た自己か受傷仁上{'ﾉ揺らぎ，その後自己が変容していく上で，運動・スポーツという

経験が中途身体障碍春に果た-す役割は非常に大きい．運動・スポーツが提供するアス

リーl、としてひ)世界や残存機能の可能性への気づき，周囲からのサポートの体験は

受傷による喪失感からの脱却と生きる意味の再定義につながるものであり，運動・ス

ポーツを述じて，〔1己の可能性へ挑戦寸一る機会を提供することができるであろう．

本研究では，対･象者の実際の経験から,Fox&Corbin(1989)の多面的階層モデルに

基づきつつも，現実のｲJ動や心理現象を生きている対象や状況から切り離さずに捉え，

中途脊髄槙侮者ﾘ〕自己(ﾉ)変容過侭をより詳細に説明してきた．障碍と共に生きる者が

増加し，生き方への援助が問題となっている今日，中途身体障碍者の自己の本質とそ

の変容過程に果たす-運動・スホーツの役割に迫る新たな知見が得られたことは，非常

に意義がある．

おわりに

修士課樫入学当初から本学位論文の作成までの5年間，温かいご指導と励ましを頂

きました九州大学健康科学センターの橋本公雄教授，ならびに貴重なご助言を賜りま

した諸先生方に，心より御礼申し上げます．

表 l 受 傷に伴う自己の変化

カテゴリー

＜身 体 的 自己知覚の変化（からだ）＞
身体能力の変化

体調の変化

体型の変化

筋力の変化

＜社会的自 己知覚の変化（世界）＞
日常生活の中心の変化

受傷前の仕 事への自信喪失

周囲との関係性における意識の変化

今後の生活

行動範囲の変化

＜自己の変 化 ＞
自己の捉え方の変化

サブカテゴリー

歩行の制限

走行の制限

足を使う動作の制限

排尿・排便能力の制限

性的能力の制限

スピーディな動きでの時間調節不可

バランス能力の欠如

健康への意識

筋肉の一部欠損

受傷前の体型の喪失
体型の歪み

受傷前の筋力の喪失

身体能力を補うための筋力の必要性

仕事中心の生活を喪失

仕事を非重視

交友関係中心の生活を喪失

交友関係の制限

仕事への自信喪失

人に迷惑をかけたくない

距離を置かれることへの不安
受傷前の日常への渇望

結婚への憂慮

今後の生活への

行動範囲の制限

不安

障碍による制限への気づき
障碍者という認識

自信喪失

健常者との比較

取 り 残 さ れ た 自 分
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表2運動・スポー ツ に 伴 う 自 己 の 変 化
カテゴリー

＜身体的自己知覚の変化（からだ）＞
身 体 能 力の変化

体調の変化

体型の変化

筋力の変化

＜ 社 会 的自己知覚の変化（世界）＞
情 報 的 サポート

重要な他者

新たな生活の中心

交友関係の再構築

＜自己の変 化 ＞
新たな自己

アスリー トとしての自己

生活の充実

受傷前の自己の再現

サブカテゴリー

新しい勧作の鍾得

受傷後体調の変化なし

体型の向上

筋力の向上
筋肉の発達

他者からの刺激

周囲からの評価

重要な他者との

重要な他者から

競技中心の生活

仲間意識
必要とされてい

｝H会い

の 容 認

へ

る自分

自己の可能性へ〃）気づき
自己の可能性への挑戦

適当だった自分からの脱却

向上心

目 標 の 設 定

チームの一員としての自分

生活満足感

謙虚な自分から受傷前の自分へ
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行動療法に基づく非対面生活習慣改善法の有効性に関する研究

山津幸司（浅井学園大学短期大学部）

九州大学大学院人間環境学府

博士（人間環境学）

平成18年3月27日取得

論文概要

1．研究の背景および目的

肥満高血圧、糖尿病などの生活習‘|職病の予防．治

療にとって、食・運動行動d)改洋などによる非薬物療

法は薬物治療と同等に重要であり、その効果的な実践

のためには行動科学的アプローチが不可欠と考えら

れている。生酒習悩改善に対･寸一る対面指導は効果的と

の報告かこれまで多数なされているか、－度の介入で

対象とできる人数か限られろなどの制約から、一次予

防の標的となる大集団への介入法としては必ずしも

適しているとはいえないその結果、対面指導を補う

形で発展してきた非対面（・通偏）指導か公衆衛生的に

優れたアプローチとして期待されている。

本研究の目的は、生活習|側病の－次および一次予防

の具体的な解決策として、行動療法に基づく非対面生

活習慣改善法を新たに開発し、生活習慣と雌廉指標に

対する有効性を明らかに寸一ることであった。そのため、

次の4つの研究課題を設定したまず、研究1では指

導者の関与が全くない完全非対･面生活習慣改善法の

有効性を評価するために無作為比較対照試験(RCT)

を行った。研究2と3では、研究1と同一のシステム

を用いた完全非対面生活習|桃改善法の効果に影響す

る要因として、通常2回提供される個別助言の回数が

1回に減った場合の影響（研究2）、およびそれを指導

者が用いた場合の影響（研究3）の検討を行った。す

なわち、研究2では介入要素を減じた場合の効果検証

であり、より饗用対効果に優れた生活習慣改善法を明

らかにすることを意図した。研究3では指導者がいな

くても効果が得られるが、指導者が本プログラムを用

いれば更に効果が増すのかという仮説の検証を通じ

て、指導者の有益な活用法について検討した。研究4

では、1回の対面指導と6カ月間のセルフモニタリン

グ(SM)からなる糖尿病者に対する健康行動支援プロ

グラムの非継続者を対象に、非対面サポートを加えた

場合の有効性を2次予防の観点から評価した。

2．研究方法

1）本研究で用いたプログラム

研究1～3で用いたのは、足達・山津らがオムロン

ヘルスケア株式会社と共同で開発した健康達人生活

習悩改善プログラムであった。このプログラムはa)

行動療法、b)非対面指導、c)情報技術を組合わせた

新しいプログラムであった。つまり、プログラム設計

は生活習|職改善に最も効果的と考えられている行動

療法に基づいており、非対面指導であるため時間や場

所の制約が少なく指導者および対象者の利便性が高

く、惰報技術の活用によりコンピュータが自動で作成

するテーラーメード（個別）の助言が提供可能となっ

ている。その結果1）途中で指導者の関与を全く必

要としない完全非対面で、2）個別助言は質問票への

回答から詳細に個別化されており、3）具体的な目標

行動設定とSA1により生活習慣改善の実践を促すだけ

でなく、4）個別助言を完全自動化したために、大集

団に対しても迅速、安価に均一の指導が可能であり、

非対面の短い介入期間であることから参加者への負

担が少ない、などの利点を有していた。

研究4では、熊谷・佐々木らが開発した健康行動支

援プログラムに非対面手法を加えたサポートプログ

ラムを新たに作成し用いた。健康行動支援プログラム

は、医療機関で糖尿病の診断や病態をチェックし、医

療機関外施設で生活習慣改善の支援を行い、対象は非

薬物療法下にある2型糖尿病や耐糖能異常の患者で

あり、患者にとって簡便な自宅中心の介入という特徴

を有していた。サポートプログラムでは、これに電話

と手紙による継続サポートという教育要素を加えて

行った。

2）手続き

研究1では、新聞募集に応じた20～65歳までの男

性162名のうち、1)BMI24kg/m'以上の健常者か2)

BMI23kg/m晋以上で軽症高血圧、軽症糖尿病、高脂血

症のいずれかに該当し、書面での同意が得られた52

名を対象とした。対象者は、介入前評価として身体測

定、血液検査、血圧測定を行った後、図1に示したよ

うに、健康達人減量編とその後3カ月SIIを行う行動
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群24名と減量編の小冊子のみが提供される読書群28

名の2群に無作為に割り付･けられた（図1）。行動群

の対象者は、減量編の全教材と歩数計、体重計を提供

され、行動療法による減量の基礎知識を小冊子で学習

し、初回質問表の中で生活習|質を自己評価した後、具

体的な行動目標を設定した。その後、回答から自動作

成された個別助言を読み、体重、歩数と行動目標のSM

を行った（図2)。個別助言は、年齢、BAII、関連疾病

や専門家からの減量の勧めなどを基準に減量か体重

維持かを判断し、生活習慣の現状から改善が望ましい

生活習慣やそれらを変容する工夫などを提案した。さ

らに、選択目標と生活習慣の項目ごとの改善への意向

や自己効力から、目標の適切さなどについても助言さ

れた。その4週後に、2回目の質問表により目標行動

の実践状態を把握し、その状態に合わせた実践への励

ましや工夫が個別に提供された。さらに行動群には1

カ月の介入期間終了後も全員が前述のSMを3カ月後

まで継続させた。読書群の対象者は小冊子と歩数計、

体重計のみを提供され、小冊子を読み減量の自助努力

を行い、歩数と体重の記録を介入前、終了時、および

3カ月後の各7日間だけ行うよう指示された。質問票

調査と身体測定（身長、体重)、医学検査は、介入前、

終了時、および3ヵ月後に全員を同一会場に集めて実

施した。なお、これらの測定会では減量に関する教育

的情報は一切与えられなかった。

送付貿料

小冊子

1回目質問表

|個別アドバイス

I配録用紙

参加妻

α急襄彦
到
面’

一
一

くE7rラ三瓦万，

1ナ･月覗捲窪

2回目貢間表｜弓、--勢~~~”
己蕊塞謬

表'二

実践
全一

個別アドバイスl 中一一角一国一宇故由網一宇●F■■■『■吋廿吟■F寺■■寺■■■P■｡■■■■｡■a■■a■■｡
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図2.健康達人生活習慣改善プログラム

研究2では、研究1と同一システムで辨築した健康

達人高血圧予防編による介入を終了し、10カ月後の追

跡調査に回答した1回群126名と終了群110名の計

236名を分析対象とした。1回群とは、高血圧予防編

の2回の個別助言のうち1回は個別助言を受けたが、

終了時の質問票には回審せず2回目の個別助言を受

けなかった者であり、終了群は2回の個別助言を受け

プログラムを終了した者であった。1回群と終了群の

主要な相違点は、終了群は高血圧予防編の全教材（小

冊子、1カ月間に2回の個別助言）を受け血圧と行動

目標のSMも実行したが､1回群は小冊子と初回の個別

助言のみであった。すなわち両群ともに、受診や治療

継続など適正な受療行動の勧め、個"･の生活習慣の評

価、目標行動としてふさわしい具体的行動の例、知り

たい情報の詳細に加え、目標行動設定とSMの具体的

方法などを、A4用紙10頁の冊子に自動出力して印刷

された初回の個別助言を受けた。しかし、2回目の個

別助言、すなわち血圧や生活習慣変化の評価、目標行

動修正の要点、実行の阻害要因克服の工夫、主治医へ

の報告や未受診者への受診勧奨用の紹介状などは終

了群のみに提供された。

研究3では、研究2とほぼ同一システムで個別助言

が1回のみの健康達人高血圧改善編（高血圧P)を用

い、九州内に拠点を置く大企業A社とB社の2工場に

勤務し、検診血圧が正常高値以上で収縮期170ImlHg

かつ拡張期110InnlHg以上を除く83名を対象とした。

83名の対象のうち、A社の38名は高血圧Pの説明や

その後の面接を保健師が行う群(指導者介入群）とし、

B社の50名は高血圧Pのみの介入を提供する群(高血

圧P介入群）とした。参加者には2週間前に家庭用自

動血圧計を届け、高血圧Pによる助言を参考に自分で

目標を設定させ、血圧と一緒に毎日記録するように指

示した。個別助言が届くタイミングや血圧測定に関す

’
対象集団の無作為化

兎名
I

｜
I

行動群24名

読書群28名

①小冊子による自己学習
②歩数計.体垂計

①小稲子
②習慣の自己評価と目標設定(質問変）
③個別アドバイス
④歩数計､体重計
⑤毎日のセルフモニタリング(1カ月〉

介入終了(1カ月後)24名('00%)||!カ月後26名(92"6）

毎日のｾﾙﾌﾓﾆﾀﾘﾝグ(2カ月間）’

3ヵ月後の測定会に参加22名’’3ヵ月後の測定会に参加25名

完全終了者22名(917%）］｜一了者2，名(8"%）

１
１|l

図1研究1の流れ
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る説明も両群でlil版で『*)一』た本研究でI没定した2群

の相違点は、指導帝介人鮮に1t企篭内雌吹祷理センタ

ーの保健師がプログラムリノカイタ･ンスと介入前後に

血圧と体重の測定を行い、商血圧l)介入峠にはなかっ

たことである。保健師か行ったことば、1）プログラ

ム配布の際に、教育内容にはふれず、本プログラムの

利用法のみを約15分‘税Iﾘlした後に血圧と体砿を測定

し、2）2週後に励ましの手紙を金l.iに送り、3)1

カ月後に、個別に15分かけて実跿状況を確認しなが

ら面接を行った後、血圧と体砿を測定し、4）設定し

た目標を続けるように助ir;.弓l･ろ、ことであった．研究

に参加し、1カ月の記録を完遂した背には、家庭用自

動血圧計（オムロン社製IIEM-738)を進呈した．

研究4では､199.1年より2003年主での10年間に健

康行動支援プログラムに参"'llし1年|剛継続できなかっ

た121名のうち、サホートフログラムに参加を希望し

た耐糖能異常者21名を研究対･熱とした“サホートブ

ログラムでは、健康行動支援プログラムの教育要素で

ある､a)健康行動やメンタル'、ルスの自己チェック、

b)身体組成や持久的体力の測定、c)1回の対面指導

（運動や食事療法の情報雌康心理tによる行動目標

の設定)、d)6カ月のSⅡを』,壜本の介入要素として残

し（図3の白抜き部分)、その後の迩偏サポートとし

て、面接から2週後の曜話による接触と毎月1回の手

紙を送付した。寵話による接触（対･象者1人当たり約

5分）は面接から2週後に行った（図3の6と8)。

具体的には、行動目標の開始者には激励と目標を継続

できそうかの確認を、開始していない者にはどうすれ

ば始めることができるかを確認し、必要に応じて行動

目標のレベルを調整した。1カ月毎に返送されてくる

SMに対し手紙(A4用紙1枚）で励ましや良い変化を

褒めること、実践の障害に対する対処法の提案や健康

情報の提供などを行った。

3．結果

研究1の減量意欲のある男性52名（457歳、

BMI26.2kg/mu)では、小冊子を配布し減量の自助努

力を行わせる読書療法（読書群）でも3ヵ月後わずか

ではあるが有意な減賦(-1.3kg、-0.5kg/m望、－1.8%)

が得られるが、個別助言を用いた完全非対面生活習'|貫

改善法は、読書療法に比べて歩数の促進は約3倍ほど

大きく（図4）、減趾は図4のように1カ月(-1.3%vs

-0.4%、径0.01)、3カ月後(-28vs-1.8%、岸0.07)

も大きく、特に肥満男性では明らかに優れていた（1

カ月後:-2.0%vs-0.3%、陸005，3カ月後:-4_0%vs

-2.2%、岸004)‘
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1これまで健康行動支温プログラムに参加し1年以上継親できなかった者を対叡に募集を行った

且
Z研究参加希望者は病院を受診＝穂負荷試験一稲尿桝の診断に基づき医師が本介入の適応可能性を判断【】.I｝
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』4.韻明会検五結果の股明.健康1こついての臓猿および具体的行動目標の殴定ま
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IX+.2,)；5，運動指導,ウオーキング、簡岨なレジスタンストレーニング、ストレッチ等
令

｜食事指導禽露'蕊韓1号した.個別ﾛゲﾗﾑ 鴬

鱗聯雛瀦藤蝋蝋罵！鑿倒一可【〕
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i76ヵ月各自で食事･運動恢法および実暇項目を実施
体重,歩行散行動実践についてのセルフモニタリング（1ヵ月毎に返信〉－4{）

鍵畿驚毒迄議溺苓職撫溌撒職鴛驚；．，
』….....‘,.,...….……．蕪プログラム中も.医師の桁示に礎い
9．6カ月後再検査とフォローアッブ敵ケ月毎に通院する
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図3.健康行動支援プログラムとサポートプログラムの概要
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2005年度第20回国際応用スポーツ心理学会（A“SP）報告

高~涯詳（蝋海大'学体舂学部）

2005年10112611かI>30日に、ｶー ﾅー グα）

バンクーバーにて鋪20191国際応用スホーツ

,心理学会(AAASP)が開雌されました〃こ

の学会は、スホーツ心理学の現場での応川(実

甥を目的とし、llt界307IJI勤以上の|卸から約

600名の応朋スホーツ心理学の割'11家が集

まりましたー 実|際は、

①体青･スホーツ科学系の競技力向上の

スポーツ心理学の専門家

②体育・スホーツ科学系の

社会スポーツ心理学の専門家

③心理学系の健康スポーツ心理学の

専門家

が集まりました“約半数は、博士号を持った

プロフェッショナソレといわれる体育・スホー

ツ科学系および心理学系のスホーツ心理学の

専門家で、多くは大学で教鞭をとったり、I今｜

分で会社を持ちプロのコンサルタントとして

活動をしている人々であり、残りの半数が大

学院で応用スポーツ心理学の専門家を目指し

ている学生たちでした。会員の半々が体育・

スポーツ科学系と心理学系の教育的背景を持

っている人々です6

2005年現在、AAASPでは、約220

名が「登録された心理学のコンサルタント」

というライセンス（資格）を持ち、応用スポ

ーツ心理学の現場での実践や研究をしていま

ず＄この資格を持っている人のほとんどは、

APA(米国心理学会)のデイビジヨン47(ス

ポーツ心理学専門分科会)の資格やUSOC(米

国オリンピック委員会）の資格も取得してい

ま式体育･スポーツ科学系の研究者は、この

－83‐

「登録された心理学のコンサルタント」の資

格で活動をしていま寸一･一方、北米では、臨

床スホーツ心理学やカウンセリングの専門家

{Zi:APAの資格と各州のライセンスを持たな

いと活動ができないために、心理学系の大学

院で博士号を取得:した後に、この心理学にお

：ナる資格を取っていまず。しかし、その中で

スホーツに関する健康スポーツ心理学に興味

をもっている人々は、この心理学の衡格と同

時にスホーツ心理学の単位を取得し、

AAASPの資格も取り、「スホーツ心理学者」

という名称で活動をしていますもしかし、体

育･スホーツ科学系の教育的背景を持つ人々

は、スホーツ心理学者と名のることはできま

せんので「登録された心理学のコンサルタン

ト」というタイトルを名のることになりますお

つまり、教育的背景の違いによって「競技力

向上系」か「健康系」に区別されています．

ただ最近は、両方の資格が取れる大学院や修

士課程で体育・スポーツ科学の勉強をし、博

士課程で心理学系の勉強をする人も多いよう

です。なぜなら、スポーツ関係だけの仕事の

マーケット（仕事）が少なく、一般の人に対

する臨床心理学的療法等ができた方が仕事に

なる可能性が高いという理由が大きいようで

す。

今回は、本研究者が参加したセッションの

中から、いくつかを選択して報告しま-すも

初日には､歓迎･オープニングの式典と「コ

ールマン・ロバーツ・グリフィス講演」とい

うレイナー・マートン博士を招待した講演会

が行われました。最初に前会長のデーモン．

－岸
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持ち、コンタクトしてきました。二二でいろ
んな試みをし、世界選手権のﾉ､一ティーに参
加していたとき、各国のいろいろなサポート
について話を聞きました．．．・・私は、最
近は今シニア（お年寄り）の人々(二鯛ってお
ります。などの話をして、今もスポーツに関
わっていることを話していました｡特に、「ス
ポーツとは、何？」を考えさせられるこのご
ろです。スポーツを楽しむ、スポーツの技術
が向上するなどいろいろな要因(ニ対して、い
ろいろな思いがあります。私は、いまやスポ
ーツ心理学において重要人間ではない、でも
多くの教育的貢献はしていると思う。スポー
ツ心理学のプロになるには、スキルや知識が
トレーニング勉強)されるだけでなく、応用
という方向へ、サービスという方向へ活動し
て、プロとしての資質を育てると思いますち
また知識と経験を統合して、プロになること
が重要ですbただ知識だけでなく、知識の応
用や実践ができることが必要です。さらにス
ポーツ科学という観点から見るとスポーツ心
理学は狭い世界です。問題が起きたときの解
決法を考えるのもスポーツ心理学ですし、デ
ータはあくまで事実であり、そのデータを自
分のものにし、それを有効に活用する知識が
必要です。事実という情報を完全なイメージ
にするには、経験が必要です。いいスポーツ
心理学者と普通のスポーツ心理学者の違いは、

サービスという観点からも言えるかもしれま
せん。ノ､イテクという時代では、コンピュー

ターという道具を使いサービスをするのは、

必要なことですし、時代の変化を感じること

が重要です。知識は、発展をさせるための道

具となり、多くの情報をどのように集め、そ

れをどう把握し、それを統合し、一般化し、

バートン博士が、1986年から数えて第20回

目の学会がスター|､したという話をし、今回

の招待講演者の紹介をしました。今回の講演

者は､イリノイ大学で教鞭をとり、14名の大

学院生を育て、その後は「H']manTGnetic=」

社という出版社を作り、スポーツ心理学のみ

ならずスポーツ界に違った角度で貢献をして

いる人で、今でも地域のソフトボールチーム

などにメンタルトレーニングを指導していま

すというような紹介がされましたハ

脾ポー ﾂ晒醇を厨司二房示引(1）
｢｜

’
講演のタイトルは､｢スポーツ心理学とは何

ですか？」というもので､その内容は：ここに

来て話をすることは、うれしいことです。

1966年に私が学生のころ､イリノイ大学は米

国で最初にスポーツ心理学の研究室を充実さ

せた大学だと思いますbコーチングの心理学

という本が出たころの1925年は、心理学が

何をするのか、心理学を活用してコーチング

をどれだけ伸ばせるのかなどが注目されてい

ました。そのころ、アメフト、バスケ、野球

などに対して、セルフコントロールなどを

1929年という時代に指導していたので

す．・・・。私は今、スポーツ心理学につい

て毎日考えることはありませんが、昔は考え

ていました｡1973年米国体育学会のころ、ま

たイリノイ大学で教鞭をとっているころ、

「スポーツ心理学とは､どんな意味なのか？」

を考えていました｡当時は綿+学的な手法憧

的研調が多く用いられていましたし、私は、

そのころ「不安」について研究をしていまし

た。当時、多くのスポーツにおいて、コーチ

教育、特にボランティアコーチの教育につい

て、興味を持ちました。その時、たまたま

USスキーチームがスポーツ心理学に興味を

１
１
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実践で活用するかが大切で寸一・科学者は、自

分の仕事で怖報を統合し、スホーツ科学や研

究をどう翻訳し、自分のものにし、それをど

う伝えるかをしています~bスホーツ心理学は、

トレーニング（研修・勉強）か必要であり、

研究よりも指導の方が大切かもしれません，

プレッシャーについての研究では、科学を通

して､統合して、価値のあるものに寸一る。「誰

が知識や情報を統合ﾏi-るのか？」、「それは大

学教授？｣、「何をどうしたらスホーツ心理学

が進歩するのか？」、「研究者といわれている

人たちが何をするのか？」について話をした

いと思います。この数十年で、スポーツ心理

学は進歩しています匡若い学生さんが自分は、

スポーツ心理学者になりたいのか、スポーツ

社会学者になりたいのか？競技力向上の専

門家になりたいのか？実際、スポーツの現

場では、実践的なサービスが必要であり、ど

のようなアプローチをするのか？研究者は、

方法を使って結果を出す、しかし今はもっと

質的な研究を使って結果を出します｡最近は、

スポーツ心理学の研究の多くが、質的研究に

なってきていますb昔、私が量的研究し、そ

の結果(まとめ)を出すには5年がかかった。

しかし､少しずつでも毎年まとめを出すには、

どうしたらいいのか？いくつかの一連(シ

リーズ)の研究をしてはどうだろうか？私

は、科学的研究をしながら、現場でのベスト

サーピスをできるようにすることが必要だ

と思いま土このプログラムかだめならほか

のプログラムを試すことが必要で-ｳ~bスポー

ツのトレーニングも多くの知識が必要なのと

同じで、スポーツ心理学においても多くの知

識が必要です~bスポーツ心理学者は、研究を

して、どのデータをまとめておわりではない。

"87．

そのまとめた木研調を育てること畷場での

実践)も必要ですもこれがスポーツ心理学者の

自然な（あたりまえの）仕事です－6大学．ブ

ロスホーツにおいて何名のスポーツ心理学者

がいるの力約200名（資格保持者）ですb米

国では､3000名のスポーツ心理学者が必要で

す＝今ここで何名が現場で活動するスポーツ

心理学の専門家ですか？何名が大学以外で

活動していますか？手を上げてください。

（数十名が手を上げた)たったこれだけです。

まだまだスポーツ心理学の実践者が足らない

のです。スポーツ心理学は、まだまだ途中の

段階ですbもっと多くのスポーツ心理学の専

門家や学生が必要ですし、研究や実践報告な

どが足りません。人々は、どのように自分の

人生を成功させるのか？16歳では運転免

許を取ることが成功、20歳では教育が成功、

35歳ではお金が成功、50歳でもお金なので

しょうか？またどんなサービスを、どんな

パッケージを、どんなコーチ教育をすればい

いのか？コーチたちがなにを必要としてい

るのか？マーケット（現場）は？サービ

スは？競技力向上は？教育的アプローチ

は？どのようにサービスをするのか？も

っと質を高めてサービスをすることも必要で

しょう。今の課題は、マーケットを満足させ

ることが重要でしょう。多くの、また幅の広

いスポーツに対して、｜､レーニング（研修・

勉彌したことを生かせるマーケットがなけ

ればならないし、トレーニングを生かさなけ

ればならない。たしかに科学や学問は、自信

を与えてくれますが、もっと実践的なトレー

ニングを積むことが大切ですもジム・レーヤ

ー博士は、プロのスポーツ心理学の専門家と

して現場での活動し、ビジネスとして活躍し
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持ちました。もし、今の時代に誰かが性格検
査の心理テストを使うなら、私なら裁判にも
って行きま‐ｳ~bそうすれば大金持ちになりま

す。昔、30年前は性格検査などを使うという
科学があり、その後は実験室での研究という
科学が、そして今は現場での実践（応用）と
いう科学が出てきたのです。

以上のような特別講演と質疑応答が行われ、

講演後には「スタンデイング・オーベーショ
ン」という会場の人街が立って拍手を行うと
いうこのような特別講演では、異例のできご
とがありました。この講演を聞いて、多くの

人が感銘を受け、この内容に対-する賛同があ
りました。

ている。私たちは、もっとステップアップす

る方法を考え、スポーツ心理学のポテンシャ

ル（可能性）を高めることが必要です。ある

時、ベトナム戦争で活躍した軍人の話を聞き

ました｡その軍人はパラシュート降下をして、

多くの戦債を上げ英雄となりました。ベトナ

ム戦争が終わり、あるときひとり人の人が話

に来て、私があなたのパラシュートをたたん

でいたのですといったそうですbこのときこ

の英雄は、そのひとに握手を求め、あなたの

おかげで私はここにいるのです。あなたの仕

事がなければ私はここにいません(死んでい

る)と感謝の気持ちを表したそうです｡つまり、

応用スポーツ心理学の専門家は、このパラシ

ュートをたたむような佳事かもしれません。

地味で縁の下の力持ちかもしれませんが、選

手やコーチにとってなくてはならい存在に

なるべきだと思いま式」という講演があり

ました。

質疑応答における会場からのコメント：

選手は、メンタルトレーニングを試し、効

果があれば使うはずです。しかし、効果がな

ければやらないでしょう。ここがポイントで

はないのでしょうか？

質疑応答における回答：

科学は、非常に狭い世界です。データや結

果は、コントロールされています。特に、実

験室での研究などはまさにそうです。ここに

私は、「失望を感じ､スポーツ心理学とは何な

のか？」を考えました。昔、スポーツ心理学

はく研究＞という観点が強調され､1960年代

から実践（応用）消えましたが、今は世界で

スポーツ心理学が大きな影響を及ぼす時代に

なりました。昔、性格検査を使った研究があ

りました。私は、これが科学かという疑問を

１
１

その後、ウエルカム（歓迎）パーティーが

行われ、世界各国から集まったスポーツ心理
学の専門家や学生たちが交友を暖めました。
この学会は、初日のパーティー、2日目の学

生パーティー、3日目のUSOCの資格保持

者パーティー、4日目の全体パーティーなど

毎日情報交換会が行われ、世界各国の人々 と

の交流や|青報交換の機会が多く設けられてい

ました。しかし、残念ながら日本人の参加者

は、日本から10名（学生5名）と留学生2

名の合計12名であり、日本スポーツ心理学
会会員は450名もいる大きな組織から、も

っとこのような情報交換会に参加してほしい

と感じました。

｜
P

’

この学会では、①競技力向上、②仕会学、③

健康のスポーツ心理学の3分野に分かれて、

多くのシンポジュームやワークショップ、そ

して発表がありましたが、今回は、本研究者

が参加した競技力向上系のセッションをタイ

､88‐



（12）ポスター発表2回

（13）陸上オリンピックチームコンサルテ

ーションの4年間のプラン

(14）陸上オリンピックに帯同しての経験

(15）社会心理学キーノートアドレスら

競技力向上を継続する完壁主義の

概念

(16）スポーツ心叡里学とUSA女子聞球

チーム：金メダルへの道

(17）進歩したスポーツ心理学：成夢i肩一る

スポーツ心理学の原理を考えよう

(18)組織化したT､hiTTIETank

(19）チームに対するコンサルティング

トルだけです~か紹介寸一ることにします

シンポジューム

(2)AAASPの20年の歴史

(3)USOC(米国オリンピック委員会）の

スポーツ心理学のサービスは効果的

なのか

（4）テニスでチャンピオンを作る親の影

響：プロのテニス選手・親・コーチの

研究から

（5）大学アスレティックデパートメント

（スポーツセンター）の

メンタノレパフオーマンスモデル

(6)NCAAにおけるスポーツ心理学の役割

（7）メンタルトレーニングの段階的プログ

ラム・本当かうそか、未来への波

競技力向上・介入のキーノートアドレ

ス

（8）考えてみよう「いかに気持ちよくなる

畑：競技力向上の過程で学ぶもの

以上か、2005年度第20回国際応用スポ

ーツ心理学会の競技力向上系の報告や発表の

内容で-Irt

コロキューム

（9）イギリスのエリートユースサッカーに

おけるメンタルスキルの導入

ワークショップ

(10)Engagement駒束･契約〕のプロ

セス：スポーツ心理学のコンサルテ

ィングを向上させる現象的アプロ

ー チ

シンポジューム

（11）メンタルトレーニングを蕊入したコ

ーチを穆擦する：スポーツ心理学コ

ンサルタントの役割

Ｉ
‐
Ｉ
Ｌ
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日本体育学会第57回大会案内

弘前大学

2006年8月17日～19日

(プレセミナ凸と一 を含む）
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日本体育学会体育心理学専門分科会企画プレセミナーの案内

平成18年8月17日（金)15:00～17:00

弘前大学（総合教育棟301号室）

「動いている人間の中身を知ること（志向分析)」

日程

場所

テーマ

講演

司会

指定討論者

佐藤徹先生（北海道教育大学）

阿江美恵子先生（東京女子体育大学）

粟木一博先生（仙台大学）

■
８
６
ｐ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
■
■
ｑ
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動いている人間の中身を知ること（志向分析）

佐藤徹（北海道教育大学）

のは等閑視されてし.表っていることが珍

しくありません‘

人間の行勤をそのままのかたちで捉え

ようとすると、作用弓i-る要因かあまりにも

複雑寸一ぎるので、部分的に抜き出して、あ

るいは分けて考察しkうと-ｳｰる研究手法

は、客観性を求める場合には不可欠なもの

であることはいうまでもありません。その

ようにして得られた成果の大きさについ

ては、近代の科学技術の発展を考えたとき

否定する者などいないでしょう。

しかしその一方で、そのような抽象化に

よって見失われたものも非常に多いこと

も事実です。抽象の際には、それ以外のも

の（こと）を捨て去る（捨象）か､.取り出

したもの以外はす"くて同一と見なすこと

が前提となるからです。

体育授業で生徒に運動を教えていると

き、あるいは選手の技術指導をしていると

き、なにか一つのことだけを取り出して、

それだけに基づいて指導することはあり

ません。跳び箱がとべない子どもを見て、

助走のスヒ｡－ドや踏み切り時の関節角度

だけで跳べない原因が分かれば苦労はあ

りません。助走スピード以外はみな同じと

いうほど人間の運動は単純ではありませ

ん。また、その子は恐怖心を持っているの

で優しいことばで励ますといった教師の

同情的行為だけで跳べるようになるので

私たちが誰か他者の運動を見るとき、た

とえば両手を上げて左右に動かす動作を

見るときには、風に揺れる木の枝を見ると

きとは異なった見方をしています。意識を

持つ人間と持たない木の動きなので当た

り前のことといえますが、同じ人間の動作

であっても、上挙した手の動きを見てダン

スを踊っているのか、それともサッカーで

自分の方へパスを回せという合図をして

いるのかすぐ分かります。それは、われわ

れが他者の動きを見るときには、その場の

状況把握に加えて、動いている人間の意図

や意識感情などを総体的に見ているから

です。いわば、その他者という－人の主体

が世界とどのように向かい合っているか

を考えながら見ているといえるでしょう。

これはすでに他者の運動を志向分析しな

がら見ていることになります。

このような生き生きした世界の中で

運動の観察は行われているはずなのに、そ

れが研究の次元になるととたんに石ころ

の動き（物体の位置移動）と同じ扱いをさ

れるのはなぜでしょう狐つまり、人体と

いう物体がどのような速度でどっちに移

動したのかということだけが問題とされ、

意識など内面の問題は排除されて考察さ

れてしまいます。

これとは逆に、実施者の内面を考えよう

とする場合には、行われた運動現象そのも

－94‐
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て分析結果もまったく異なったものにな

りえます。そこに普遍妥当的な客観性など

あるわけがありません。それゆえに、指導

者には適切に分析できる能力への希求努

力が求められます。

生徒や選手に動きを教える場合、教え

る主観と学ぶ主観の相互作用の中から成

果が生まれてくることから考えれば、学習

者の志向性を分析する作業は指導者にと

って根源的な意義を持っています。これま

で、このような主観性に関する分野は研究

対象としては敬遠されてきたのが実情で

はないでしょうか。従来の数値化、ないし

はモデル化をめざす研究手法とは異なる

方法で、心身の統一体としての人間の動き

の発生様相や指導法について探っていく

もありません。

運動の指導では、動きの外形的変化だけ

を見るのではなく、実施している者の志向

性までも含めて総体的に内実を掌握する

ことが必要です。その際、前述したように、

恐怖感や意図などのような明確な意識（能

動的志向性）だけでなく、本人さえ気づい

ていない受動的志向性に目を向ける必要

があります。

そのひとつの例として「キネステーゼ」

という概念があります。これは、現象学者

のフッサールの用語で、われわれが

意識的あるいは無意識的に「これは自分

にできる」と感じている運動感覚のことで

す。生徒や選手のキネステーゼを適切に把

握できることは、運動指導者にとって不可

欠な能力を構成することになります。キネ

ステーゼは、物のように指し示したり測定

したりすることのできない「運動感覚能

力」であることから、観察者による解釈に

よってのみ把握が可能となります。このよ

うな解釈行為こそ志向分析に他なりませ

ん。

そのような暖昧な（数値化できない）も

のに研究としての客観性は担保できるの

かという疑問が生じるかも知れません。し

かし、客観性という理念がなじまない、と

いうより数値化とは別様の研究の仕方の

方が実践的な知見が得られるような研究

領域も、とくに人間を扱う場合には多くあ

ると思われます。キネステーゼの解釈とい

ったような志向分析では、対象の多様性だ

けでなく、研究する者の経験や能力によっ

研究も一考する価値はありそうです。

’

I
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日本体育学会第57回大会（弘前大学）の内容

、キーノー|、レクチャー1

日時8 月 1 8 日 （ 金 ) 1 3 : 00～13:50

会場総合教育棟301号室

題名身体障害者の自己の再構築に果たす運動・

演者内田若希（九州大学大学院芸術工学研究員

司会吉 川 政 夫 （ 東 海 大 学 ）

1

スホーツの役割

・日本学術振興会特別研究員）

2．キーノートレクチャー2

日時8月18日（金)14:00～14:50

会場総 合教育棟301号室

題名スポーツ選手が語りそして表現する「身体」の治療的意I味

演者中込四郎（筑波大学）

司会井上則子（津田塾大学）

3シンポジウム

日 時 8月19日(jz)10:10～12:10

会場総合教育棟301号室

テーマ体育・スポーツ・健康教育におけるポジティブサイコロジー

司会橋本公雄（九州大学健康科学センター）

演者堤俊彦（近畿福祉大学）

健康心理学の視点から見たポジティブサイコロジー

小橋川久光（琉球大学名誉教授）

体育・スポーツ領域におけるフロー研究の立場から

宮城政也（沖縄県立看護大学）

ヘルスプロモーションにおける楽観主義の視点について

コ ロジ ーの 視点

4．口頭発表（発表題数12題）

日時8月 1 8 日 （ 金 ） 9

8月20日（土）9

場 所S301

一
へ

０
０

０
０

5ポスター発表

日時8月18

8月19

場所TOO 1

(発表題数56題）

日（金)9:00～12

日(jz)9:00～12

10

10
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6．理事会及び総会

理事会8月18日（金）11

総合教育棟301号室

4040～12

001 0 ～ 1 38月19．日（土）12

総合教育棟301号室

総会

’

1

I
’

ｌ
ｌ
１
Ｉ

１
１
１
１
１
Ｉ
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平成17年度事業報告（平成16年総会～平成17年総会）

1日本体育学会第56回大会関係（於：筑波大学）

(1)一般研究発表

口頭発表（体芸棟55C11,体芸棟55C12)

ボスター発表（ダンス会場）

オーガナイズドセッション

日時：平成17年11月23日（水）～26日（士）

発表数：平成17年度89題

（口頭発表19題;ボスター発表66題;オーガナイズドセッション4題）

（備考：平成10年度46題;平成11年度54題;平成12年度44題

平成13年度49題;平成14年度45題;平成15年度56題

平成16年度58題）

(2)キーノートレクチャー

＜その1＞

日時11月23日（水)11:OO～12:OO

会場体芸棟55CO1

テーマユ ー ス 年 代 に お け る ス ポーツ経験とライフスキル

ーケームプランはある。なぜ、人生に対するプランはないのか？－

司会橋本公雄（九州大学）

演者上野耕平（鳥取大学）

＜その2＞

日 時 11月24日（木)11:Oo～12:OO

会場体芸棟55CO1

テーマ調整力の発達的変化

司会近藤明彦（慶應義塾大学）

演者吉本俊明（日本大学）

(3)シンポジウム

日時11月25日（金)9:OO～11:20

会場体芸棟55CO1

テーマ生きる力の育成：体育心理学からの問題提起

司会賀川昌明（鳴門教育大学 ）

演者賀川昌明（鳴門教育大学）

自尊感情や有能感を育てる授業づくり

佐々木万丈（仙台電波工業高等専門学校）

体育授業への適応とライフスキルの獲得

千葉裕（さいたま市立西原小学校）

小学校における「生きる力の育成」の現状と課題

(4)総会

(5)理事会
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平成17年度体育心理学専門分科会総会議事録

日時：平成17年11月25日（金）午前11:30-12:30

場所：筑波大学55C11

1．開会の辞

吉川理事より、事務局を引き受け、総会を開催する旨の開会の辞があった。

2．会長挨拶

総会に先立ち、杉原隆会長から挨拶がなされた。その内容は、学会の改革、専門分科

会の再編成、支部の活性化、法人化され代議員を選出する必要があること、専門分科会

に関しては、アダプテッド・スポーツ科学専門分科会の設立希望が昨日の会議で認めら

れたこと、今後、新しい専門分科会がさらに認可される可能性があること、日本体育学

会全体の会員数の減少が続いており、7000名から6200名へと毎年100名ずつ

減ってきているが、体育心理学専門分科会は、増えてきていること、学会全体として発

表の数、出版物などで専門分科会の評価をする動きがでているため、これからいろいろ

な対応が必要になってくると考えられること､学会に対する裁判は和解が成立したこと、

などであった。

3．議長選出

総会議長に吉田茂氏（筑波大学）を選出し議事に入った。

4 報告事項

1.）平成17年度事業報告について

（1）西田理事長から体育心理学専門分科会の役員構成が総会資料に沿って報告さ

れた。その内容は以下の通りであった。

体育心理学専門分科会役員の委員会構成（総会資料参照）

任期；平成17年4月1日～平成19年3月31日

会長：杉原隆

理事長：西田保

理事：学会大会委員会（委員長・山本裕二、岡沢祥訓、橋本公雄）

企画委員会（委員長・石井源信、伊藤政展、阿江美恵子）

広報委員会（委員長・中込四郎、工藤孝幾、伊藤豊彦）

庶務・会計委員会（委員長・吉川政夫、谷口幸一）

監事：楠本恭久、矢野宏光

幹事：高妻容一、松本秀夫

(2） 西田理事長から資料に基づき、学会大会の企画として、日本体育学会第56回
大会における専門分科会活動が報告された。筑波大学にて、キーノート・レク

チャー1と2の2題、シンポジウム「体育授業と生きる力の育成：体育心理学

からの問題提起｣、一般研究発表（口頭発表19題とオーーガナイズドセッシヨ

ン発表4題を含めて23題、ポスター発表66題の計89題）を開催した旨報

告された。
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5

(3）

(4）

西田理事長から、体育心理学専門分科会会報第17号（通巻第45号）が11

月10日付けで発行されたこと（広報委員会と事務局によって編集・発行）が

報告された。

西田理事長から、専門分科会関連の庶務および会計業務（庶務・会計委員会、

事務局）の内容について報告された。そして、昨年度の622名から653名

へと31名会員数が増えていることが付言された。

2）理事会の開催について

西田理事長から、平成17年11月24日に理事会が開催されたことが報告され

た。

3）その他

・日本体育学会平成17年度臨時総会が開催された。

・平成18年度第57回大会は弘前大学で8月18日～20日に開催予定。

・平成19年度第58回大会は神戸大学で9月7日～9日に開催予定。

・平成18年度の役員選挙：日本体育学会代議員・体育心理学専門分科会役員を

合わせて選挙をする必要がある。

・平成18年度から総会の傍聴ができるようになった。

審議事項

1）平成17年度決算及び平成18年度予算案について

平成17年度決算については、資料に基づき庶務・会計委員会（吉川理事）より

報告された。それについて監査報告が楠本監事よりなされ、承認された。

平成18年度予算案については、資料に基づき、庶務・会計委員会（吉川理事）

より提案があり、承認された。

2）平成18年度事業計画について

西田理事長から以下の報告と提案があった。

（1）日本体育学会第57回大会における企画運営（学会大会委員会）

・弘前大学にて開催予定（平成18年8月18日～20日）

・一般研究発表（口頭・ポスター)、シンポジウム、キーノート・レクチャー

2題、理事会、総会の開催

・発表申し込み締め切りが4月末日、インターネットでの申し込み予定

（2）プレセミナーの開催（企画委員会）

平成18年度は、第57回大会前日（8月17日）にプレセミナーを開催す

る方向で検討することが提案され、了承された。

（3）体育心理学専門分科会「会報」第18号（通巻第46号）の発行について

広報委員会、事務局より、第18号を発行すること、ページ数を第17号よ
りも増量する予定であることなどが報告され、了承された。

3）その他

特になし
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議長退席

閉会の辞：吉川理事より総会の閉会の辞があった

６
７

平成17年度体育心理学専門分科会理事会議事録

理事会の開催

日本体育学会第56回大会開催期間中に、筑波大学にて理邪会が|%l催された‐識事録は

以下の通りである。

西田理事から、高妻容一、松本秀夫（幹事）の紹介があり、欠席だったが楠本恭久、矢野
宏光（監事）の紹介もなされた。

平成17年度体育心理学専門分科会第1回理事会

日時：平成17年11月24日（木)12:OO-13:OO

場所：筑波大学体芸棟54A11

出席者：杉原隆（会長)、西田保（理事長)、橋本公雄、石井源信、阿i_Ig淀恵子、吉川政夫、

谷口幸一、伊藤豊彦（以上理事)、

欠席者：工藤孝幾、伊藤政展、中込四郎、岡沢祥訓、山本裕二（以上則!LIi:)、楠本恭久、矢

野宏光（監事）

杉原会長から開会にあたっての挨拶があり、本大会では新しい催しとしてオーガナイズ

ドセッションが開催される旨の報告があった。

報告事項

1．平成17年度事業報告

体育心理学専門分科会役員の委員会構成（総会資料･参照）
西田理事長より、体育心理学専門分科会の役員構成が総会資料に沿って報告された。

任期：平成17年4月1日～平成19年3月31日
会長：杉原隆

理事長：西田保

理事：学会大会委員会（委員長・山本裕二、岡沢祥訓、橋本公雄）

企画委員会（委員長・石井源信、伊藤政展、阿江美恵子）

広報委員会（委員長・中込四郎、工藤孝幾、伊藤豊彦）

庶務・会計委員会（委員長・吉川政夫、谷口幸一）

監事：楠本恭久、矢野宏光

幹事｛高妻容一、松本秀夫

2．平成17年度事業報告

1）学会大会委員会の担当理事である橋本理事から、日本体育学会第56回大会におけ

る専門分科会活動の報告がされた。

・筑波大学にて開催、キーノート・レクチャー1と2の2題、シンポジウム「体育授

業と生きる力の育成：体育心理学からの問題提起、一般研究発表（口頭19題とオ

ーガナイズドセッション4題を含めて23題・ポスタ－66題）を開催する旨の報告
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があった。

・オーガナイズドセッションへの協力要請が学会大会委員会より体育心理学専門分科

会に対してあり、専門分科会から候補者を選出したが、その結果に関する報告がな

かった旨の報告があった。

2）企画委員会委員長の石井理事より、平成17年度はプレセミナーを企画しなかった

ことが報告された。

3）体育心理専門分科会会報の発行（広報委員会事務局）について

広報委員会の伊藤理事より、第17号（通巻第45号）を11月10日付けで発行

したことが報告された。

4）専門分化会関連の庶務および会計業務（庶務・会計委員会）

吉川理事より、専門分科会関連の庶務および会計業務が報告された。報告内容は、

会計業務として、（1）平成17年度予算の執行状況のチェック、（2）平成17年

度の決算報告書、平成18年度の予算案の作成、庶務業務として、（1）理事会、総

会の開催準備、（2）各委員会との、あるいは学会本部との連絡調整、（3）体育学

研究に掲栽する体育心理学専門分科会活動報告原稿の作成と提出、（4）体育学研究

編集委員、科学研究費審査委員候補者等の推薦取り扱い業務、（5）平成19･20

年度代議員選挙の選挙管理委員選出、（6）会報発行の補助などの業務を行った。

3．事務局報告

平成17年度の分科会会員数は653名であり、前年度の622名よりも31名増加し
た旨の報告がなされた。

4．その他

西田理事より臨時総会に関する報告がなされた。

・会員数が少ないところがあり、代議員の再構成がなされ、可決された。’8の支部に統

合される予定である。

・体育心理学専門分科会からの代議員選出も変わる可能性がある。

・会則の変更があり、100名以上の会員があれば専門分科会を作ることができるように

なった。

・定期の総会、臨時総会でも会員が意見を述べることができるようになった。

．平成18年度は弘前大学で8月18日～20日、平成19年度は神戸大学で大会が開催
される予定である。

・会員の民事訴訟問題は解決した旨が報告された。

６
０
■
Ｊ
Ｔ
ｌ
０
Ｉ
■
１
１

審議事項

，日本体育学会専門分科会選出代議員及び体育心理学専門分科会役員選挙について

西田理事より、平成19．20年度日本体育学会専門分科会選出代議員および専門分

科会役員の選出方法の確認があり、それに関して事務局より報告がなされ、了承され

た。なお、審議における意見と決定内容は以下の通りであった。

・会貝ﾘにのっとり、前回は代議員と役員の選挙を同時に行った。次回も同様とする。

・学会本部より分科会から選挙管理委員を出してほしいとの連絡を受け、体育心理学

専門分科会の選挙管理委員として吉川理事を推薦した。

、従来、専門分科会が代議員選挙を行い、郵送費、封筒代等の選挙費用がかかってい

るが、学会本部が選挙費用を負担する案が今後審議されることになった。審議結果
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によっては代議員選挙費用の本部負担が実現する可能性がある。しかし、いずれに

しても専門分科会としては役員選挙をやらなければならない。

選挙の開票はどうするのかとの質問があった。開票作業は従来通り事務局が行い、

結果を、代議員に関しては学会本部へ、分科会役員については専門分科会内に報告
することで了承された。

総会の報告は理事長が行う。

平成17年度決算及び平成18年度予算案について

平成17年度決算が資料に基づいて吉川理事より報告され、了承された。
平成18年度予算案が資料に基づいて吉川理事より報告され、了承された。

審議の内容は以下の通りであった。

・予算案において、次年度から選挙費用を明記することになった。
・審議の中で、学会のホームページと各分科会のホームページのリンク、分科会会報
の電子情報化の提案がなされたが、今後の検討課題とされた。

・平成18年度予算案では予備費が66万円であることが指摘され、同時に予算の有
効活用を図る旨が確認された。

3平成18年度事業計画について

1）学会大会委員会より、シンポジウム、キーノートレクチャー、一般研究発表（口頭・
ポスター）を予定している旨が提案され、了承された。

なお、今後の大会の催しに関して以下の意見が出された。

、最近、高齢者の運動・スポーツに関する企画がないので、この分野に関する催しを
積極的にしたらどうか。

・他の分科会では外国人を演者として招聰しているところもある。演者として韓国や
中国から研究者を招聰したらどうか。

・運動機能の向上に関するテーマの企画はどうか。

2）企画委員会より、今年は開催しなかったが、来年の大会では大会前日午後にプレセ
ミナーを開催する提案がなされ了承された。なお、その際、大学院生向けのセミナ
ーの企画もよいのではないかという意見も出された。

3）広報委員会より、会報次号の内容を事務局と連携して企画し、作成する、会報のペ
ージ数を増ページする旨が提案された。

4）庶務・会計委員会より、平成18年度の事業計画は、平成17年度の活動内容を点
検した上で活動する旨が報告された。

4．総会の開催について

1）司会および議長の選出

司会は西田理事長が行うことが提案され了承された。議長に関しては、出席者から推
薦がない場合は吉田茂氏（筑波大学）を候補者とすることが提案され、了承された。

2）議題の報告と提案について

。報告事項

（1）平成17年度事業報告については理事長が報告する。

（2）その他、理事会に関する報告も理事長が報告する。

・審議事項

（1）平成17年度決算および平成18年度予算案については吉川理事が報告と
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提案をする。

（2）平成18年度事業計画については西田理事長が提案する。

その他の審議事項

・会報原稿を執筆した会員から個人で2部ほど会報を譲ってほしいという申し出があ

り、それに対する扱いについて審議してほしい旨が事務局から出された。審議の結

果、今回は執筆者であることもあり、無料とする。しかし、会報は非売品であるこ

と、また残部が毎年少ないことから、原則として申し出に応じないことが確認され

た。

＜議長：西田理事長 議事録：高妻・松本幹事＞
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によっては代議員選挙費用の本部負担が実現する可能性がある‐しかし、いずれに

しても専門分科会としては役員選挙をやらなければならない“

選挙の開票はどうするのかとの質問があった。開票作業は従来通り事務局が行い、

結果を、代議員に関しては学会本部へ、分科会役員については専門分科会内に報告

することで了承された。

総会の報告は理事長が行う。

平成17年度決算及び平成18年度予算案について

平成17年度決算が資料に基づいて吉川理事より報告され、了承された。

平成18年度予算案が資料に基づいて吉川理事より報告され、了承された。

審議の内容は以下の通りであった。

・予算案において、次年度から選挙費用を明記することになった。

・審議の中で、学会のホームページと各分科会のホームベージのリンク、分科会会報

の電子情報化の提案がなされたが、今後の検討課題とされた。

・平成18年度予算案では予備費が66万円であることが指摘され、同時に予算の有

効活用を図る旨が確認された。

3．平成18年度事業計画について

1）学会大会委員会より、シンポジウム、キーノートレクチャー、一般研究発表（口頭・

ボスター）を予定している旨が提案され、了承された。

なお、今後の大会の催しに関して以下の意見が出された。

・最近、高齢者の運動・スポーツに関する企画がないので、この分野に関する催しを

積極的にしたらどうか。

・他の分科会では外国人を演者として招聰しているところもある。演者として韓国や

中国から研究者を招聰したらどうか。

・運動機能の向上に関するテーマの企画はどうか。

2）企画委員会より、今年は開催しなかったが、来年の大会では大会前日午後にプレセ

ミナーを開催する提案がなされ了承された。なお、その際、大学院生向けのセミナ

ーの企画もよいのではないかという意見も出された。

3）広報委員会より、会報次号の内容を事務局と連携して企画し、作成する、会報のペ

ージ数を増ページする旨が提案された。

4）庶務・会計委員会より、平成18年度の事業計画は、平成17年度の活動内容を点

検した上で活動する旨が報告された。

4．総会の開催について

1）司会および議長の選出
司会は西田理事長が行うことが提案され了承された。議長に関しては、出席者から推

薦がない場合は吉田茂氏（筑波大学）を候補者とすることが提案され、了承された。

2）議題の報告と提案について

・報告事項

（1）平成17年度事業報告については理事長が報告する。

（2）その他、理事会に関する報告も理事長が報告する。

・審議事項

（1）平成17年度決算および平成18年度予算案については吉川理事が報告と
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提案をする。

（2）平成18年度事業計画については西田理事長が提案す~る。

その他の審議事項

・会報原稿を執筆した会員から個人で2部ほど会報を譲ってほしいという申し出があ

り、それに対･する扱いについて審議してほしい旨が事務局から出された。審議の結

果、今回は執筆者であることもあり、無料とする。しかし、会報は非売品であるこ

と、また残部が毎年少ないことから、原則として申し出に応じないことが確認され

た．

＜議長：西田理事長 議事録：高妻・松本幹事＞
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平成17年度決算報告

＜資料1＞

平成17年度決算報告(自平成16年度総会至平成17年度総会）

○収支決算書

'1 ｜‐至算｜決算｜｜差額項目款

収入の部

当期収入合計(A)

前期繰越収支差額

収入合計(B)

690，001

842，424

1532．425

733，324

842，424

1575．748

△ ３
０
３

２
２
３
３
３
３
４
４△

支出の部

当期支出合計(C)

次期繰越収支差額(B)-(C)

支出合計,塵
1．532．425

0

1．532．425

619.740

956.008

1．575748

912，685

956.008

43323

△
△

○収入の部

’
一
一

｜予算’

842‘4241
56QOOO|

11

130,0001

1…

…■
842．424

597000△

24△

136‘300△

雨 面

項目 差額’
01

37,0001
23

6.300

…’

’
’
１
１
１
－

款

|･前年度繰越金

匿篭(剰息）
|･体育学会専門分科会補助金

|回遡合計(B)
○支出の部

1千円×597名

※会員数653名

(納入率91.4%）

－コ

F壼壼冒薑 零
｜ 予 算 ｜ 決 算 - コ

|450,0001362p301

項目

|小計
|印刷費
|郵送料

|原稿料(学会報告等）
|原稿料(研究会活動報告）

会報関連費用

196．150

100‘880
－

40．000 一
一名

名
８
５

×
×

万
万

５
５

’
０
０25．000

１
１
１
１

シンポジウム等関連経費 小計 250.000 150，600
－

85．000
－

30.000
－

0
－

15.000
－

20‘600
-

103,フ60
－

－

3，350
－

619.740

99400

謝礼(講師） -_」
謝礼(傍聴記会報寄稿者）｜

|専門分科会懇親会補助」
|謝礼(写真撮影）
|ｼﾝポジｳﾑ打ち合わせ補助
|文具ｺピー 発送

|会員･理事連絡費

｜
’ 一

一

1

150，000

経費･封筒作成等

80,0001

930'0001
602．425

…

１

四
四
坐

唖
唖
一

二二＝

*会員数昨年度622名から653名へと31名増

監事楠本恭久

矢野宏光

平成17年11月15日

この決算書は適正であることを認めます
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平成18年度予算案
I

＜資料2＞

１
１ 平成18年度予算案(自平成17年度総会至平成18年度総会）

○収入の部

款

・前年度繰越金

・年度会費

・郵便貯金(利息）

笠育学会専門分科会補助金’

毘眉塵■一
956．0084113,584

600.00043,0001千円×600名

2 4 0

137,000△7001
737,0241△3,7001
… 一一

l …

’842.424
1597,000l

24’

|136.3001
1733.3241

1…’

項目

１
４

’ |･当期収入合計(A)

'○収入合計(B)
○支出の部一

1

一

款一 |前年度決算｜予算案’差額｜’説明
|362,0301600,0001.237,97011

項 目

|印刷費.郵送料会報作成補助費等

シンポジウム等関連経費 小計

･謝礼

(講師,司会,会報原稿協力者等）

･専門分科会懇親会補助

･シンポジウム打ち合わせ補助等

△99,400250－00015Q600

Ｋ
Ｉ
Ｕ
６
■
ｄ
Ⅱ
Ｉ
ａ
０
０
Ｆ
ｄ
Ｔ
■
。
■
８
Ｉ
ｑ ･事務局事務費 文具印刷費,発送業務･資料整理等

会員･分科会役員連絡費等

100,0003,76011

80,000476,6501
1,030,000.410,26011
663｡032292,97611

…lo117.28411

103,7601

3，3501

619,740

956.008

…

･通信費

･当期支出合計(C) ｜
I･予備費(巳)-(C) １

１○支出合計

△は超過１
１
１
１

’
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編集後記

会報第18号（通巻第46号）を会員の皆様にお送りいたします。

本号の内容としましては、2つの特別寄稿、9つの学位論文紹介を執筆いただきました。

そして、第56回大会に関する発表内容の紹介、傍聴記、参加記を多くの方々に執轆いた

だきました。さらに、6つの研究会活動報告、2つの研究室紹介、海外情報紹介をご寄稿

いただきました。お忙しい中、ご執筆、ご寄稿いただきました先生方に対しまして心より

お礼申し上げます。ありがとうございました。

今後も、会員の皆様のご支援によって会報を充実させていきたいと思いますのでご協

力のほどよろしくお願い申し上げます。

広報委員会委員長中込四郎
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